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○
凡
例 

本
論
文
で
の
素
行
の
著
作
の
引
用
は
、
す
べ
て
広
瀬
豊
篇
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
四
一
）
を
使
用
す
る
。
注
に
は
『
全
集
』
と
略
記
す
る
。 

『
山
鹿
語
類
』
の
引
用
中
の
「
師
」
及
び
「
愚
」
は
ど
ち
ら
も
素
行
の
こ
と
を
指
す
。 

引
用
文
は
便
宜
上
句
読
点
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。 

引
用
文
中
の
括
弧
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、
漢
字
の
読
み
を
意
味
し
て
い
る
。 
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は
じ
め
に 

  

山
鹿
素
行
（
一
六
二
二
～
一
六
八
五
）
は
、
朱
子
学
を
批
判
し
た
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
素
行

が
反
朱
子
学
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
に
『
聖
教
要
録
』
を

公
刊
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
書
は
、
先
立
っ
て
完
成
し
て
い
た
『
山
鹿
語
類
』
の
「
聖
學
篇
」
を
要
約

し
た
も
の
で
、
こ
の
中
で
素
行
は
「
予
は
周
公
・
孔
子
を
師
と
し
て
、
漢
・
唐
・
宋
・
明
の
諸
儒
を
師
と

せ
ず
」
と
い
い
、
「
漢
・
唐
・
宋
・
明
」
の
諸
儒
の
説
を
排
し
て
、
直
に
「
周
公
・
孔
子
」
に
向
う
こ
と

を
表
明
し
て
い
る
。
（
『
聖
教
要
録
』
小
序
）1 

 

こ
の
『
聖
教
要
録
』
は
多
大
な
波
紋
を
呼
び
、
そ
の
一
部
は
素
行
の
耳
に
も
届
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

素
行
の
日
記
で
あ
る
『
年
譜
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
（
九
月
）
廿
一
日
、
（
中
略
）
今

日
、
石
谷
氏
市
右
衛
門
、
板
倉
内
膳
正
の
命
を
傳
ふ
。
謂
ふ
所
は
、
今
年
、
聖
教
要
録
世
に
流
布
し
、
人

以
て
誹
謗
を
為
す
。
且
つ
保
科
肥
後
太
守
、
切
り
に
之
れ
を
怒
る
と
」
（
寛
文
六
年
九
月
廿
一
日
条
）2

中

で
も
激
し
い
反
応
を
見
せ
た
の
が
、
こ
こ
で
そ
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
幕
政
に
関
与
し
て

い
た
保
科
正
之
（
一
六
一
一
～
一
六
七
二
）
で
、
彼
の
言
行
を
記
録
し
た
『
土
津
靈
神
言
行
録
』
に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

 

（
寛
文
六
年
）
十
月
三
日
、
造
言
者
山
鹿
甚
五
左
衛
門
を
播
州
赤
穗
に
置
く
。
是
れ
よ
り
前
、
靈
神

（
正
之
の
こ
と
―
引
用
者
注
）
老
中
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
當
世
、
造
言
者
有
り
。
是
れ
世
を
惑
は
し
、

民
を
誣
ふ
る
の
賊
な
り
。
嚴
し
く
之
れ
を
禁
ず
べ
し
」
と
。
老
中
、
之
れ
に
領
く
。
（
『
土
津
靈
神

言
行
録
』
巻
之
上
、
「
事
實
」
）3 

 

保
科
正
之
は
、
素
行
の
こ
と
を
「
造
言
者
」
と
呼
び
、
き
び
し
く
非
難
し
て
い
る
。
彼
は
山
崎
闇
斎
（
一

六
一
八
～
一
六
八
二
）
に
師
事
し
た
、
熱
烈
な
朱
子
学
信
奉
者
で
も
あ
る
。
そ
の
正
之
が
素
行
に
対
し
て

激
怒
し
、
そ
の
結
果
素
行
は
江
戸
か
ら
追
い
や
ら
れ
、
こ
の
引
用
に
も
あ
る
よ
う
に
赤
穂
へ
配
流
さ
れ
て

い
る
。4

こ
の
赤
穂
配
流
を
通
達
す
る
言
葉
の
中
に
も
「
其
の
方
不
届
成
る
書
物
仕
候
間
、
淺
野
内
匠
頭
所

へ
預
け
被
成
候
」
（
『
配
所
殘
筆
』
）5

と
あ
り
、
「
不
届
成
る
書
物
」
を
書
い
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ

る
と
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
保
科
正
之
の
死
去
に
よ
り
素
行
は
赦
さ
れ
て
ふ
た
た
び
江
戸
に
も

ど
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
一
件
に
よ
り
山
鹿
素
行
＝
朱
子
学
批
判
は
定
説
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
詳
し

く
は
次
章
で
述
べ
る
が
、
多
く
の
論
者
は
こ
こ
か
ら
、
素
行
の
こ
と
を
反
朱
子
学
の
思
想
家
と
し
て
扱
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
素
行
以
後
、
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）
や
荻
生
徂
徠
（
一
六
六

六
～
一
七
二
八
）
な
ど
朱
子
学
を
批
判
す
る
儒
者
が
現
れ
た
こ
と
も
、
反
朱
子
学
と
し
て
の
素
行
の
イ
メ

ー
ジ
形
成
を
手
伝
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
配
流
の
原
因
と
な
っ
た
「
不
届
成
る
書
物
」
だ
が
、
い
ず
れ
の
書
物
を
指
す
の
か
は
明
言

さ
れ
て
い
な
い
。
素
行
も
「
御
公
儀
様
に
對
し
不
届
成
る
儀
は
、
右
の
書
物
の
内
、
何
の
所
に
て
御
座
候

哉
、
承
り
度
き
儀
に
存
じ
奉
る
」
と
い
い
、
ど
の
本
が
処
罰
の
原
因
と
な
っ
た
の
か
質
問
し
て
い
る
が
、

こ
の
と
き
は
「
甚
五
左
衛
門
（
素
行
の
こ
と
―
引
用
者
注
）
、
申
わ
け
も
可
有
之
候
得
共
、
如
斯
被
仰
付
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候
上
は
、
不
及
申
分
候
御
事
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
だ
け
で
、
本
を
特
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。6
た
だ
、
『
年
譜
』
の
『
聖
教
要
録
』
が
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
と
い
う
記
述
な
ど
、
前
後
の
状
況
か

ら
考
え
て
も
『
聖
教
要
録
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
実
際
、
先
行
研
究
も
素
行
は

『
聖
教
要
録
』
を
刊
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。7 

 

し
か
し
、
当
の
『
聖
教
要
録
』
を
読
ん
で
み
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
朱
子
学
を
排
除
し
て
い
る
よ
う

に
は
見
え
な
い
。
た
し
か
に
朱
子
の
学
説
と
は
異
な
る
考
え
を
述
べ
て
い
る
箇
所
は
多
い
が
、
そ
れ
だ
け

で
反
朱
子
学
と
断
言
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
朱
子
学
の
忠
実
な
祖
述
者
と
い
う
印
象
の
強
い
林

羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
も
、
「
理
」
・
「
氣
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
朱
子
（
一
一
三
〇
～
一
二

〇
〇
）
よ
り
も
む
し
ろ
王
陽
明
（
一
四
七
二
～
一
五
二
八
）
に
近
い
意
見
を
持
っ
て
い
た
。8

朱
子
と
違
う

こ
と
を
い
っ
た
だ
け
で
反
朱
子
学
と
す
る
の
は
あ
ま
り
に
短
絡
的
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
『
聖

教
要
録
』
で
は
、
素
行
は
朱
子
そ
の
人
に
対
し
て
、
「
唯
だ
朱
元
晦
、
大
い
に
聖
經
に
功
あ
り
」
（
『
聖

教
要
録
』
上
「
道
統
」
）9

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
素
行
は
次
の
よ
う
な
言
葉
も
残
し
て
い
る
。 

 

蒙
（
わ
）
れ
、
二
千
歳
の
今
に
當
り
て
、
大
い
に
周
公
孔
子
の
道
を
明
ら
か
に
し
、
猶
ほ
吾
が
誤
を

天
下
に
糾
さ
ん
こ
と
を
欲
し
、
『
聖
教
要
録
』
を
開
板
す
る
の
處
に
、
當
時
の
俗
學
腐
儒
は
、
身
を

修
め
ず
忠
孝
を
勤
め
ず
、
況
や
天
下
國
家
の
用
は
、
聊
か
も
之
れ
を
知
ら
ず
。
故
に
吾
が
書
に
於
て

一
句
の
論
ず
べ
き
無
く
、
一
言
の
糾
す
べ
き
無
く
し
て
、
或
は
權
を
借
り
て
利
を
貪
り
、
或
は
讒
を

構
へ
て
追
蹤
す
。
世
皆
之
れ
を
知
ら
ず
、
專
ら
人
口
に
任
せ
て
虛
を
傳
へ
實
否
を
正
さ
ず
、
其
の
書

を
詳
に
せ
ず
、
其
の
理
を
究
め
ず
、
強
ひ
て
書
を
嘲
り
我
を
罪
す
。
茲
に
於
て
我
れ
始
て
安
ん
ず
、

我
が
言
の
大
道
疑
無
く
、
天
下
之
れ
を
辨
ず
る
こ
と
無
き
こ
と
を
。
夫
れ
我
れ
を
罪
す
る
者
は
周
公

孔
子
の
道
を
罪
す
る
な
り
、
我
は
罪
す
べ
く
し
て
道
は
罪
す
べ
か
ら
ず
。
聖
人
の
道
を
罪
す
る
者
は
、

時
政
の
誤
な
り
。
古
今
天
下
の
公
論
、
遁
る
べ
か
ら
ず
。
凡
そ
道
を
知
る
の
輩
は
必
ず
夭
災
に
逢
ふ
。

其
の
先
蹤
、
尤
も
多
し
。
乾
坤
倒
覆
し
、
日
月
光
を
失
ふ
。
唯
だ
怨
む
ら
く
は
今
の
世
に
生
れ
て
時

政
の
誤
を
末
代
に
殘
す
こ
と
を
。
是
れ
臣
の
罪
な
り
。
誠
惶
頓
首
。
（
『
配
所
殘
筆
』
）1

0 

 

こ
れ
は
、
素
行
が
配
流
を
申
し
渡
さ
れ
た
際
に
懐
中
に
遺
書
と
し
て
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時

は
流
罪
に
な
る
か
死
罪
に
な
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
用
意
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
、
朱
子
学
の
こ
と
は
一
言
も
な
い
。
た
し
か
に
、
同
時
代
の
儒
者
の
こ
と
を
批
判
し
て
は
い

る
が
、
そ
れ
が
朱
子
学
者
の
こ
と
だ
と
い
う
証
拠
も
な
い
。
素
行
が
目
指
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
古
代
の

周
公
や
孔
子
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。11 

 

無
論
、
素
行
は
朱
子
学
を
批
判
し
て
い
な
い
と
い
い
た
い
の
で
は
な
い
。
数
々
の
論
点
で
、
素
行
が
朱

子
学
の
考
え
方
を
批
判
し
て
い
る
の
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
赤
穂
配
流
の
一
件
か
ら
、

素
行
が
朱
子
学
と
対
決
を
し
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
り
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。

そ
の
結
果
、
素
行
に
つ
い
て
の
研
究
も
自
然
と
素
行
と
朱
子
学
と
の
相
違
点
を
見
附
け
る
こ
と
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
見
方
自
体
に
は
問
題
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
素
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行
に
よ
る
朱
子
へ
の
高
評
価
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
朱
子
と
の
対
比
か
ら
目
を

転
じ
て
み
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
、
素
行
の
思
想
の
あ
ら
た
な
一
面
も
見
え
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
も
次
章
で
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
素
行
の
思
想
と
朱
子
学
と
の
あ
い
だ

に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
と
す
る
論
者
も
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
素
行
対
朱
子
学
と
い
う
図
式

の
中
で
の
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
図
式
自
体
を
素
行
の
言
葉
に
即
し
て
問
い
直
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
『
聖
教
要
録
』
の
も
と
と
な
っ
た
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
篇
の
分
析
を
中
心
と
し

て
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
内
容
を
問
い
直
し
て
い
く
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て

き
た
、
素
行
の
思
想
の
あ
ら
た
な
一
面
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

本
論
文
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
て
い
く
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
先
行
研
究
を
整
理
し
、
先

行
研
究
に
お
け
る
素
行
と
朱
子
学
と
の
関
係
の
捉
え
方
を
検
討
し
、
先
行
研
究
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す

る
。
第
二
章
で
は
、
素
行
の
朱
子
へ
の
高
評
価
に
注
目
し
、
素
行
が
朱
子
の
何
を
批
判
し
、
何
を
評
価
し

て
い
る
の
か
を
明
確
に
す
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
考
察
す
る
う
え
で
、
周
濂
溪
に
対

す
る
批
判
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
第
二
章
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
素
行

の
周
濂
溪
批
判
の
内
容
を
検
討
す
る
。
第
四
章
、
第
五
章
で
は
、
素
行
の
他
の
論
点
に
も
、
周
濂
溪
批
判

の
際
の
考
え
方
が
関
連
し
て
い
る
か
を
考
察
し
、
そ
れ
が
素
行
の
思
想
全
体
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
第
四
章
で
は
素
行
の
「
公
」
の
論
に
つ
い
て
、
第
五

章
で
は
『
中
朝
事
實
』
に
代
表
さ
れ
る
日
本
主
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
周
濂
溪
批
判
と
の
関
連
を
中
心

に
検
討
す
る
。 
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第
一
章 

素
行
に
つ
い
て
の
研
究
史
と
課
題 

  

素
行
の
朱
子
学
批
判
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
こ
の
章
で
は
素
行
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
の
状
況
を
年
代

順
に
概
観
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
本
論
文
の
論
点
を
明
確
に
し
て

い
く
。
な
お
、
素
行
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
整
理
は
中
山
広
司
『
山
鹿
素
行
の
研
究
』
（
神
道
史
学
会
、

一
九
八
八
）
や
劉
長
輝
『
山
鹿
素
行
―
「
聖
学
」
と
そ
の
展
開
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
）
な
ど
で

も
行
わ
れ
て
お
り
、
本
章
も
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
。 

 

一
、
江
戸
時
代
～
戦
前
の
研
究 

 

山
鹿
素
行
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
兵
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
『
先
哲
叢
談
』
に
は
素
行
の
記
述
が
な
く
、
『
先
哲
叢
談
後
篇
』
に
な
っ
て
よ
う
や
く

そ
の
名
が
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る
。1

2

そ
の
『
先
哲
叢
談
後
篇
』
で
は
、
素
行

を
「
程
朱
を
非
斥
し
、
辨
駁
排
詆
、
忌
憚
す
る
所
無
し
」
と
い
い
、
朱
子
学
批
判
に
言
及
し
て
い
る
が
、

ま
た
同
時
に
次
の
よ
う
に
も
評
し
て
い
る
。 

 

世
人
素
行
を
稱
す
る
者
は
、
皆
兵
家
者
流
を
以
て
す
。
徒
に
韜
鈐
に
長
ず
る
を
知
り
、
未
だ
經
術
に

精
し
き
を
知
ら
ず
。
余
嘗
て
其
の
著
す
所
の
聖
教
要
録
・
武
教
要
録
・
四
書
句
讀
等
を
讀
む
に
論
を

持
し
説
を
立
つ
る
こ
と
、
盡
く
醇
な
ら
ず
と
雖
も
、
能
く
其
の
獨
り
得
る
所
を
抒
ぶ
。
未
だ
嘗
て
先

修
の
説
を
剽
竊
せ
ず
、
專
門
の
經
義
、
既
に
當
時
に
在
り
て
、
別
に
一
格
を
構
ふ
。
伊
藤
堀
河
・
物

赤
城
の
輩
、
一
家
の
學
を
以
て
、
海
内
を
風
靡
す
。
素
よ
り
氣
運
の
然
ら
し
む
と
雖
も
、
其
の
嚆
矢

の
任
、
諸
を
素
行
に
讓
ら
ざ
る
を
得
ず
。13 

 

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
素
行
は
あ
く
ま
で
兵
学
者
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
素
行
が

伊
藤
仁
斎
（
「
伊
藤
堀
河
」
）
や
荻
生
徂
徠
（
「
物
赤
城
」
）
に
先
行
す
る
儒
者
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
の
は
、
当
時
に
お
い
て
素
行
が
儒
者
と
し
て
、
仁
斎
や
徂
徠
に
比
べ
て
い
か
に
知
名
度
が
な
か
っ
た

の
か
を
よ
く
表
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
明
治
以
降
、
終
戦
の
こ
ろ
ま
で
は
素
行
に
つ
い
て
の
論
文
や
著
書
が
多
く
著
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
明
治
に
な
り
、
素
行
が
思
想
家
と
し
て
世
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
人
の
人
物
の

存
在
が
大
き
い
。
一
人
は
、
素
行
を
強
く
崇
敬
し
た
乃
木
希
典
（
一
八
四
九
～
一
九
一
二
）
で
あ
り
、
も

う
一
人
は
『
日
本
古
學
派
之
哲
學
』
（
冨
山
房
、
一
九
〇
二
）
を
書
い
た
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
～
一

九
四
四
）
で
あ
る
。
井
上
は
こ
の
本
の
中
で
、
仁
斎
・
徂
徠
と
並
べ
て
、
「
古
學
派
」
の
儒
者
の
先
駆
と

し
て
素
行
を
紹
介
し
て
い
る
。14

素
行
が
反
朱
子
学
の
思
想
を
展
開
し
た
儒
者
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
、
こ

こ
か
ら
広
ま
っ
た
と
い
っ
て
良
い
。 

 

だ
が
、
戦
前
の
素
行
へ
の
関
心
に
お
い
て
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
儒
学
の
面
よ
り
も
、
武
士
道
や
日
本

主
義
の
方
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
武
士
道
に
つ
い
て
は
、
乃
木
は
「
山
鹿
素
行
先
生
を
尊
崇
す
る
に
至

り
た
る
動
機
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、
素
行
の
こ
と
を
「
我
国
の
精
華
と
も
云
ふ
べ
き
武
士
道
の
、
発
展
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鼓
吹
の
上
に
、
非
常
の
貢
献
を
為
さ
れ
た
」15

人
物
だ
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
素
行
を
古
学
派
と
し
て
紹

介
し
た
井
上
も
、
素
行
の
こ
と
を
「
武
士
道
の
權
化
」16

と
評
し
て
い
る
。
戦
前
の
代
表
的
な
素
行
研
究
者

で
あ
る
松
本
純
郎
は
、
『
山
鹿
素
行
先
生
』
（
至
文
堂
、
一
九
三
七
）
に
お
い
て
素
行
を
評
し
て
、
「
戰

國
武
士
道
の
組
織
化
純
化
」
を
行
い
、
そ
の
純
化
を
通
じ
て
「
遂
に
佛
儒
に
煩
は
さ
れ
な
い
國
史
の
淵
源

に
武
士
道
を
か
へ
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。17

「
佛
儒
に
煩
は
さ
れ
な
い
」
と
い
う
い
い
方
か
ら
、
戦
前
の

素
行
へ
の
関
心
の
中
心
が
儒
教
の
方
に
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
村
岡
典
嗣
の
『
素
行
・

宣
長
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
）
で
は
、
素
行
の
古
学
は
仁
斎
や
徂
徠
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
し
、

素
行
の
独
自
性
を
「
武
教
の
樹
立
」
を
成
遂
げ
た
と
こ
ろ
に
求
め
て
い
る
。18

一
方
の
日
本
主
義
の
方
は
、

た
と
え
ば
井
上
が
、「
素
行
は
國
躰
に
於
て
見
る
べ
き
が
如
き
日
本
主
義
を
主
張
せ
り
」19

と
い
っ
て
い
る
。

ま
た
、
素
行
の
著
書
の
中
で
、
戦
前
に
最
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
の
は
、
朱
子
学
批
判
を
し
て
い
る
『
聖

教
要
録
』
や
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
篇
で
は
な
く
、
日
本
主
義
を
主
張
し
た
『
中
朝
事
實
』
で
あ
っ
た
こ
と

も
こ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。20 

 

し
か
し
、
無
論
、
戦
前
の
素
行
研
究
に
朱
子
学
批
判
に
つ
い
て
の
言
及
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。 た

と
え
ば
、
素
行
の
武
士
道
・
日
本
主
義
を
高
く
評
価
し
た
井
上
だ
が
、
儒
学
思
想
に
つ
い
て
は
「
學

に
於
て
未
だ
眼
光
の
透
徹
せ
ざ
る
も
の
あ
る
を
見
る
」21

と
い
い
、
高
く
評
価
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
井
上

の
、
次
の
よ
う
な
認
識
に
よ
る
。 

 

孔
子
の
學
は
光
明
正
大
な
り
。
然
れ
ど
も
深
遠
幽
窅
は
未
だ
し
。
然
る
に
宋
儒
は
佛
教
よ
り
得
來
た

る
所
あ
る
丈
其
れ
丈
儒
教
の
旨
趣
を
深
遠
幽
窅
に
せ
り
。
是
れ
宋
儒
の
儒
教
に
功
あ
る
所
以
な
り
。

素
行
此
の
如
き
儒
教
の
發
達
を
蔑
如
し
て
單
純
な
る
孔
子
の
學
に
反
ら
ん
と
す
る
も
の
、
抑
々
又
人

類
思
想
の
進
化
に
對
し
て
逆
行
す
る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。22 

 

井
上
は
、
孔
子
に
よ
る
原
始
儒
教
は
決
し
て
深
遠
な
思
想
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
宋
儒
が
現

れ
て
深
遠
な
哲
学
に
し
た
の
に
、
素
行
は
そ
の
宋
儒
を
否
定
し
て
孔
子
に
帰
ろ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
、
素

行
の
儒
学
思
想
は
宋
儒
よ
り
一
段
劣
る
と
い
う
。
井
上
の
認
識
で
は
、
宋
学
は
深
遠
な
も
の
で
、
素
行
の

思
想
に
は
宋
儒
の
よ
う
な
深
み
が
な
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
他
の
研
究
者
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
清
原
貞
雄
は
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
に
転
じ
た
後
の
思

想
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。 

 

極
め
て
簡
易
平
明
で
あ
つ
て
何
等
の
奇
説
も
な
い
。
斯
く
簡
易
平
明
な
の
が
古
聖
人
の
本
領
で
あ
つ

て
、
之
で
こ
そ
何
人
に
も
實
行
し
易
く
、
萬
人
日
用
に
供
す
る
事
が
出
来
る
。
後
世
の
儒
者
の
如
く
、

平
明
な
る
も
の
を
わ
ざ
と
六
ケ
し
く
論
じ
立
て
ゝ
は
古
聖
人
の
旨
に
違
ひ
、
又
普
通
の
人
に
は
容
易

に
用
ゐ
ら
れ
ぬ
も
の
に
な
つ
て
終
ふ
。23 

 

素
行
の
思
想
は
平
明
を
旨
と
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
清
原
は
井
上
の
よ
う
に
、
素
行
の
儒
学
思
想
に
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は
批
判
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
高
く
評
価
し
て
い
る
。
だ
が
、
清
原
に
お
い
て
も
、
宋
儒
は
難
解
で
素
行

は
平
明
だ
と
い
う
図
式
が
成
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
評
価
は
違
え
ど
、
素
行
と
宋
儒
と
の
思
想
の
違
い

を
井
上
同
様
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
宋
儒
＝
深
遠
・
抽
象
的
、
素
行
＝
平
明
・
現
実
的
と
い
う
認
識
は
、
戦
前
の
ほ
と
ん
ど

の
研
究
に
共
通
す
る
と
い
っ
て
良
い
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
松
本
純
郎
は
、
素
行
が
「
朱
子
學
の
含
む
抽

象
的
傾
向
を
排
撃
し
」
て
、
「
事
は
理
に
因
つ
て
行
は
れ
、
理
は
事
を
俟
つ
て
成
る
と
い
ふ
事
理
一
致
の

精
神
」
を
中
核
に
据
え
た
思
想
を
作
り
上
げ
た
と
し
て
い
る
。24

ま
た
、
村
岡
典
嗣
は
素
行
の
朱
子
学
批
判

へ
の
転
向
に
つ
い
て
、
「
宋
學
の
高
遠
の
理
を
、
佛
見
に
ひ
と
し
と
し
て
、
斥
け
た
」2

5

と
い
っ
て
い
る
。

当
然
、
個
々
の
研
究
に
お
い
て
は
論
述
の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
素
行
の
思

想
と
宋
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
井
上
以
来
の
見
方
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。26 

 

二
、
終
戦
～
一
九
七
〇
年
ま
で
の
研
究 

 

戦
後
に
な
り
、
時
代
状
況
が
変
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
素
行
研
究
の
傾
向
に
も
変
化
が
現
れ
る
よ
う

に
な
る
。
戦
前
の
素
行
へ
の
関
心
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
武
士
道
と
日
本
主
義
の
う
ち
、
日
本
主
義
へ
の

言
及
は
そ
の
数
を
大
き
く
減
ら
し
た
。
だ
が
一
方
で
、
武
士
道
に
つ
い
て
は
戦
後
も
一
定
の
関
心
を
た
も

っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
和
辻
哲
郎
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
）
は
、
村
岡
典
嗣

の
論
に
つ
い
て
、
「
素
行
の
独
創
的
意
義
を
そ
の
古
学
の
主
張
や
中
国
の
思
想
に
認
め
な
い
で
、
そ
の
武

教
的
実
践
主
義
の
う
ち
に
求
め
た
態
度
は
、
ま
こ
と
に
正
し
い
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」2

7

と
評
し
て
い

る
。
ま
た
、
相
良
亨
『
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
教
運
動
の
系
譜
』
（
理
想
社
、
一
九
六
五
）
も
、
「
武
士

が
人
倫
の
道
を
実
現
す
る
重
い
責
任
を
荷
っ
て
い
る
」
と
い
う
思
想
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
「
全

体
が
こ
の
自
覚
を
以
て
貫
か
れ
て
い
る
の
は
素
行
を
以
て
第
一
と
す
る
」2

8

と
述
べ
て
い
る
。
古
学
も
、
儒

教
の
武
教
化
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。29 

 

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
の
検
討
を
行
っ
た
の
が
、
丸
山
眞
男
の
『
日
本
政
治

思
想
史
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
中
、
『
国
家
学
会
雑
誌
』
に

掲
載
さ
れ
た
論
文
を
合
わ
せ
て
著
書
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
の
近
世
儒
学
研
究
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
丸
山
は
こ
の
本
の
中
で
、
朱
子
学
的
思
惟
が
解
体
さ
れ
、
徂
徠
学
の
完
成
に
至
っ
て
、

近
代
的
主
体
が
成
立
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
素
行
は
、
そ
の
朱
子
学
的
思
惟
の
解
体
過
程
で
登
場

す
る
思
想
家
の
一
人
と
し
て
、
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
～
一
七
一
四
）
や
仁
斎
と
と
も
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

丸
山
は
、
近
世
思
想
を
一
つ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
素
行
を
仁
斎
や
本
居
宣
長
（
一
七

三
〇
～
一
八
〇
一
）
な
ど
町
民
出
身
の
思
想
家
と
お
な
じ
俎
上
に
載
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
の
武

士
道
思
想
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
は
ら
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
主
義
に
つ
い
て
も
、
何
の
言
及
も
な

い
。
あ
く
ま
で
も
、
近
世
思
想
史
に
お
け
る
朱
子
学
か
ら
古
学
へ
の
移
行
の
過
程
に
あ
る
思
想
家
と
し
て
、

素
行
の
こ
と
を
位
置
附
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
丸
山
は
、
素
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た

め
に
、
丸
山
が
朱
子
学
と
徂
徠
学
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
、
先
に
見
て
み
よ
う
。 

 

ま
ず
、
丸
山
は
朱
子
学
を
「
自
然
法
」
の
思
想
だ
と
捉
え
る
。
た
と
え
ば
、
朱
子
学
の
「
理
」
に
つ
い
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て
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

そ
れ
は
事
物
に
内
在
し
そ
の
動
静
変
合
の
「
原
理
」
を
な
す
と
い
ふ
意
味
で
は
自
然
法
則
で
あ
る
が

本
然
の
性
と
し
て
人
間
に
内
在
せ
し
め
ら
れ
る
と
き
は
む
し
ろ
人
間
行
為
の
ま
さ
に
則
る
べ
き
規
範

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
朱
子
学
の
理
は
物
理
で
あ
る
と
同
時
に
道
理
で
あ
り
、
自
然
で
あ
る
と
同
時

に
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
に
於
て
は
自
然
法
則
は
規
範
と
連
続
し
て
ゐ
る
。30 

 

朱
子
学
の
「
理
」
に
お
い
て
は
自
然
と
道
徳
と
が
連
続
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
「
理
」
は
「
本
然
の
性
」

と
し
て
人
に
内
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
が
規
範
と
一
致
し
得
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
無
論
、
実
際
に
は
規
範
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い
が
、
そ
れ
は
「
人
欲
」
が
障
碍
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
「
人
欲
」
さ
え
取
除
け
れ
ば
人
は
誰
し
も
が
規
範
に
至
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
丸
山
の
考
え
る
朱
子
学
の
根
幹
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
」

だ
と
評
し
て
い
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
、
徂
徠
に
お
い
て
は
自
然
と
人
性
の
連
続
性
が
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
徂
徠

に
と
っ
て
「
道
」
と
は
聖
人
の
「
作
為
」
で
あ
り
、
自
然
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
「
聖
人
の

道
」
の
本
質
は
「
治
国
平
天
下
と
い
ふ
政
治
性
」31

に
あ
る
。
さ
ら
に
丸
山
は
徂
徠
に
お
い
て
、
政
治
と
個

人
道
徳
と
は
非
連
続
で
あ
る
こ
と
も
い
う
。
そ
こ
か
ら
徂
徠
の
思
想
に
は
、
「
公
私
の
分
岐
」3

2

が
発
生
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
い
う
「
公
私
」
と
は
「
即
ち
「
公
」
と
は
政
治
的
＝
社
会
的
＝
対
外
的
な
も
の

を
指
し
「
私
」
と
は
個
人
的
＝
内
面
的
な
も
の
を
示
し
て
ゐ
る
」33

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
公
」
と
「
私
」

の
分
離
こ
そ
が
、
丸
山
の
い
う
「
近
代
的
思
惟
」
の
一
端
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
素
行
は
こ
の
朱
子
学
と
徂
徠
学
の
あ
い
だ
に
位
置
附
け
ら
れ
て
い
る
。
丸
山
は
、
素
行
の
論

で
は
「
人
欲
」
の
存
在
が
一
概
に
悪
だ
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
善
悪
両
面
の
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
、
そ
の
善
悪
を
は
か

る
基
準
が
人
に
内
在
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
「
禮
樂
」
と
い
う
外
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
人

性
の
外
部
に
あ
る
も
の
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、「
朱
子
学
人
性
論
に
お
け
る
規
範
性
と
自
然
性
と
の
連
続
」

が
断
切
ら
れ
て
い
る34

こ
と
の
表
れ
だ
と
、
丸
山
は
見
る
。
こ
の
、
「
道
＝
規
範
の
外
面
化
」3

5

が
、
政
治

と
は
独
立
し
た
私
的
領
域
で
あ
る
内
面
の
存
在
を
承
認
す
る
、
徂
徠
の
思
想
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。36 

 

こ
の
よ
う
な
丸
山
の
朱
子
学
か
ら
古
学
へ
と
い
う
図
式
に
対
し
て
は
、
数
々
の
批
判
も
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
、
素
行
研
究
と
し
て
重
要
な
の
は
田
原
嗣
郎
『
徳
川
思
想
史
研
究
』
（
未
来
社
、
一
九
六
七
）
で
あ

る
。
田
原
嗣
郎
は
、
同
書
の
ほ
か
に
『
日
本
思
想
大
系
三
十
二 

山
鹿
素
行
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）

や
『
日
本
の
名
著
十
二 

山
鹿
素
行
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
）
の
解
説
を
担
当
し
て
い
る
。 

 

『
徳
川
思
想
史
研
究
』
は
、
素
行
・
仁
斎
・
徂
徠
の
所
謂
古
学
派
の
儒
者
三
人
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ

り
、
素
行
に
つ
い
て
は
第
一
章
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
構
成
に
つ
い
て
」
で
論
じ
て
い
る
。
田
原

は
、
序
論
に
お
い
て
丸
山
の
図
式
へ
の
違
和
感
を
表
明
し
、
丸
山
の
図
式
を
問
い
直
そ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
当
然
素
行
の
研
究
も
、
素
行
の
思
想
内
容
と
朱
子
学
の
そ
れ
と
の
関
係
を
問
う
こ
と
が
中
心
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と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

ま
ず
、
田
原
は
「
序
章
」
に
お
い
て
、
丸
山
と
同
様
に
朱
子
学
を
「
自
然
法
思
想
」
と
し
て
扱
う
こ
と

を
表
明
す
る
。
田
原
は
、
素
行
の
思
想
を
「
天
地
」
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
素
行
の

天
地
に
は
、
①
「
人
類
・
万
物
の
道
徳
的
母
胎
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
基
幹
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
基
幹

（
「
道
の
大
源
」
）
は
人
・
物
を
貫
通
す
る
」
、
②
「
整
然
た
る
秩
序
に
お
い
て
、
生
々
発
展
を
と
げ
つ

つ
あ
る
」
、
③
「
一
理
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
」
、
④
「
既
に
「
天
地
」
と
い
う
と
き
に
は
、
人
類
・

万
物
も
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
天
地
人
物
」
の
形
成
因
は
理

気
の
妙
合
で
あ
る
」
、
⑤
「
不
変
で
あ
る
」
と
い
う
五
つ
の
基
本
的
特
質
が
あ
る
。37

こ
の
五
つ
の
う
ち
、

特
に
第
四
の
特
質
か
ら
、
田
原
は
素
行
の
思
想
に
お
け
る
世
界
を
「
天
地
人
物
的
世
界
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
世
界
観
に
お
い
て
は
、
「
世
界
を
構
成
す
る
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い

る
」
が
、
第
三
の
特
質
に
あ
る
よ
う
に
根
源
的
な
「
一
理
」
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
の
世
界
観

は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

  
 

し
か
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
「
部
分
」
は
こ
の
根
源
の
理
が
あ
る
の
で
、
互
い
に
ち
が
っ
た
も
の
で
あ

る
ま
ま
に
一
つ
の
「
世
界
」
に
統
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
天
地
人
物
」
と
し
て
の
世
界

は
異
な
れ
る
も
の
の
統
合
で
あ
る
。38 

 

互
い
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
「
部
分
」
が
一
つ
に
統
合
さ
れ
て
い
る
の
が
素
行
の
世
界
観
で
あ
る
と
い
う

が
、
そ
れ
で
は
そ
の
統
合
は
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
か
。
田
原
は
『
山
鹿
語
類
』
の
「
天
地
は
萬
物

の
宗
源
」
（
聖
學
八
、
天
地
、
「
總
論
天
地
」
）39

と
い
う
言
葉
を
引
い
て
、
万
物
は
天
地
を
本
源
と
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
万
物
は
天
地
を
本
源
と
し
て
、
そ
の
分
枝
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
一

つ
に
統
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
世
界
の
秩
序
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
秩
序
の
あ
る
現
実
の
世
界
を
必
然
化
し
た
も
の
は
、
「
誠
」
あ
る
い
は
「
天
地
の
誠
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
誠
」
が
、
田
原
の
解
釈
で
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
「
素
行
学
の
根
軸

に
在
る
も
の
は
「
天
地
」
（
＝
道
徳
的
自
然
）
か
ら
発
し
て
世
界
（
＝
「
天
地
人
物
」
）
を
規
制
す
る
「
誠
」

で
あ
る
」40

各
部
分
は
異
な
っ
た
も
の
の
ま
ま
で
、
一
つ
の
法
則
に
統
合
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
部
分
は
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
法
則
に
従
う
こ
と
で
、
秩
序
を
実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
「
誠
」
に

適
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
人
の
当
為
と
し
て
考
え
る
と
、
「
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
占
め
る

位
置
に
応
じ
て
の
法
則
に
従
え
ば
、
そ
れ
が
統
合
さ
れ
て
全
体
と
し
て
は
天
地
の
法
則
＝
「
誠
」
が
実
現

さ
れ
る
」41

と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
天
地
自
然
の
法
則
に
従
う
と
い
う
考
え
方
や
、
そ
の
帰
結
と
し
て
「
分
」
を
守
る

こ
と
を
重
視
す
る
の
は
、
決
し
て
朱
子
学
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
田
原
は
次
の
よ

う
な
結
論
を
下
す
。 

  
 

こ
の
よ
う
に
し
て
み
て
く
る
と
、
自
然
法
思
想
と
し
て
の
朱
子
学
に
対
し
て
、
素
行
学
は
―
そ
の
間

に
一
定
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
有
し
な
が
ら
も
―
理
論
的
構
成
お
よ
び
現
実
的
機
能
に
お
い
て
、
き
わ
め
て 
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類
似
的
で
あ
る
と
指
摘
し
う
る
よ
う
で
あ
る
。42 

  

世
界
観
が
素
行
と
朱
子
学
と
で
変
わ
ら
な
い
と
す
る
と
、
人
間
観
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際

に
大
き
な
鍵
を
握
る
の
は
、
や
は
り
「
誠
」
で
あ
る
。
田
原
が
「
天
地
の
法
則
」
と
解
釈
す
る
「
誠
」
が
、

人
に
内
在
し
て
い
る
と
す
る
。
田
原
は
「
誠
」
が
人
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『
山
鹿
語
類
』

の
記
述
か
ら
「
人
は
そ
の
極
限
状
態
に
あ
っ
て
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
天
地
の
則
に
の
っ
と
っ
た
行
な
い
を
し
、

「
誠
」
が
実
現
さ
れ
る
」
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
人
間
観
は
「
理
」
が
「
本
然
の
性
」
と
し
て
人

に
内
在
し
て
い
る
と
す
る
、
朱
子
学
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
お
な
じ
構
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
田
原
は
こ
こ
で
も

両
者
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
田
原
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、

丸
山
の
説
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
。 

 

こ
こ
に
見
た
よ
う
に
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
は
人
性
と
規
範
と
が
、
一
致
し
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
が
、
そ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
連
結
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
分
離
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
人
の
本
性
お
よ
び
「
世
界
・
社
会
」
に
基
い
て
規
範
が
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
素
行
の
思
想
は
「
自
然
法
」
の
思
想
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。4

3 

  

こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
『
徳
川
思
想
史
研
究
』
の
成
果
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
素
行

の
思
想
と
朱
子
学
と
の
あ
い
だ
に
は
、
大
き
な
違
い
が
存
在
し
な
い
と
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

世
界
に
は
統
合
を
も
た
ら
す
よ
う
な
秩
序
が
自
然
に
存
在
す
る
と
い
う
世
界
観
、
さ
ら
に
そ
の
統
合
を
も

た
ら
す
原
理
が
人
に
内
在
し
て
い
る
と
す
る
人
間
観
が
両
者
で
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

井
上
か
ら
始
ま
り
丸
山
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
っ
た
、
近
世
日
本
の
反
朱
子
学
の
嚆
矢
と
し
て
素
行
を
捉

え
る
見
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
そ
れ
で
は
、
思
想
構
成
が
朱
子
学
と
変
わ
ら
な
い
は
ず
の
素
行
が
、
朱
子
学
を
批
判
し
て
い
る

の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
田
原
は
、
素
行
が
朱
子
学
を
「
誤
解
」
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
答
え
を
求
め
、

素
行
と
朱
子
学
と
の
あ
い
だ
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
対
立
す
る
の
は
「
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
人
が
誰
し
も
持
っ
て
い
る
「
性
」
と
は
「
善
」
な
る
も
の
で
あ
り
普
遍
的
で
あ
る
が
、
普
段
は
個
々

の
「
氣
質
」
に
蔽
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
善
な
る
「
性
」
を
十
全
に
発
揮
で
き
な
い
。
こ
の
朱
子
学
の

基
本
的
な
認
識
に
対
し
、
素
行
は
、
特
に
「
敬
」
及
び
「
持
敬
」
の
議
論
を
通
し
て
、
そ
れ
で
は
内
観
的

に
な
り
過
ぎ
心
を
束
縛
し
て
し
ま
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
朱
子
も
、
「
持
敬
」
が
内
観
的
に

な
り
過
ぎ
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
内
観
的
傾
向
を
批
判
的
に
見
る
点
で
は
、
素
行
と
同
じ
よ
う
な
認
識

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
素
行
が
朱
子
学
を
批
判
す
る
の
は
、
朱
子
学
を
内

在
的
に
理
解
せ
ず
、
素
行
自
身
の
見
解
を
た
て
て
い
る
の
だ
と
田
原
は
捉
え
る
。
こ
こ
に
素
行
に
よ
る
朱

子
学
に
つ
い
て
の
「
誤
解
」
と
い
う
解
釈
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
研
究 

 

次
に
、
丸
山
・
田
原
以
降
の
素
行
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。 
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田
原
も
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
基
本
的
構
成
」
と
い
う
解
説
を
書
い
て
い
る
『
日
本
思
想
大
系

三
十
二 
山
鹿
素
行
』
に
は
、
守
本
順
一
郎
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
歴
史
的
性
格
」
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。 

 

守
本
は
、
基
本
的
に
は
田
原
と
近
い
立
場
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
分
析
に
そ

れ
が
表
れ
て
い
る
。 

  
 

素
行
に
と
っ
て
、
宇
宙
の
総
体
＝
天
地
人
物
は
生
々
息
む
こ
と
の
な
い
動
的
な
構
成
を
と
る
と
し
て

も
そ
れ
は
予
定
さ
れ
て
い
た
大
徳
の
秩
序
の
流
行
で
あ
り
、
人
は
格
物
致
知
し
て
一
物
一
理
を
窮
め

れ
ば
窮
め
る
だ
け
、
そ
の
秩
序
＝
大
徳
に
組
み
込
ま
れ
る
。44 

 

守
本
も
田
原
同
様
、
素
行
の
思
想
の
根
底
に
世
界
の
秩
序
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
論
文
は

タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
、
素
行
の
思
想
の
歴
史
的
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
身
分
制
な
ど

の
社
会
論
を
検
討
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
と
朱
子
学
と
の
比
較
に
は
、
あ

ま
り
多
く
の
分
量
が
割
か
れ
て
い
な
い
。 

 

素
行
の
朱
子
学
批
判
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
も
の
に
、
尾
藤
正
英
「
山
鹿
素
行
の
思
想
的
転
回
（
上
）（
下
）
」

（
『
思
想
』
五
六
〇
・
五
六
一
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
）
が
あ
る
。
尾
藤
は
『
日
本
封
建
思
想
史
研

究
』
（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
）
に
お
い
て
、
丸
山
の
図
式
を
打
破
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
論
文
で

も
そ
れ
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
は
、
田
原
と
共
通
し
て
い
る
の
だ
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
は

違
い
が
あ
る
。
尾
藤
の
場
合
は
、
朱
子
学
が
近
世
日
本
に
適
合
的
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
を
疑
問
視
す
る
。

尾
藤
は
、
近
世
日
本
に
お
い
て
、
将
軍
や
大
名
な
ど
の
為
政
者
た
ち
の
あ
い
だ
に
朱
子
学
に
対
す
る
関
心

が
あ
ま
り
強
く
な
い
こ
と
や
、
一
般
社
会
、
特
に
武
士
に
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
朱
子
学
が
徳
川

幕
藩
体
制
を
擁
護
す
る
役
割
を
果
た
し
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
朱
子
学
批
判
の
思
想
が
現
れ
て

き
た
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
朱
子
学
が
近
世
社
会
と
は
合
っ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
社
会
に
適
合
す
る

よ
う
な
思
想
を
求
め
た
結
果
で
は
な
い
か
と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
田
原
は
思
想
内
容
か
ら
丸
山
を

批
判
し
て
い
る
が
、
尾
藤
は
歴
史
的
状
況
の
分
析
か
ら
そ
れ
を
な
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
上
で
、
素
行
と
朱
子
学
と
の
対
比
を
行
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
も
田
原
と
は
若
干

違
っ
て
い
る
。
尾
藤
は
「
職
分
」
の
分
析
を
通
し
て
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
多
種
多
様
な
事
物
が
相
互

に
関
係
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
秩
序
を
な
す
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
秩
序
を
も

た
ら
す
、
「
一
貫
し
た
原
理
」
の
存
在
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。 

  
 

万
物
は
そ
れ
ぞ
れ
一
理
を
具
え
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
（
そ
の
意
味
で
理
を
一
に
し
て

い
る
。
た
だ
し
こ
の
「
理
一
」
は
単
純
に
形
式
的
で
あ
っ
て
、
朱
子
学
の
場
合
と
は
全
く
異
る
）
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
万
物
の
理
法
は
す
べ
て
「
公
共
」
性
の
原
理
を
根
本
と
し
て
お
り
、
そ
の

意
味
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。45 

 

世
界
に
存
在
す
る
秩
序
に
対
す
る
考
え
方
が
、
朱
子
学
と
素
行
と
で
は
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
素
行
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の
場
合
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
形
式
的
」
な
も
の
だ
と
い
う
。
「
公
共
性
の
原
理
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る

と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
統
一
は
世
界
に
お
の
ず
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
成
遂
げ
よ
う
と

す
る
も
の
が
い
な
く
て
は
、
統
一
は
実
現
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
尾
藤
の
分
析
は
次
の
よ
う
な

結
論
に
至
る
。 

  
 

思
想
的
転
回
以
後
に
お
け
る
素
行
の
関
心
の
中
心
を
占
め
て
い
た
も
の
は
、
個
人
道
徳
よ
り
も
社
会

全
体
に
対
す
る
政
治
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
視
点
は
、
主
と
し
て
支
配
者

た
る
「
人
君
」
の
位
置
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。46 

 

尾
藤
に
と
っ
て
、
素
行
の
思
想
に
お
け
る
秩
序
と
は
実
体
的
な
も
の
で
は
な
く
、
結
局
は
人
の
手
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
尾
藤
は
朱
子
学
の
「
自
然
法
」
的
な
性
格
に
対
し
、
素

行
の
思
想
は
「
実
定
法
」
的
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
田
原
の
指
摘
し
た
、
素
行
と
朱
子
学
と

は
思
想
構
造
が
共
通
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
、
引
継
が
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
良
い
。
論
の
進
め
方
も
、

素
行
と
朱
子
学
と
の
対
比
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
両
者
の
共
通
項
に
言
及
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。 

 

こ
れ
以
降
の
研
究
者
も
、
基
本
的
に
は
素
行
と
朱
子
学
と
を
対
立
的
に
捉
え
て
お
り
、
田
原
の
よ
う
に

素
行
と
朱
子
学
の
共
通
性
に
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
い
。 

 

た
と
え
ば
、
中
山
広
司
『
山
鹿
素
行
の
研
究
』
で
は
、
素
行
の
朱
子
学
か
ら
古
学
へ
の
転
向
の
背
景
を

次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。 

  
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
へ
る
上
で
、
私
は
素
行
の
学
問
態
度
の
基
盤
に
は
、
あ
く
ま
で
も
常
に
「
実 

 

 
 

学
」
へ
の
志
向
が
存
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
思
ふ
。
（
中
略
）
い
は
ゆ
る
古
学
の

唱
道
と
い
ふ
思
想
的
展
開
に
も
、
実
は
「
実
学
」
の
問
題
に
そ
の
原
因
が
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ

る
。47 

 

中
山
は
、
素
行
が
学
問
に
お
い
て
実
践
性
を
求
め
る
が
ゆ
え
に
、
朱
子
学
を
離
脱
し
独
自
の
古
学
を
打
立

て
た
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
素
行
と
朱
子
と
の
「
格
物
」
の
性
格
の
違
い
に
注
目
し
て
い
る
。 

  
 

「
格
物
」
を
形
而
上
的
「
天
理
」
の
追
求
の
手
段
と
見
做
す
朱
子
学
的
思
惟
に
対
し
て
、
素
行
の
場

合
そ
れ
に
よ
つ
て
、
あ
く
ま
で
も
「
物
」
あ
る
か
ぎ
り
各
々
に
備
は
つ
て
ゐ
る
定
則
＝
道
を
求
め
よ

う
と
し
た
の
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
・
実
学
的
思
惟
に
基
く
意
義
を
、
そ
こ
に
見
出
し
た
の
で
あ
つ

た
。48 

 

あ
く
ま
で
朱
子
学
＝
形
而
上
的
、
素
行
＝
実
践
的
と
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
取
る
限

り
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
世
界
自
体
に
秩
序
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
入
り
込
む
余
地
が
な
い
。 

 

前
田
勉
『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
）
は
、
素
行
の
古
学
転
向
に
つ
い
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て
、
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
、
素
行
が
、
周
濂
溪
の
「
太
極
而
無
極
」
の
批
判
を
通
し
て
、
朱

子
学
の
静
的
内
面
的
な
工
夫
論
と
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
心
性
論
へ
の
批
判
を
作
り
上
げ
た
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
朱
子
学
が
社
会
か
ら
逃
避
し
よ
う
と
す
る
「
隠
逸
志
向
」
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の

よ
う
な
志
向
か
ら
決
別
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
書
は
、
近
世
社
会
に
お
け
る
思
想
の
性
格
の
分

析
を
課
題
と
し
て
お
り
、
純
粋
に
思
想
構
成
の
み
を
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
世
界
観
に
言
及

し
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
面
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
世
界
自
体
に
秩
序
が
あ
る
と
い
う
田
原
の
解

釈
が
取
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
前
田
が
田
原
の
説
を
直
截
批
判
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
田
は
、
田
原
が

素
行
の
思
想
に
お
け
る
天
地
の
意
味
を
重
く
見
過
ぎ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
前
田
に
よ
れ
ば
、
素
行
の
関

心
は
あ
く
ま
で
も
「
聖
人
の
道
」
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
前
田
は
田
原
を
批
判
す
る
。 

  
 

素
行
に
と
っ
て
「
天
地
」
は
そ
の
理
論
構
成
上
、
二
義
的
な
意
味
し
か
持
ち
え
ず
、
こ
れ
を
も
っ
て 

 
 

「
世
界
の
本
原
」
と
し
て
原
理
論
の
根
底
に
お
き
、
素
行
学
の
論
理
構
造
を
再
構
成
す
る
田
原
氏
の

理
解
は
当
を
得
て
い
な
い
し
、
何
よ
り
こ
の
よ
う
な
方
法
で
は
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
意
味
を
見

失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。49 

 

特
に
最
後
の
「
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
意
味
を
見
失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
」
と
い
う
一

文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
素
行
の
思
想
の
中
心
課
題
は
あ
く
ま
で
実
践
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
世
界
に
つ

い
て
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
田
原
の
よ
う
に
世
界
の
秩
序
を
、
素
行
の
思
想
の
根
底
に
置
く
解

釈
は
受
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。 

 

さ
ら
に
、
も
う
二
点
の
素
行
研
究
を
挙
げ
る
。
一
点
目
は
、
劉
長
輝
『
山
鹿
素
行
―
「
聖
学
」
と
そ
の

展
開
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
素
行
の
儒
学
面
の
み
な
ら
ず
、
士
道
や
兵
学
・
神
道
な
ど
素
行
の
学
問
全

体
を
網
羅
し
た
労
作
で
あ
る
。
素
行
の
朱
子
学
批
判
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ま

ず
、
聖
人
の
教
え
を
拠
所
と
し
て
「
下
学
」
を
重
視
す
る
点
で
は
、
素
行
と
朱
子
学
と
は
類
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、
素
行
は
朱
子
学
の
い
う
、
究
極
的
な
「
理
」
の
存
在
を
認
め
ず
、
む
し
ろ
「
気
一
元
」
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
「
性
」
に
つ
い
て
は
、
素
行
は
、
「
朱
子
学
の
、
人
間
の
自
力
に
よ
る
自
己
完
成
の
本

源
が
我
が
内
部
に
本
来
具
足
し
て
い
る
善
性
に
あ
る
と
い
う
道
徳
論
・
実
践
論
」5

0

を
否
定
し
、
自
己
の
外

部
に
位
す
る
聖
人
を
模
範
と
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
と
す
る
。 

 

も
う
一
点
は
、
立
花
均
『
山
鹿
素
行
の
思
想
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
）
で
あ
る
。
立
花
は
、
素

行
に
つ
い
て
「
朱
子
が
形
而
上
界
に
想
定
す
る
究
極
的
一
理
を
否
定
し
、
現
実
界
に
閉
じ
た
所
で
議
論
を

展
開
し
て
い
る
」51

と
し
、
朱
子
学
に
対
抗
し
て
「
日
用
」
重
視
の
思
想
を
打
ち
出
し
た
と
す
る
。
そ
の
う

え
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。 

  
 

形
而
上
界
に
至
善
な
も
の
を
想
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
用
の
工
夫
を
道
徳
的
に
価
値
づ
け
よ
う
と

す
る
の
は
、
日
用
の
工
夫
そ
れ
自
体
に
は
究
極
的
な
道
徳
的
価
値
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
、
日
用
の
工
夫
の
価
値
を
貶
め
る
よ
う
な
形
而
上
的
工
夫
は
、
道
徳
の
学
か
ら
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は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
道
徳
の
学
を
実
現
す
る
に
は
、
道
徳
の
学

に
形
而
上
的
工
夫
が
取
り
込
ま
れ
て
く
る
以
前
の
、
孔
子
の
古
に
復
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。52 

 

劉
・
立
花
両
氏
も
、
素
行
は
朱
子
学
の
持
つ
普
遍
性
重
視
を
否
定
し
、
現
実
の
実
践
の
工
夫
を
中
心
的
課

題
と
し
た
と
い
う
認
識
で
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
世
界
の
秩
序
の
存
在
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
世
界
に
秩
序
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え
方
と
は
、
相
反
す
る
と
い
っ
て
も
良

い
。
無
論
、
秩
序
と
人
性
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
話
に
も
な
ら
な
い
。 

 

な
お
、
近
年
、
素
行
研
究
は
国
内
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
で
も
素
行
に
つ
い
て
の
論
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。
唐
利
国
「
論
日
本
近
世
前
期
山
鹿
流
兵
学
的
確
立
―
以
山
鹿
素
行
的
朱
子
学
批
判
為
中
心
」（
『
歴

史
教
学
』
、
二
〇
〇
九
）
、
阿
里
木
・
托
和
提
「
朱
子
学
本
体
論
思
想
的
批
判
与
重
建
―
日
本
古
学
者
山

鹿
素
行
思
想
為
中
心
」
（
『
哲
学
百
家
』
、
二
〇
一
一
）
、
張
捷
「
簡
析
山
鹿
素
行
対
朱
子
心
性
論
的
批

判
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
、
二
〇
一
二
）
な
ど
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
日
本
の
先
行
研
究
を
よ
く
読
ん
で
お

り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
か
、
多
く
の
先
行
研
究
同

様
に
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
、
朱
子
学
の
形
而
上
的
「
理
」
の
批
判
と
捉
え
て
い
る
。
彼
ら
の
研
究
も
、

近
年
の
日
本
に
お
け
る
研
究
動
向
と
大
き
く
異
な
ら
な
い
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。 

 

四
、
先
行
研
究
の
問
題
点 

 

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
素
行
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
を
概
観
し
た
。
無
論
、
す
べ
て
に
触
れ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
お
お
ま
か
な
研
究
史
の
流
れ
は
見
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
先
行
研
究
に

お
け
る
問
題
点
を
指
摘
し
、
本
論
文
が
ど
の
よ
う
な
手
法
で
論
を
進
め
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

本
論
文
の
課
題
で
あ
る
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
丸
山
と
田
原
の
見
解

の
相
違
で
あ
る
。
丸
山
は
、
朱
子
学
を
乗
越
え
よ
う
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
素
行
の
思
想
だ
と
見
て
お
り
、

素
行
と
朱
子
学
と
の
関
係
は
内
容
の
面
か
ら
も
対
立
的
に
捉
え
て
い
る
。
一
方
、
田
原
は
素
行
の
思
想
と

朱
子
学
と
は
、
素
行
の
姿
勢
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
内
実
は
類
似
し
て
い
る
と
見
て
い
る
。
素
行
の
思
想
は

井
上
以
来
（
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
江
戸
時
代
か
ら
）
反
朱
子
学
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
れ
を
大
き
く
覆
す
田
原
の
説
は
、
決
し
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。 

 

丸
山
と
田
原
の
見
解
の
相
違
は
、
一
言
で
い
え
ば
自
然
と
人
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
丸
山
は
、
自
然
の
中
に
あ
る
秩
序
が
人
に
も
内
在
し
て
い
る
と
す
る
朱
子
学
の
考
え
方
に
対
し

て
、
素
行
は
そ
の
両
者
の
関
係
を
切
断
し
た
と
見
て
い
た
。
一
方
で
田
原
は
、
素
行
が
朱
子
学
同
様
に
自

然
の
中
に
秩
序
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
し
か
も
そ
れ
が
「
誠
」
と
し
て
人
に
内
在
す
る
も
の
と
見

て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
丸
山
と
田
原
の
解
釈
の
違
い
が
明
白
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
素
行
の
社
会
観
に
対
す
る

捉
え
方
で
あ
る
。
丸
山
は
、
素
行
の
思
想
に
お
け
る
政
治
的
統
一
を
「
与
え
ら
れ
た
る
有
機
的
統
一
で
は

な
く
し
て
対
立
を
通
じ
て
つ
く
ら
る
べ
き
統
合
」53

だ
と
い
っ
て
い
る
。
丸
山
の
説
で
は
、
素
行
は
朱
子
学

的
な
自
然
と
規
範
と
の
連
続
を
断
切
っ
た
の
だ
か
ら
、
人
の
世
の
秩
序
は
自
然
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
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人
の
手
で
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
田
原
の
説
で
は
世
界
は
自
然
に
統

合
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
統
合
を
も
た
ら
す
原
理
が
人
に
内
在
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
人
々
は
世
界
の

部
分
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
田
原
は
「
素
行
の
「
社

会
」
論
は
「
分
」
を
中
心
と
し
た
安
定
的
な
社
会
論
」
だ
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
君
主
に
つ
い
て
、
そ

の
役
割
が
重
要
な
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
重
要
性
は
「
シ
ム
ボ
ル
」
と
し
て
で
あ
る
と
い
う
。54

田

原
の
解
釈
で
は
、
統
合
自
体
は
す
で
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
人
々
が
み
ず
か
ら
の
「
分
」
を
守
る
こ
と
が

そ
の
統
合
を
保
つ
こ
と
に
も
な
る
。
あ
と
は
、
そ
の
個
々
の
「
分
」
の
あ
い
だ
の
要
が
必
要
な
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
君
主
の
役
割
な
の
で
あ
る
。
田
原
は
、
秩
序
自
体
を
人
の
手
に
よ
っ
て
作
る
の
で
は
な
く
、
す
で

に
世
界
に
具
わ
っ
て
い
る
秩
序
に
か
な
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
は
重
要
だ
と
見

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
丸
山
・
田
原
以
降
の
研
究
で
は
社
会
秩
序
の
問
題
は
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

守
本
を
除
く
と
、
多
く
の
研
究
は
丸
山
に
近
い
立
場
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
尾
藤
が
「
理

一
」
の
統
一
を
形
式
的
な
も
の
と
見
て
、
素
行
の
思
想
は
「
人
君
」
の
政
治
に
帰
結
す
る
と
見
て
い
る
の

は
、
秩
序
が
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
理
解
の
表
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
中
山
や
立
花
ら

が
素
行
の
思
想
を
朱
子
学
の
形
而
上
的
側
面
の
否
定
だ
と
見
る
の
も
、
秩
序
が
自
然
に
存
す
る
と
い
う
考

え
方
と
は
相
反
す
る
。
無
論
、
秩
序
が
人
に
内
在
し
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
、
決
し
て
な
ら
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
田
原
の
解
釈
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
「
誠
」

で
あ
っ
た
。
田
原
は
、
「
天
地
の
法
則
」
で
あ
る
「
誠
」
が
人
に
も
内
在
し
て
い
る
た
め
、
人
と
自
然
と

の
連
続
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
が
素
行
の
思
想
だ
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
素
行
の
い
う
「
誠
」
に
は
一

概
に
、
田
原
の
い
う
よ
う
に
朱
子
学
の
「
理
」
と
同
様
の
性
格
だ
と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
。 

 

好
色
を
好
み
美
食
を
欲
す
る
は
、
情
の
誠
に
し
て
、
之
れ
を
貪
り
之
れ
を
淫
す
る
に
到
る
は
、
皆
情

の
過
溢
流
蕩
に
し
て
、
以
て
天
下
古
今
に
及
ぼ
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
之
れ
を
誠
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。

所
謂
誠
は
、
天
下
古
今
の
人
情
、
已
む
こ
と
を
得
ざ
る
の
謂
な
り
。
或
は
之
れ
を
一
人
に
行
ひ
、
或

は
之
れ
を
一
家
に
施
し
て
、
引
い
て
至
大
至
公
に
用
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
之
れ
を
誠
と
謂
ふ
べ
か
ら

ず
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
五
、
仁
仁
義
五
常
誠
忠
信
敬
、
「
辨
或
問
誠
説
」
）5

5 

 

素
行
は
、
「
情
の
誠
」
か
ら
出
た
欲
望
が
過
剰
に
な
っ
た
と
き
、
秩
序
に
反
す
る
事
態
に
至
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
も
は
や
「
誠
」
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
の
場
合
の
後
者
の
「
誠
」
と
は
、

社
会
秩
序
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
誠
」
に
は
、
人
間
の
自
然
な
性
情
と
公
共
的
な
社
会

秩
序
と
い
う
二
つ
の
内
容
が
あ
る
の
あ
る
。
こ
の
「
誠
」
の
二
重
性
に
つ
い
て
は
、
尾
藤
正
英
が
指
摘
し

て
い
る
。56

こ
こ
か
ら
尾
藤
は
、
田
原
の
「
誠
」
の
解
釈
を
否
定
し
、
人
の
「
誠
」
が
そ
の
ま
ま
道
徳
的
価

値
を
有
す
る
と
は
考
え
な
い
。 

 

こ
れ
を
見
れ
ば
、
や
は
り
田
原
の
説
は
誤
り
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
他
の
多
く

の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
素
行
は
規
範
を
外
在
の
も
の
と
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
単
純
で
も

な
い
。
素
行
は
、
「
道
の
大
原
は
天
地
に
出
で
、
人
亦
之
れ
を
具
ふ
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
「
大
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原
」
）57

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
誠
」
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
田

原
の
論
理
と
非
常
に
近
い
。 

 

さ
ら
に
、
素
行
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
も
あ
る
。 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
天
地
あ
れ
ば
此
の
道
あ
り
、
人
は
一
日
も
此
の
道
に
由
ら
ざ
れ
ば
乃
ち
立
た
ず
。
道

の
天
下
に
在
る
者
は
、
未
だ
嘗
て
亡
び
ず
。
夫
れ
天
高
く
地
卑
し
、
造
化
運
行
し
、
品
物
遂
げ
亨
り

て
、
君
臣
父
子
昆
弟
夫
婦
朋
友
の
倫
、
自
然
に
具
は
り
、
仁
義
禮
智
の
道
、
周
流
充
塞
し
て
更
に
缺

虧
す
る
こ
と
な
く
、
世
の
治
亂
興
亡
を
歴
る
と
も
、
亦
天
地
是
れ
位
し
、
日
月
是
れ
明
か
な
れ
ば
、

乃
ち
道
は
常
に
天
下
に
在
り
。
故
に
道
の
大
統
は
天
地
人
物
の
際
に
在
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學

三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
論
道
統
説
」
）58 

 

「
天
地
」
が
あ
れ
ば
「
道
」
は
常
に
存
在
す
る
と
い
う
。
そ
の
「
道
」
は
亡
び
る
こ
と
が
な
く
、
人
の
世

の
栄
枯
盛
衰
と
も
か
か
わ
り
な
く
、
存
在
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
道
」
の
捉
え
方
は
、
人
の
作

為
と
は
無
関
係
に
「
道
」
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
自
体
に
秩
序
が
あ
る
と
考
え
な

け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
。
こ
の
「
道
」
と
人
と
が
源
を
お
な
じ
く
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
素
行
も
丸
山
や
田
原
が
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
自
然
法
の
思
想
家
だ
と
解
釈
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
田
原
の
論
に
も
一
理
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
結
局
、
素
行
の
言
葉
を
断
片
的

に
見
て
い
る
だ
け
で
は
、
丸
山
の
よ
う
な
解
釈
に
も
、
田
原
の
解
釈
に
も
妥
当
性
が
あ
る
よ
う
読
め
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。 

 

無
論
、
こ
の
よ
う
に
一
に
決
し
が
た
い
面
を
取
上
げ
て
、
こ
れ
を
素
行
の
中
の
「
未
整
理
」5

9

あ
る
い
は

矛
盾
と
し
て
片
附
け
る
こ
と
は
容
易
い
。
し
か
し
、
矛
盾
と
決
し
て
し
ま
う
ま
え
に
、
冒
頭
に
提
起
し
た

問
題
を
思
い
起
こ
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究
が
素
行
の
思
想
を
朱
子
学
と
の
対

比
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
き
た
、
と
述
べ
た
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
研
究
は
、
そ
の
点
で
は
ど
れ
も
共
通

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
朱
子
学
と
の
共
通
面
に
注
目
し
た
、
田
原
で
も
お
な
じ
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
先
行
研
究
に
お
け
る
解
釈
に
は
、
対
立
が
生
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
対
比
の

み
で
は
、
素
行
の
思
想
と
朱
子
学
の
関
係
は
読
み
き
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
次
節
で
は
素
行
の
朱
子
学
批
判
と
さ
れ
て
い
る
言
説
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
考
え
る
た
め
の
あ
ら
た
な
糸
口
が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
。 
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第
二
章 

素
行
の
朱
子
学
批
判
の
再
検
討 

  

前
章
の
考
察
を
踏
ま
え
、
こ
の
章
で
は
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
言
説
を
検
討
し
な
お
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。 

 

そ
の
際
に
着
目
す
べ
き
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
素
行
が
朱
子
学
の
何
を
批
判
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
あ
る
い
は
朱
子
学
の
抽
象
的
性
格
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の

自
然
法
的
性
格
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
前
章
末
尾
で
見
た
よ
う
に
、
従
来
の
観
点
の
み
か
ら
で
は
、
素

行
の
思
想
と
朱
子
学
と
の
関
係
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

 

そ
こ
で
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
よ
り
正
確
に
理
解
す
る
た
め
、
ま
ず
素
行
が
「
異
端
」
と
呼
ぶ
思
想

に
対
す
る
批
判
を
見
て
い
く
。
そ
こ
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

一
、
「
異
端
」
と
し
て
の
朱
子
学 

 

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
素
行
は
み
ず
か
ら
の
思
想
を
「
聖
教
」
と
呼
び
、
そ
の
「
聖
教
」
に
反

す
る
思
想
を
「
異
端
」
と
呼
ぶ
。
素
行
が
「
異
端
」
と
す
る
思
想
は
数
多
い
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
代
表

的
な
も
の
は
仏
教
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
素
行
に
と
っ
て
「
異
端
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

を
理
解
す
る
た
め
に
、
仏
教
を
批
判
し
て
い
る
言
葉
を
見
て
み
よ
う
。 

 

師
曰
く
、
彜
倫
の
道
は
人
の
自
然
に
し
て
、
其
の
致
す
所
、
自
然
の
則
あ
り
。
其
の
功
成
り
易
く
、

其
の
生
遂
げ
易
し
。
釋
氏
は
此
れ
を
以
て
妄
と
為
し
幻
と
為
し
、
人
を
し
て
木
石
に
同
じ
か
ら
し
め
、

内
外
自
他
脱
去
し
て
後
に
其
の
極
を
得
る
と
為
す
、
其
の
道
、
豈
得
べ
け
ん
や
。
故
に
終
に
髪
を
髠

（
そ
）
り
、
倫
を
離
れ
て
桑
門
の
徒
と
な
り
、
以
て
厭
離
穢
土
と
為
す
。
其
の
行
法
衣
食
居
、
尤
も

禽
獸
に
近
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
論
異
端
、
「
論
異
端
教
違
聖
教
」
）6

0 

 

素
行
は
、
仏
教
と
は
「
自
然
」
を
否
定
す
る
も
の
だ
と
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
仏
教
が
「
人
の
自
然
」

に
も
と
づ
く
倫
理
を
虚
構
だ
と
捉
え
、
「
人
の
自
然
」
に
は
反
す
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
求
め
る
か
ら
だ

と
い
う
。
結
果
的
に
は
、
人
で
あ
り
な
が
ら
動
物
同
様
の
生
活
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
不

自
然
を
求
め
る
こ
と
が
仏
教
で
あ
る
と
、
素
行
は
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
仏
教
だ
け
が
素
行
の
い

う
「
異
端
」
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
本
来
の
「
自
然
」
な
あ
り
方
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
素
行
に

と
っ
て
「
異
端
」
の
思
想
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

こ
こ
で
朱
子
学
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
素
行
は
朱
子
学
の
こ
と
を
仏
教
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て

い
る
。
素
行
は
「
宋
・
元
・
明
の
諸
儒
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

是
れ
以
て
天
命
の
性
に
仁
義
禮
智
の
徳
あ
り
て
、
一
點
の
汚
染
な
し
と
為
す
な
り
。
此
れ
に
因
つ
て
、

先
儒
各
々
性
心
を
知
る
こ
と
を
要
し
、
本
心
を
收
拾
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
或
は
靜
坐
默
識
を
事
と

し
、
或
は
鑑
空
衡
平
の
地
を
覓
め
、
或
は
未
發
已
前
の
中
を
味
は
ふ
。
是
れ
釋
氏
の
指
示
す
る
所
の
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本
原
と
那
箇
か
相
差
ふ
や
。
只
だ
其
の
名
目
の
同
じ
か
ら
ざ
る
の
み
。
然
ら
ば
乃
ち
本
原
相
同
じ
く
、

枝
葉
少
し
く
異
な
る
な
り
。
是
れ
世
俗
の
所
謂
三
教
一
致
の
謂
な
り
。
故
に
曰
く
、
伊
洛
濂
閩
の
大

儒
も
亦
、
其
の
本
原
は
儒
を
陽
に
し
、
禪
を
陰
に
す
と
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
論
異
端
、
「
論

異
端
教
違
聖
教
」
）61 

 

宋
代
以
降
の
儒
者
は
、
「
天
命
の
性
」
に
徳
が
内
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て

い
る
。
素
行
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
論
は
仏
教
と
か
わ
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
「
伊
洛
濂
閩
」
す

な
わ
ち
二
程
子
（
程
明
道
一
〇
三
二
～
一
〇
八
五
、
程
伊
川
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
）
や
周
濂
溪
（
一
〇

一
七
～
一
〇
七
三
）
、
朱
子
な
ど
の
宋
学
の
大
家
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て

い
る
「
天
命
の
性
」
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
詳
し
く
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
素
行
が
朱
子
学
の
こ
と
を
、

仏
教
同
様
の
性
格
を
持
つ
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
良
い
。
「
自
然
」
を
否
定
す
る

仏
教
と
同
様
の
性
格
だ
と
い
う
こ
と
は
、
朱
子
学
も
ま
た
「
自
然
」
を
否
定
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。 

 

前
章
で
見
た
先
行
研
究
を
振
返
る
と
、
多
く
の
研
究
に
お
い
て
朱
子
学
＝
自
然
法
と
さ
れ
て
い
た
。
素

行
の
思
想
に
対
す
る
解
釈
に
お
い
て
見
解
の
分
か
れ
る
、
丸
山
・
田
原
・
尾
藤
も
、
そ
の
点
で
は
全
員
共

通
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
朱
子
学
が
自
然
に
反
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
「
自
然
法
」

と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
素
行
の
中
で
は
、
そ
も
そ
も
朱
子
学
が
自
然
法
だ
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
素
行
を
離
れ
て
朱
子
学
自
体
の
性
格
が
自
然
法
だ
と
い
う
の
は
構
わ
な
い

が
、
素
行
の
思
想
を
研
究
す
る
に
際
し
て
そ
の
前
提
を
持
込
む
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
次
に
素
行
の
い
う
「
日
用
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
す
で
に

見
た
よ
う
に
、
素
行
は
朱
子
学
の
抽
象
的
・
非
現
実
的
性
格
を
批
判
し
た
と
い
う
解
釈
が
古
く
か
ら
存
在

す
る
。
当
然
、
そ
こ
に
お
い
て
素
行
は
現
実
重
視
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
の
が
「
日

用
」
の
重
視
と
さ
れ
て
い
る
。
「
日
用
」
と
は
日
常
の
生
活
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
重
視
す
る

こ
と
は
ま
さ
し
く
現
実
の
重
視
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
中
心
を
な
し

て
い
る
と
も
い
え
る
「
日
用
」
だ
が
、
そ
こ
に
お
い
て
素
行
は
朱
子
学
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。 

 

朱
子
の
言
ふ
所
の
者
は
、
中
庸
第
一
章
の
章
句
な
り
。
是
れ
亦
、
天
を
以
て
性
を
賦
す
る
の
本
な
り

と
為
す
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
本
原
に
し
て
、
其
の
意
は
初
始
と
謂
ふ
が
如
し
。
故
に
語
意
、
輕
し
。
今
、

予
が
道
の
大
原
は
天
地
に
出
づ
と
言
ふ
所
の
者
は
、
人
々
の
日
用
本
末
前
後
の
間
、
皆
天
地
を
以
て

大
原
と
為
す
の
謂
な
り
。
聖
人
の
道
は
始
よ
り
終
に
至
り
、
修
身
よ
り
平
天
下
に
到
る
ま
で
、
一
箇

の
微
事
も
亦
、
天
地
の
準
則
を
出
で
ず
。
而
も
至
大
に
し
て
至
公
、
生
々
息
む
こ
と
な
く
し
て
文
質

彬
々
た
り
、
其
の
序
、
更
に
違
は
ず
。
是
れ
天
地
に
準
ず
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、

大
原
、
「
辨
或
問
道
原
説
」
）62 

 

こ
れ
は
、
素
行
が
朱
子
の
『
中
庸
章
句
』
に
お
け
る
「
道
」
の
解
釈
「
道
の
本
原
、
天
に
出
て
易
ふ
べ
か

ら
ず
、
其
の
實
體
己
に
備
は
り
て
離
る
べ
ら
ず
」63

に
つ
い
て
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
素
行
に
よ
る
と
、
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朱
子
は
「
道
」
を
「
天
地
」
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
と
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
物
に
よ
っ
て
「
天
地
」
と
の
距
離
に
差
が
出
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
素
行
が

主
張
し
て
い
る
の
は
、
人
の
「
日
用
」
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
ひ
と
し
く
「
天
地
」
に
も
と
づ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
事
柄
に
よ
っ
て
「
天
地
」
と
の
距
離
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
人
は
み
な
眼
前
の
「
日
用
」
に
務
め
れ
ば
、
そ
れ
が
「
天
地
」
及
び
「
道
」
に
か
な
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
素
行
は
朱
子
学
が
「
日
用
」
か
ら
乖
離
す
る
こ
と
で
、
「
天
地
」
と
も
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
う
な
る
と
、
次
に
確
認
す
べ
き
は
、
「
日
用
」
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
「
天
地
」
の
性
格
だ
ろ
う
。

素
行
の
思
想
に
お
い
て
「
天
地
」
は
「
道
の
大
原
」
と
も
い
わ
れ
、
非
常
に
広
大
な
性
格
を
持
ち
簡
単
に

説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
節
に
お
い
て
重
要
な
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。 

 

師
曰
く
、
天
地
の
天
地
た
る
所
以
は
、
造
作
安
排
を
待
た
ず
、
唯
だ
已
む
を
得
ざ
る
の
自
然
の
み
。

故
に
能
く
長
久
に
、
能
く
傾
頽
せ
ず
、
能
く
始
終
な
く
、
其
の
極
は
數
を
以
て
焉
れ
を
論
ず
べ
か
ら

ず
、
事
を
以
て
之
れ
を
計
る
べ
か
ら
ず
。
這
の
陰
陽
に
自
然
の
形
象
あ
り
て
、
天
た
り
地
た
り
、
日

月
た
り
山
川
た
り
人
物
た
り
。
這
裏
安
排
計
較
を
下
さ
ば
、
乃
ち
天
地
自
然
底
に
非
ず
。
（
『
山
鹿

語
類
』
聖
學
八
、
天
地
、
「
總
論
天
地
」
）64 

 

「
天
地
」
が
「
天
地
」
で
あ
る
理
由
は
、
「
自
然
」
な
の
だ
と
い
う
。
こ
の
場
合
の
「
自
然
」
と
は
、
人

為
と
対
極
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
人
の
知
性
で
測
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
「
日

用
」
が
こ
の
「
天
地
」
に
も
と
づ
く
と
い
う
こ
と
は
、
「
日
用
」
も
ま
た
「
自
然
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
「
日
用
」
＝
「
天
地
」
＝
「
自
然
」
と
い
う
図
式
が
成
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
朱

子
学
が
こ
の
「
日
用
」
に
反
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
自
然
」
に
も
反
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

従
っ
て
、
や
は
り
素
行
の
中
に
は
朱
子
学
＝
自
然
法
と
い
う
認
識
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。 

 

む
し
ろ
、
素
行
の
言
葉
に
即
す
る
な
ら
ば
、
素
行
が
批
判
し
て
い
る
の
は
朱
子
学
の
反
「
自
然
」
的
性

格
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
朱
子
学

＝
自
然
法
と
い
う
認
識
を
放
棄
し
、
朱
子
学
の
ど
う
い
っ
た
点
が
「
自
然
」
に
反
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
素
行
の
考
え
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
素
行
の
朱

子
学
批
判
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

二
、
朱
子
に
対
す
る
評
価 

こ
こ
か
ら
は
、
素
行
の
朱
子
へ
の
批
判
を
検
討
し
て
い
く
が
、
こ
こ
で
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
は
本
論
文
冒
頭
で
触
れ
た
、
素
行
に
は
朱
子
の
こ
と
を
評
価
す
る
言
葉
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
朱
子
へ
の
高
評
価
か
ら
見
て
い
こ
う
。 

こ
の
言
葉
が
あ
る
の
は
、
『
聖
教
要
録
』
巻
上
の
「
道
統
」
の
項
で
あ
る
。
朱
子
学
に
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
道
統
論
が
あ
る
。
儒
教
に
お
け
る
道
統
の
考
え
方
自
体
は
唐
の
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
に

は
じ
ま
る
が
、
朱
子
の
も
の
が
特
に
著
名
で
あ
る
。65

こ
れ
に
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
道
統
の
説
が
、
『
聖
教
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要
録
』
に
も
存
在
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

伏
羲
・
神
農
・
黄
帝
・
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
の
十
聖
人
は
、
其
の
徳
、
其
の
知
、
天

下
に
施
し
て
、
萬
世
の
澤
を
被
る
。
周
の
衰
ふ
る
に
及
ん
で
、
天
、
仲
尼
を
生
ず
。
生
民
あ
り
て
よ

り
以
來
、
未
だ
孔
子
よ
り
盛
な
る
あ
ら
ず
。
孔
子
沒
し
て
聖
人
の
統
、
殆
ど
盡
く
。
曾
子
・
子
思
・

孟
子
も
、
亦
企
て
望
む
べ
か
ら
ず
。
漢
唐
の
間
、
其
の
任
に
當
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
徒
あ
り
。
又

曾
子
・
子
思
・
孟
子
に
於
て
口
を
同
じ
う
し
て
談
ず
べ
か
ら
ず
。
宋
に
及
び
て
周
・
程
・
張
・
邵
、

相
續
い
で
起
る
。
聖
人
の
學
、
此
に
至
つ
て
大
い
に
變
じ
、
學
者
儒
を
陽
に
し
て
、
異
端
を
陰
に
す
。

道
統
の
傳
、
宋
に
至
つ
て
竟
に
泯
沒
す
。
況
や
陸
王
の
徒
は
算
ふ
る
に
足
ら
ず
。
唯
だ
朱
元
晦
、
大

い
に
聖
經
に
功
あ
り
。
然
れ
ど
も
餘
流
を
超
出
す
る
を
得
ず
。
（
『
聖
教
要
録
』
上
「
道
統
」
）66 

 

孔
子
の
没
後
に
は
聖
人
の
立
て
た
教
え
は
、
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
宋
代

に
は
高
く
評
価
さ
れ
た
曾
子
（
前
五
〇
五
～
？
）
・
子
思
（
前
四
八
三
？
～
四
〇
二
？
）
・
孟
子
（
前
三

七
二
？
～
二
八
九
？
）
も
、
素
行
か
ら
し
て
み
る
と
、
孔
子
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
漢
や

唐
の
時
代
に
な
る
と
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
こ
の
頃
に
は
、
曾
子
た
ち
と
す
ら
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く

ら
い
程
度
の
低
い
学
者
し
か
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
宋
の
時
代
に
な
っ
て
、
聖
人
の
教
え
は
完
全
に

消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
宋
に
は
周
濂
溪
・
二
程
・
張
横
渠
（
一
〇
二
〇
～
一
〇
七
七
）
・
邵
康
節
（
一

〇
一
一
～
一
〇
七
七
）
と
い
っ
た
儒
者
が
現
れ
た
が
、
彼
ら
こ
そ
が
聖
人
の
教
え
の
衰
退
に
と
ど
め
を
刺

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。67

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
朱
子
だ
け
が
経
学
上
に
功
績
を
残
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
朱
子
も
「
餘
流
」
、
す
な
わ
ち
前
の
時
代
の
影
響
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
素
行
が
す
く
な
く
と
も
宋
代
の
儒
者
の
中
で
朱
子
を
も
っ
と
も
高
く
評
価
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
経
学
上
の
功
績
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
『
山
鹿
語
類
』
に
は
、

素
行
が
朱
子
を
評
価
し
て
い
る
言
説
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
の
言
説
を
見
て
、
素
行
の
い
う
朱
子
の

功
績
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

 

た
と
え
ば
、
宋
に
至
っ
て
、
聖
人
の
学
が
壊
滅
し
た
状
況
に
お
け
る
、
朱
子
の
学
問
の
意
義
に
つ
い
て
、

素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

朱
子
、
其
の
間
に
勃
興
し
、
其
の
教
辭
を
違
へ
ず
し
て
、
以
て
折
衷
辨
論
し
、
近
く
日
用
平
常
の
際

に
取
り
、
彜
倫
の
上
を
論
じ
、
大
學
・
中
庸
を
章
句
し
、
論
語
・
孟
子
を
集
註
し
、
詩
・
易
を
注
解

し
て
、
竟
に
四
書
を
以
て
人
々
讀
む
べ
く
學
ぶ
べ
き
の
書
と
為
し
、
或
問
を
設
け
微
言
を
發
き
、
家

禮
を
定
め
、
綱
目
を
編
み
、
小
學
を
教
へ
、
啓
蒙
を
詳
に
す
。
其
の
聖
門
に
功
あ
る
こ
と
、
孟
軻
の

後
、
唯
だ
朱
元
晦
の
み
な
り
。
聖
學
の
傳
、
宋
に
至
つ
て
每
に
過
高
の
病
あ
り
、
故
に
學
者
、
近
を

舎
て
て
遠
を
求
め
、
下
に
處
り
て
高
を
窺
ひ
、
心
を
空
妙
の
域
に
馳
す
。
陸
子
が
徒
專
ら
世
に
鳴
り
、

周
・
程
・
張
・
揚
・
羅
・
李
、
多
く
儒
を
表
に
し
て
、
其
の
標
的
は
高
尚
に
在
り
。
朱
子
微
（
な
か
）

り
せ
ば
、
學
者
悉
く
袵
を
左
に
す
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
朱
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子
」
）68 

 

素
行
は
朱
子
の
こ
と
を
、
「
日
用
平
常
」
と
い
う
、
現
実
に
即
し
た
視
点
か
ら
経
書
の
注
釈
を
行
っ
た
と

評
し
て
い
る
。
宋
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
儒
者
が
、
近
く
の
こ
と
を
見
な
い
で
高
遠
を
求
め
、
空
虚
な
こ
と

に
心
を
配
る
誤
り
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
朱
子
は
高
遠
な
こ
と
に
心
を
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
素
行
が
朱
子
の
こ
と
を
、
宋
代
の
悪
し
き
状
況
下
で
ひ
と
り
た

だ
し
い
学
問
を
し
よ
う
と
務
め
た
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
重
視
の
姿
勢
こ

そ
が
、
素
行
が
朱
子
を
評
価
す
る
理
由
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
素
行
は
朱
子
の
こ
と
を
孟
子
以
降
で
唯

一
功
績
の
あ
る
儒
者
だ
と
も
い
っ
て
い
る
。
宋
代
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
孟
子
以
降
の
な
が
い
歴
史
の
中
で

も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
儒
者
と
し
て
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
次
の
よ
う
な
言
葉
も
あ
る
。 

 

師
曰
く
、
聖
人
の
道
、
夫
子
沒
し
て
後
明
か
な
ら
ず
と
雖
も
、
子
思
・
孟
軻
少
し
く
其
の
傳
あ
り
。

漢
唐
の
間
は
人
皆
聖
人
の
貴
ぶ
べ
き
を
知
る
と
雖
も
、
其
の
學
雜
博
に
し
て
純
な
ら
ず
、
宋
に
至
つ

て
周
・
程
・
張
皆
曾
點
が
風
流
を
嗣
ぎ
、
聖
人
の
微
旨
殆
ど
絶
ゆ
。
朱
子
近
く
日
用
の
間
に
於
て
其

の
學
を
詳
に
す
。
是
れ
孟
軻
の
後
、
唯
だ
朱
子
一
人
の
功
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、

儒
家
者
流
、
「
朱
子
」
）69 

 

素
行
は
朱
子
の
「
日
用
」
に
即
し
た
思
想
に
つ
い
て
、
孟
子
以
降
に
滅
ん
で
い
た
「
聖
人
の
道
」
を
、
朱

子
だ
け
が
た
だ
し
く
理
解
し
て
い
た
も
の
だ
と
評
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
漢
・
唐
・
宋
の
儒
者
の
誰
も
が

為
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
朱
子
だ
け
が
成
遂
げ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
、
前
の
引
用
箇

所
の
繰
返
し
に
近
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
素
行
が
朱
子
の
「
日
用
」
重
視

の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
読
取
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
素
行
に
と
っ
て
「
日
用
」
と
は
「
天
地
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
素
行
か
ら
見
て
朱
子
は
、
ま
っ
た
く
た
だ
し
い
姿
勢

を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
無
論
、
素
行
は
朱
子
の
思
想
が
完
璧
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
素
行
は
朱
子

の
誤
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
六
經
四
書
の
註
解
、
古
今
に
乏
し
か
ら
ず
、
唯
だ
朱
子
は
學
を
以
て
日
用
を
論
じ
、

下
學
し
て
上
達
す
る
の
工
夫
あ
り
。
是
れ
其
の
意
志
の
聖
學
に
功
あ
る
所
以
な
り
。
惜
し
い
哉
、
先

儒
の
餘
流
を
汲
む
に
因
つ
て
、
猶
ほ
本
然
の
善
を
尋
ね
て
、
天
命
の
性
に
復
ら
ん
と
欲
し
、
持
敬
存

心
の
弊
あ
り
。
此
を
以
て
其
の
下
學
上
達
の
言
辭
交
渉
す
る
こ
と
な
し
。
論
出
し
來
れ
ば
乃
ち
又
性

心
の
工
夫
は
上
帝
に
對
越
す
る
に
至
る
。
其
の
標
的
正
し
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
學
志
は
聖
學
に
遠

か
ら
ざ
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
朱
子
」
）7

0 
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朱
子
の
志
は
た
だ
し
く
と
も
、
そ
の
志
を
実
現
す
る
た
め
の
目
標
の
立
て
方
が
誤
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ

の
誤
り
と
は
、
「
本
然
の
善
」
や
「
天
命
の
性
」
を
求
め
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
素
行
か
ら
し
て
み

る
と
、
「
性
」
の
捉
え
方
に
お
い
て
朱
子
の
学
も
決
し
て
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

素
行
は
「
性
」
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
宋
儒
と
仏
教
に
は
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

「
性
」
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
朱
子
は
「
自
然
」
に
反
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

だ
が
、
朱
子
の
場
合
に
特
殊
な
の
は
、
そ
の
誤
り
を
朱
子
自
身
が
生
出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い

と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
「
先
儒
の
餘
流
」
、
つ
ま
り
朱
子
に
先
行
す
る
儒
者
か
ら
続
い
て
き
て
い
る
も

の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
影
響
の
た
め
に
、
朱
子
自
身
の
志
向
は
「
日
用
」
に
む
か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
根
本
の
と
こ
ろ
が
内
観
的
傾
向
に
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
素
行
の
朱
子
に
対
す
る
評

価
の
二
重
性
は
、
朱
子
自
身
の
持
っ
て
い
た
現
実
重
視
の
志
向
に
は
評
価
を
し
、
前
代
か
ら
引
継
い
で
し

ま
っ
た
「
性
」
の
捉
え
方
に
対
し
て
は
批
判
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
一
歩
進
め
る
と
、
先
行
研
究
で
い
わ
れ
て
い
る
素
行
の
朱
子
学
批
判
と
は
、
朱
子
自
体
の
批
判

で
は
な
く
、
朱
子
以
前
の
儒
者
の
思
想
へ
の
批
判
な
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
素
行

の
そ
れ
ら
の
儒
者
に
対
す
る
認
識
は
、
朱
子
学
批
判
の
核
心
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
決
し
て
無
視
し
得
な

い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
次
節
で
は
朱
子
に
先
行
す
る
宋
代
の
儒
者
に
つ
い
て
の

素
行
の
見
解
を
見
る
前
に
、
「
先
儒
の
餘
流
」
の
内
容
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
素
行
が
批
判
し
て
い

る
「
本
然
」
や
「
天
命
の
性
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。 

 

三
、
「
天
命
の
性
」
の
批
判 

 

こ
こ
か
ら
は
、
素
行
が
「
天
命
の
性
」
や
「
本
然
の
善
」
を
求
め
る
考
え
方
の
ど
う
い
っ
た
点
を
批
判

し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

そ
も
そ
も
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
「
天
命
の
性
」
と
は
、
「
氣
質
の
性
」
と
相
対
し
て
い
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
、
「
天
命
の
性
」
と
「
氣
質
の
性
」
と
の
区
分
の
由
来
に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
程
子
は
氣
稟
を
論
じ
て
未
だ
天
地
の
性
・
氣
質
の
性
に
及
ば
ず
、
横
渠
の
張
子
に
至

つ
て
分
つ
て
天
地
の
性
・
氣
質
の
性
と
為
す
。
然
し
て
後
に
、
朱
子
解
し
て
曰
く
、
「
天
地
の
性
は

太
極
本
然
の
妙
、
萬
殊
の
一
本
な
り
、
氣
質
の
性
は
則
ち
二
氣
交
運
し
て
生
ず
、
一
本
に
し
て
萬
殊

な
り
」
と
。
是
れ
よ
り
後
儒
、
悉
く
天
命
・
氣
質
を
以
て
差
別
し
來
れ
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學

九
、
性
心
、
「
論
天
命
性
氣
質
性
」
）71 

 

「
天
命
」
と
い
う
語
自
体
は
『
中
庸
』
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
古
く
か
ら
存
在
す
る
。72

た
だ
し
、
『
中

庸
』
に
お
け
る
そ
れ
は
、
「
氣
質
」
と
対
立
的
に
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
宋
代
に
至
っ
て
、
張

横
渠
に
よ
っ
て
、
「
天
地
の
性
」
と
「
氣
質
の
性
」
と
い
う
区
分
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

朱
子
も
こ
の
区
分
を
採
用
し
、
張
横
渠
が
「
天
地
」
と
呼
ん
だ
も
の
を
『
中
庸
』
に
従
っ
て
「
天
命
」
と

言
換
え
て
、
定
着
し
て
い
っ
た
。 
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素
行
が
批
判
し
て
い
る
の
も
、
「
氣
質
の
性
」
と
対
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る
「
天
命
の
性
」
で
あ
っ
て
、

『
中
庸
』
に
い
わ
れ
て
い
る
「
天
命
」
自
体
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
素
行
が
批
判
し
て
い
る
の

は
、
張
横
渠
や
朱
子
の
よ
う
に
、
人
の
「
性
」
を
「
天
命
の
性
」
・
「
氣
質
の
性
」
と
区
分
し
て
捉
え
て

い
る
点
に
あ
る
。 

 

往
古
の
聖
人
、
只
だ
性
心
を
謂
ひ
て
天
命
・
氣
質
の
差
を
別
た
ず
。
乃
ち
差
別
し
來
る
と
き
は
、
便

ち
天
命
と
氣
質
と
間
隔
し
、
天
地
と
人
物
と
牴
牾
し
、
性
と
理
氣
と
差
別
す
る
な
り
。
性
の
發
す
る

や
氣
質
に
因
り
、
性
の
あ
る
や
理
氣
に
因
る
。
性
は
氣
質
を
措
い
て
言
ふ
べ
き
な
し
。
氣
質
も
亦
、

此
の
性
を
措
い
て
言
ふ
べ
き
な
し
。
氣
質
は
是
れ
理
氣
な
り
、
理
氣
相
支
離
す
る
と
き
は
妙
用
去
る
。

是
れ
一
箇
の
死
物
枯
槁
底
な
り
。
性
は
少
く
も
理
氣
を
措
い
て
論
ず
べ
か
ら
ず
。
若
し
天
命
の
性
・

氣
質
の
性
あ
り
と
謂
へ
ば
、
便
ち
別
に
這
の
天
命
の
性
在
る
あ
り
て
、
今
氣
質
に
乗
じ
來
る
底
な
り
。

是
れ
性
を
以
て
氣
質
に
因
ら
ざ
る
の
一
物
と
為
す
な
り
。
然
ら
ば
天
地
人
物
の
外
に
一
箇
の
物
あ
り

て
、
之
れ
を
性
と
謂
ふ
べ
き
か
。
後
世
、
口
に
利
く
精
神
を
弄
し
て
、
差
別
す
べ
か
ら
ざ
る
の
地
を

差
別
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
聖
人
の
道
、
大
い
に
鑿
せ
り
。
天
地
の
易
簡
、
竟
に
泯
沒
す
。
（
『
山
鹿

語
類
』
聖
學
九
、
性
心
、
「
論
天
命
性
氣
質
性
」
）73 

 

古
の
聖
人
は
た
だ
「
性
心
」
と
い
う
単
位
で
語
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
「
性
心
」
を
「
天
命
」
・
「
氣

質
」
に
分
け
て
は
い
な
い
と
い
う
。
し
か
も
、
こ
の
区
分
を
設
け
る
こ
と
は
、
単
に
無
意
味
な
だ
け
で
は

な
い
。
「
天
命
」
と
「
氣
質
」
や
「
天
地
」
と
「
人
物
」
、
「
性
」
と
「
理
氣
」
な
ど
の
あ
い
だ
を
隔
て

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
素
行
に
と
っ
て
は
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
も
の
な
の
だ
が
、「
性
」

の
中
に
区
分
を
立
て
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
別
々
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
素
行
は
「
性
」
を
「
天
命
」
・
「
氣
質
」
に
分
け
る
こ
と
を
、
差
別
し
て
は
な
ら
な

い
も
の
を
差
別
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
宋
儒
が
そ
の
よ
う
な
不
要
な
区
分
を
設
け
た
理
由
は
何
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
素
行
の
理

解
を
知
る
た
め
、
素
行
が
「
氣
質
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
を
見
て
み
よ
う
。 

 

性
は
理
氣
の
妙
合
に
因
る
。
性
を
論
ず
る
に
氣
質
を
離
る
べ
か
ら
ず
、
氣
質
あ
る
と
き
は
未
だ
嘗
て

其
の
習
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
其
の
習
あ
る
と
き
は
未
だ
嘗
て
不
善
の
動
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
其
の
機

微
を
愼
み
、
其
の
意
を
誠
に
す
、
是
れ
正
心
の
用
な
り
。
其
の
機
微
を
愼
み
其
の
意
を
誠
に
す
る
は

格
物
致
知
の
功
に
あ
り
。
聖
人
の
教
は
全
く
這
裏
を
出
で
ず
。
若
し
只
だ
本
然
の
性
を
味
ひ
、
其
の

恬
淡
を
以
て
作
用
を
為
し
來
ら
ば
、
殆
ど
異
端
の
教
に
差
は
ず
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
九
、
性
心
、

「
論
天
命
謂
之
性
」
）74 

 

素
行
は
「
性
」
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
「
氣
質
」
を
分
け
て
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
氣

質
」
と
は
、
「
習
」
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
。
「
習
」
と
は
「
慣
習
」
や
「
習
俗
」

の
よ
う
に
、
周
囲
の
環
境
か
ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
周
囲
の
環
境
が
良
く
な
い
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も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
悪
し
き
考
え
が
生
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
周
囲
か
ら
の
影
響

を
受
け
て
し
ま
う
「
氣
質
」
が
切
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
悪
に
流
れ
る
可
能
性
が

生
じ
る
こ
と
も
決
し
て
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
素
行
は
、
そ
れ
自
体
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
不
善
が
発
生
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
を
な
く
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

不
善
の
発
生
の
瞬
間
に
こ
そ
、
工
夫
の
必
要
が
あ
る
と
素
行
は
考
え
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
「
性
」
を
「
天
命
」
と
「
氣
質
」
と
に
分
け
る
宋
儒
の
考
え
方
に
対
し
、
素
行

が
批
判
的
で
あ
る
理
由
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
宋
儒
が
不
善
の
発
生
す
る
要
因
で
あ
る
「
氣
質
」
を
本

来
の
自
己
と
切
離
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
素
行
は
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

師
曰
く
、
先
儒
、
皆
曰
く
、
「
人
の
善
を
為
す
こ
と
、
只
だ
己
れ
が
性
の
本
然
、
是
れ
善
な
る
者
を

以
て
準
據
と
為
す
」
と
て
、
孟
子
の
「
性
は
善
な
り
」
の
語
を
擧
げ
、
「
良
知
良
能
は
學
を
待
た
ず

し
て
能
く
し
、
慮
を
待
た
ず
し
て
知
る
」
を
提
げ
て
、
是
れ
を
本
然
の
善
と
為
し
、
靜
に
性
の
本
然

を
味
ひ
來
れ
ば
乃
ち
不
是
底
な
く
、
不
善
の
來
る
は
氣
質
の
習
に
因
る
と
為
す
。
此
の
説
一
た
び
起

つ
て
後
世
の
學
者
、
頻
り
に
手
を
下
し
て
性
の
本
然
を
味
ひ
、
終
に
悟
了
徹
底
を
加
ふ
る
に
到
る
。

尤
も
迷
謬
の
伏
す
る
所
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
九
、
性
心
、
「
論
天
命
之
謂
性
」
）75 

 

こ
こ
で
い
う
「
先
儒
」
が
誰
を
指
す
の
か
は
明
白
で
は
な
い
が
、
宋
代
の
儒
者
で
あ
る
と
見
て
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
人
の
中
に
外
界
か
ら
影
響
を
受
け
る
部
分
と
受
け
な
い
部
分
と
を
想
定
し
、
不
善

の
発
生
す
る
要
因
を
外
界
か
ら
影
響
を
受
け
る
部
分
に
求
め
て
い
る
。
一
方
で
、
外
界
か
ら
影
響
を
受
け

な
い
部
分
こ
そ
本
来
の
自
己
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
不
善
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

は
本
来
性
を
意
味
す
る
「
本
然
」
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
「
善
」
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が

大
き
な
誤
り
だ
と
、
素
行
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
朱
子
に
「
本
然
」
や
「
天
命
の
性
」
を
求
め
る
志
向
が
あ
る
の
は
、

朱
子
以
前
の
儒
者
の
影
響
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
朱
子
に
先
行
す
る
儒
者
に
対
す
る
、
素
行

の
見
解
を
見
て
い
く
う
え
で
重
要
な
点
は
、
そ
の
よ
う
な
本
来
の
自
己
を
求
め
る
発
想
が
い
つ
ご
ろ
、
誰

に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
素
行
の
論
を
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

四
、
宋
儒
に
対
す
る
評
価 

こ
こ
か
ら
は
、
朱
子
に
先
行
す
る
儒
者
に
対
す
る
、
素
行
の
評
価
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
そ

れ
に
よ
っ
て
、
前
章
で
み
た
よ
う
な
本
来
的
自
己
を
求
め
る
「
先
儒
の
餘
流
」
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
は
じ

ま
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
孟
子
の
時
代
の
あ
と
に
漢
や
唐
の
時
代
が
あ
っ
た
が
、
素
行
の
認
識
に
お
い
て

は
そ
れ
ら
の
時
代
の
思
想
は
真
に
「
聖
人
の
道
」
に
か
な
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
素
行

は
漢
唐
の
間
の
「
道
」
の
衰
退
を
そ
こ
ま
で
深
刻
に
は
捉
え
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
「
道
統
の
傳
、

宋
に
至
つ
て
竟
に
泯
沒
す
」76

と
い
っ
て
い
た
よ
う
に
、
「
道
」
が
決
定
的
に
衰
え
た
の
は
、
や
は
り
、
宋
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代
に
入
っ
て
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
た
め
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

道
統
の
傳
、
宋
に
至
つ
て
竟
に
泯
沒
す
。
周
・
程
・
張
・
邵
の
儒
を
以
て
世
に
鳴
る
あ
り
て
、
其
の

間
、
數
々
講
筵
に
侍
す
る
あ
り
と
雖
も
、
宋
に
漢
唐
の
治
な
く
、
又
恢
復
の
謀
な
し
。
唯
だ
朱
元
晦

の
學
、
先
儒
を
壓
す
、
然
れ
ど
も
餘
流
を
超
出
す
る
を
得
ず
。
若
し
元
晦
を
し
て
周
子
の
地
に
生
れ
、

餘
流
の
染
な
か
ら
し
め
ば
、
必
ず
や
不
傳
の
統
を
承
く
べ
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、

儒
家
者
流
、
「
論
道
統
説
」
）77 

 

素
行
が
朱
子
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
前
節
で
見
た
通
り
だ
が
、
そ
の
朱
子
が
周
濂
溪
の
時
代
に
生

れ
て
い
れ
ば
、
孟
子
以
来
の
儒
学
の
正
統
を
受
継
い
で
い
た
は
ず
だ
と
い
う
。
素
行
が
、
宋
代
に
入
っ
て

か
ら
の
「
道
」
の
衰
退
が
き
わ
め
て
重
い
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
よ
く
分
か
る
だ

ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
朱
子
と
時
代
が
入
替
っ
て
い
れ
ば
、
と
い
わ
れ
て
い
る
周
濂
溪
に
つ
い
て
だ
が
、
素
行
は

次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
秦
漢
よ
り
以
後
、
文
學
の
士
世
に
乏
し
か
ら
ず
、
其
の
書
を
著
は
し
説
を
為
す
こ
と

各
々
正
し
か
ら
ず
、
周
子
獨
り
奮
然
と
し
て
孔
孟
を
尊
敬
し
、
顔
子
の
樂
を
睎
ふ
。
是
れ
よ
り
程
朱

相
續
ぎ
て
理
學
を
專
ら
と
し
學
者
少
し
く
根
ざ
す
所
あ
り
。
後
世
の
學
者
理
學
を
言
ふ
こ
と
、
周
子

を
以
て
據
と
為
す
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
周
子
」
）7

8 

 

素
行
は
、
周
濂
溪
こ
そ
が
宋
代
の
儒
学
の
祖
だ
と
捉
え
て
い
る
。
程
朱
の
思
想
も
、
周
濂
溪
か
ら
の
流
れ

を
引
継
ぐ
か
た
ち
で
現
れ
た
の
で
あ
る
。
素
行
の
い
う
「
先
儒
の
餘
流
」
が
宋
代
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
宋
代
の
儒
学
が
周
濂
溪
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
周
濂
溪
に
対
す
る
、
素
行
の
評

価
を
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。79 

 

そ
こ
で
、
周
濂
溪
に
対
す
る
、
素
行
の
評
価
を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。 

 

竊
に
案
ず
る
に
、
世
衰
へ
道
微
に
し
て
異
端
の
説
、
世
に
充
塞
し
、
人
々
皆
清
談
虛
靜
を
好
み
、
心

性
を
味
ひ
理
高
き
に
過
ぐ
。
是
れ
異
端
の
世
を
誣
ひ
民
を
惑
は
し
、
而
し
て
聖
學
の
差
謬
す
る
所
以

な
り
。
周
子
の
學
、
其
の
本
づ
く
所
は
虛
靜
無
欲
を
以
て
し
て
、
其
の
宗
と
す
る
所
は
胸
中
の
洒
落

に
在
り
。
故
に
孔
門
の
教
に
非
ず
、
聖
人
の
學
に
非
ず
、
多
く
儒
術
を
表
に
し
て
異
端
を
裏
に
す
。

聖
經
に
於
て
嗜
む
所
の
言
句
を
執
り
て
、
己
が
意
見
に
同
じ
く
す
。
其
の
門
人
高
弟
の
統
、
皆
虛
靜

を
好
み
、
口
に
之
れ
を
言
ひ
、
身
に
之
れ
を
行
ふ
。
是
れ
よ
り
周
孔
の
道
疎
闊
に
し
て
、
聖
人
の
學
、

見
る
べ
き
な
し
。
宋
に
至
り
て
聖
學
大
變
す
、
其
の
説
、
異
端
に
同
じ
。
尤
も
嘆
息
す
べ
き
な
り
。

（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
周
子
」
）80 
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素
行
が
周
濂
溪
に
対
し
て
非
常
に
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
だ
が
、
注
目
す
べ

き
は
そ
の
批
判
が
、
周
濂
溪
の
思
想
は
「
異
端
」
の
説
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

そ
の
「
異
端
」
の
説
は
、
人
々
を
「
心
性
を
味
ひ
」
「
理
高
き
に
過
ぐ
」
も
の
に
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、

内
観
的
で
、
現
実
か
ら
遊
離
し
た
も
の
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
儒
教
に
お
い
て
も
っ
と
も

尊
重
す
べ
き
経
書
の
言
葉
も
、
自
分
の
考
え
に
引
寄
せ
て
解
釈
す
る
と
い
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
「
異

端
」
と
は
、
「
自
然
」
に
反
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
素
行
の
理
解
で
は
周
濂
溪
の
思
想
は
「
自

然
」
に
反
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
は
周
濂
溪
の
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
こ
の
よ
う
な
「
異
端
」
に
ひ
と
し
い
説

を
生
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
前
の
引
用
文
中
に
見
え
る
「
虛
靜
」
の

語
で
あ
る
。
素
行
は
、
周
濂
溪
に
は
静
的
状
態
を
重
視
す
る
志
向
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
周
濂
溪

の
志
向
が
表
れ
て
い
る
の
が
、
「
主
靜
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
太
極
圖
説
』
に
あ
る
、
「
聖
人
之
れ
を

定
む
る
に
中
正
仁
義
を
以
て
し
て
、
靜
を
主
と
し
て
、
人
極
を
立
つ
」
を
指
し
て
い
る
。8

1

そ
こ
で
、
素
行

が
周
濂
溪
の
「
主
靜
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
。 

 

主
靜
の
説
は
周
子
之
れ
を
始
め
て
程
・
張
・
羅
・
李
、
皆
靜
を
好
む
。
朱
子
、
少
し
く
靜
を
必
と
す

る
の
失
を
論
ず
、
而
も
猶
ほ
先
儒
の
説
に
隨
ふ
。
（
中
略
）
靜
を
主
と
し
て
靜
坐
を
好
む
と
き
は
、

塊
然
と
し
て
物
に
交
は
ら
ざ
る
を
以
て
本
然
の
性
と
為
し
、
其
の
道
を
修
め
得
る
も
亦
猶
ほ
隱
士
の

山
林
を
好
み
逸
民
の
風
月
を
樂
し
む
が
ご
と
し
。
是
れ
一
高
見
の
痛
病
に
し
て
聖
門
の
學
に
非
ざ
る

な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、
「
辨
或
問
格
物
致
知
説
」
）82 

 

ま
ず
引
用
箇
所
の
冒
頭
で
、
「
主
靜
」
の
説
が
周
濂
溪
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
素
行
は
明
言

し
て
い
る
。
そ
れ
は
後
続
の
儒
者
に
も
受
継
が
れ
、
朱
子
に
ま
で
至
っ
て
い
る
と
い
う
。
朱
子
も
そ
の
問

題
点
を
論
じ
な
が
ら
、
結
局
は
「
主
靜
」
の
説
に
従
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
引
用
の
後
半
を
見
る
と
、

宋
儒
の
い
う
「
靜
」
と
は
、
事
物
と
か
か
わ
ら
な
い
状
態
を
意
味
し
て
い
る
と
、
素
行
が
理
解
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
当
然
、
自
己
の
外
に
あ
る
事
物
と
か
か
わ
る
状
態
が

「
動
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
「
靜
」
の
方
を
中
心
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

事
物
と
か
か
わ
ら
な
い
と
き
に
こ
そ
本
来
の
「
性
」
が
現
れ
る
と
い
う
発
想
が
根
底
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

前
節
で
見
た
よ
う
な
、
「
性
」
を
二
つ
に
分
け
、
本
来
的
自
己
を
求
め
る
考
え
方
は
周
濂
溪
の
「
主
靜
」

に
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
素
行
の
い
う
「
先
儒
の
餘
流
」
と
は
、
誰
よ
り
も
周
濂
溪
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
他
の
儒
者
は
、
ど
う
い
う
位
置
附
け
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
程
子
か
ら
見
て
み
る
と
、
素
行
は
「
二
程
は
學
を
周
子
に
受
く
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、

雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
二
程
子
」
）83

と
い
い
、
程
子
を
周
濂
溪
の
弟
子
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
。
こ
れ

は
朱
子
の
見
方
を
受
継
い
で
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
朱
子
は
、
程
子
が
周
濂
溪
か
ら
『
太
極
圖
』

を
完
全
に
は
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
と
見
て
い
る
が84

、
素
行
は
そ
の
説
を
退
け
て
い
る
。 
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二
程
、
此
の
圖
を
得
て
門
人
と
講
論
問
答
す
る
所
、
未
だ
嘗
て
一
言
も
焉
に
及
ば
ず
。
其
れ
必
ず
微

意
あ
ら
ん
。
朱
子
、
微
意
を
以
て
未
だ
能
く
之
れ
を
受
く
る
者
あ
ら
ず
と
為
す
。
是
れ
太
極
の
圖
を

貴
び
て
附
會
の
説
を
為
す
な
り
。
二
程
、
此
の
圖
を
以
て
弊
あ
り
と
為
す
か
。
然
れ
ど
も
二
程
も
亦

專
ら
靜
坐
を
説
き
主
一
を
專
ら
と
す
。
其
の
説
、
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖

學
十
一
、
大
原
、
「
論
濂
溪
太
極
圖
」
）85 

 

素
行
は
、
程
子
が
周
濂
溪
か
ら
『
太
極
圖
』
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
と
見
て
い
る
。
そ
れ
は
、
程
子
が
「
靜

坐
」
や
「
主
一
」
と
い
っ
た
概
念
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
宋
代
儒
学
に
お
け
る
静
的
状
態
の

重
視
は
周
濂
溪
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
り
、
程
子
が
「
靜
坐
」
の
重
視
を
い
う
の
は
ま
さ
し
く
周
濂
溪
の
学

を
受
継
い
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
素
行
の
考
え
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
素
行
か
ら
す

る
と
、
程
子
は
周
濂
溪
の
思
想
を
受
継
ぎ
、
そ
れ
を
後
の
世
代
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
も
の
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
素
行
も
、
程
子
の
学
の
一
か
ら
十
ま
で
が
周
濂
溪
か
ら
受
継
い
だ
も
の
だ
と
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。86

だ
が
、
程
子
の
思
想
の
中
に
あ
る
静
観
的
傾
向
に
つ
い
て
、
素
行
が
周
濂
溪
に

由
来
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。 

 

残
る
二
人
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
素
行
は
張
横
渠
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
張
子
の
西
銘
は
其
の
理
甚
だ
高
遠
に
過
ぎ
、
唯
だ
仁
の
體
段
を
言
ひ
て
、
日
用
事
物

の
上
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
天
下
の
人
を
し
て
此
の
如
く
為
し
得
せ
し
む
る
こ
と
、
竟
に
得
べ
か
ら
ず
。

然
ら
ば
乃
ち
公
共
底
な
ら
ず
、
取
り
用
ふ
べ
き
所
な
し
。
張
子
の
學
專
ら
理
に
厚
く
し
て
、
其
の
理

亦
正
し
か
ら
ず
。
是
れ
周
子
・
明
道
の
意
思
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、

「
張
子
」
）87 

 

素
行
は
、
張
横
渠
も
高
遠
で
「
日
用
事
物
」
す
な
わ
ち
現
実
か
ら
離
れ
た
思
想
を
展
開
し
て
い
る
と
批
判

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
張
横
渠
の
学
は
、
周
濂
溪
と
二
程
子
の
中
の
程
明
道
の
考
え
方
を
引
継
い
で

い
る
と
し
て
い
る
。
や
は
り
、
張
横
渠
も
周
濂
溪
の
作
っ
た
流
れ
の
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
邵
康
節
に
つ
い
て
、
素
行
が
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
周
濂
溪
の
思
想

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
邵
康
節
の
学
問
に
つ
い
て
「
其
の
學
は
數
に
癖

し
、
竟
に
未
だ
聖
人
の
道
を
得
ず
、
意
見
を
以
て
天
性
閑
靜
安
樂
を
謂
ふ
な
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學

三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
邵
子
」
）88

と
い
っ
て
い
る
。
「
閑
靜
」
と
い
う
静
的
な
意
味
合
い
の
あ
る
言

葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
す
く
な
く
と
も
周
濂
溪
と
同
様
の
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
、
素
行

が
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。89 

 

こ
こ
ま
で
見
て
く
れ
ば
、
本
章
で
触
れ
た
、
朱
子
の
思
想
を
拘
束
し
た
「
先
儒
の
餘
流
」
は
、
周
濂
溪
に

集
約
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
検
討
を
こ
こ
か
ら
先
に
進
め
る

に
は
、
素
行
の
周
濂
溪
に
つ
い
て
の
論
を
詳
し
く
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
本
論
文
で
は
次
に
素
行
の
周
濂
溪
批
判
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
よ
り
正
確

に
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。 
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五
、
素
行
の
宋
学
批
判
と
周
濂
溪 

 

本
章
で
は
こ
こ
ま
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
も
の
が
朱
子

以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
朱
子
以
前
の
思
想
と
は
周
濂
溪
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て

き
た
。
こ
れ
に
よ
り
素
行
の
朱
子
学
批
判
を
考
え
る
た
め
に
は
周
濂
溪
へ
の
批
判
を
見
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
の
最
後
に
、
素
行
に
と
っ
て
周
濂
溪
へ
の
批
判
が
朱
子
へ
の
そ
れ
よ
り

も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
角
度
を
変
え
て
論
じ
て
み
た
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
素
行
が
朱
子
学
批
判
に
転
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
は
何
か
。
そ
れ
は
、
寛
文
二
年
（
一

六
六
二
）
八
月
十
九
日
に
『
近
思
錄
』
所
収
の
『
太
極
圖
説
』
を
読
ん
だ
際
、
そ
の
中
に
あ
る
「
無
極
」

の
語
に
つ
い
て
、
「
孔
子
易
に
於
て
無
極
の
沙
汰
な
し
。
無
極
の
道
理
あ
る
べ
き
を
論
ぜ
ざ
る
に
あ
ら
ざ

れ
ば
、
周
子
の
無
極
は
蛇
に
足
を
添
ふ
る
に
比
す
べ
き
か
」
（
『
掇
話
』
）90

と
い
い
、
周
濂
溪
の
説
に
違

和
感
を
持
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
素
行
の
朱
子
学
批
判
は
周
濂
溪
へ
の
違
和
感
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
朱
子
学
批
判
に
転
じ
た
後
の
素
行
の
思
想
が
、
周
濂
溪
と
の
対
決

に
向
う
と
い
う
の
は
、
自
然
な
帰
結
だ
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
の
寛
文
二
年
八
月
十
九
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
先
行
研
究
で
も
た
び
た
び
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
だ

が
、
多
く
の
先
行
研
究
で
は
素
行
が
こ
こ
か
ら
宋
学
系
の
儒
者
を
一
律
に
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、
朱
子
も
そ
の
中
で
同
様
に
扱
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
村
岡
典
嗣
は
「
而

し
て
こ
ゝ
に
宋
學
高
遠
の
理
を
、
佛
見
に
ひ
と
し
と
し
て
、
斥
け
た
後
は
、
終
に
後
儒
の
説
を
す
て
ゝ
、

直
接
聖
學
に
む
か
ふ
に
至
つ
た
」91

と
い
い
、
宋
儒
全
体
を
否
定
し
た
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
前
田
勉
も

前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
太
極
而
無
極
」
の
批
判
を
通
し
て
朱
子
学
の
心
性
論
に
対
す
る
批
判
を
作
り

上
げ
た
と
し
て
い
る
。92

し
か
し
、
素
行
の
言
葉
を
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
個
々
の
儒
者
の
評
価
に
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
が
あ
り
、
特
に
朱
子
の
評
価
は
他
の
儒
者
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
素
行
は
「
朱
子
学
」
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
と
し
て
、
た
だ
ち
に
朱
子
自
体

と
比
較
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
素
行
の
朱
子
へ
の
高
評
価
に
言
及
し
て
い
る
研
究
も
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
田
原
や
立
花
の
も
の
が
そ
れ
に
当
る
。93

し
か
し
、
そ
の
彼
ら
も
、
結
局
は
朱
子
の
言
説
と
の

比
較
に
終
始
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
本
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
素
行
の
最
大
の
論
敵
は

朱
子
と
い
う
よ
り
も
周
濂
溪
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
周
濂
溪
の
批
判
を
検
討
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
の
内
容
も
、
よ
り
詳
細
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

        



29 

 

第
三
章 

周
濂
溪
批
判
に
つ
い
て 

 

前
章
に
お
い
て
、
宋
代
の
儒
学
が
誤
っ
た
方
向
に
い
っ
た
原
因
が
、
周
濂
溪
の
「
主
靜
」
に
あ
る
と
素

行
が
捉
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
素
行
の
周
濂
溪
批
判
の
検
討

を
通
し
て
、
素
行
が
な
ぜ
「
主
靜
」
を
批
判
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

こ
こ
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
検
討
に
先
立
っ
て
、
本
章
に
お
け
る
課
題
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
そ

の
課
題
は
、
次
の
よ
う
な
素
行
の
言
葉
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。 

 

師
曰
く
、
周
子
の
靜
を
主
と
す
る
は
、
尤
も
此
の
言
に
本
づ
け
り
。
通
書
に
曰
く
、
「
聖
人
は
思
ふ

こ
と
な
し
」
と
。
亦
此
れ
に
因
れ
り
。
易
は
聖
人
の
深
を
極
め
幾
を
研
く
所
以
な
り
。
凡
そ
天
地
の

太
極
は
含
藏
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
故
に
發
し
て
節
に
中
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
更
に
思
慮
造

作
な
く
し
て
事
物
來
り
感
ず
れ
ば
、
通
ぜ
ざ
る
な
し
。
靜
寂
に
し
て
思
ふ
こ
と
な
く
為
す
こ
と
な
き

を
求
む
る
に
非
ず
。
天
下
の
故
來
ら
ざ
れ
ば
、
感
ず
べ
き
な
し
、
故
に
寂
然
と
し
て
動
か
ず
。
天
下

の
故
來
る
と
き
は
感
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
若
し
靜
寂
に
し
て
思
為
な
き
を
提
携
す
る
底
は
、
是

れ
寂
然
不
動
に
非
ず
、
甚
だ
思
慮
作
為
す
る
な
り
。
無
思
な
り
無
為
な
り
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
（
『
山

鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
辨
或
問
主
靜
説
」
）94 

 

素
行
は
「
主
靜
」
の
こ
と
を
「
作
為
」
だ
と
し
て
い
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
素
行
は
「
自
然
」
を
重

視
す
る
立
場
か
ら
周
濂
溪
を
は
じ
め
と
す
る
宋
儒
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
主
靜
」
を
「
自
然
」

な
ら
ざ
る
「
作
為
」
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
素
行
の
立
場
と
符
合
す
る
。
だ
が
、
周
濂
溪
自
身
に
は

「
作
為
」
を
求
め
る
志
向
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
引
用
の
中
で
素
行
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
周

濂
溪
は
む
し
ろ
無
作
為
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
結
果
的
に
「
作
為
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
、
そ
こ
に
こ
そ
宋
代
儒
学
に
通
底
す
る
問
題
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
素
行
が
「
主
靜
」
の
何
を
「
作
為
」
と
捉
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
宋
学
批
判
の

実
質
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
直
截
「
主
靜
」
を
批
判
し

て
い
る
言
説
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
次
に
「
主
靜
」
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
と

素
行
が
捉
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
「
主
靜
」
を
「
作
為
」
と
捉
え
る
素
行
の
思
想
の
根
底
に
あ

る
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

な
お
、
念
の
た
め
断
っ
て
お
く
が
、
本
章
で
取
上
げ
る
周
濂
溪
の
思
想
と
は
、
素
行
の
理
解
に
沿
っ
た

も
の
で
あ
り
、
周
濂
溪
自
身
が
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ

く
ま
で
、
素
行
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
理
解
し
て
頂
き
た
い
。 

 

一
、
「
主
靜
」
の
批
判 

 

「
主
靜
」
と
は
、
前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『
太
極
圖
説
』
に
由
来
し
て
い
る
。
朱
子
が
「
此
れ
聖

人
、
動
靜
の
徳
を
全
く
し
て
、
常
に
之
れ
を
靜
に
本
づ
く
を
言
ふ
な
り
」
（
『
太
極
圖
説
解
』
）95

と
注
釈

し
て
い
る
よ
う
に
、
「
動
」
と
「
靜
」
と
を
対
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
「
靜
」
の
方
を
中
心
と
す
る
考
え
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方
が
「
主
靜
」
で
あ
る
。
「
主
靜
」
の
批
判
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
素
行
が
「
靜
」
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
素
行
の
世
界
観
を
論
ず
る
と
き
に
は
、
「
動
的
」
と
い
う
こ
と
が
多

い
。96

た
し
か
に
素
行
の
言
葉
の
中
に
は
「
生
生
無
息
」
な
ど
の
語
を
用
い
、
瞬
息
も
と
ど
ま
る
こ
と
の
な

い
世
界
観
を
主
張
し
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
だ
が
、
「
主
靜
」
の
批
判
を
理
解
す
る
に
際
し
て
注
意

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
素
行
は
決
し
て
「
靜
」
を
捨
て
て
「
動
」
を
中
心
と
す
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。 

 

人
の
終
日
は
紛
擾
す
べ
き
と
き
は
紛
擾
し
、
靜
坐
す
べ
き
と
き
は
靜
坐
す
。
若
し
紛
擾
す
べ
き
の
節
、

靜
坐
し
て
這
の
心
を
收
め
來
る
と
為
さ
ば
、
是
れ
節
を
失
す
る
な
り
。
紛
擾
の
時
、
這
の
心
、
放
蕩

浮
躁
す
る
者
は
聖
人
の
道
を
知
ら
ず
。
太
極
の
實
を
盡
さ
ざ
れ
ば
な
り
。
併
論
す
る
に
足
ら
ず
。
唯

だ
語
默
動
靜
、
節
に
中
る
の
み
。
語
默
、
節
を
失
ひ
、
動
靜
、
時
を
違
ふ
底
は
、
是
れ
一
箇
の
風
巓

漢
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
辨
或
問
主
靜
説
」
）97 

 

素
行
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
「
靜
」
で
あ
る
べ
き
状
況
に
は
「
靜
」
の
状
態
に
あ
り
、
「
動
」
で
あ
る

べ
き
状
況
に
は
「
動
」
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
状
況

に
相
応
し
い
対
応
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
「
動
」
が
良
い
の
か
「
靜
」
が
良
い
の
か
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
素
行
が
「
主
靜
」
を
強
く
批
判
す
る
理
由
の
一
つ
が
、
「
主
靜
」
は
「
靜
」

の
方
ば
か
り
に
偏
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
「
動
」
で
あ
る
べ
き
状
況
に
お
い
て
「
動
」
の
対
応
を
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。 

 

そ
の
時
々
で
、
取
る
べ
き
対
応
を
臨
機
応
変
に
取
る
こ
と
は
、
素
行
が
重
視
す
る
こ
と
の
一
つ
で
も
あ

る
。
素
行
は
『
孫
子
』
始
計
篇
の
「
兵
者
詭
道
也
」
を
解
釈
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

云
ふ
心
は
、
兵
は
奇
詭
を
以
て
勝
を
制
す
る
道
也
。
必
ず
正
法
に
拘
り
て
一
途
に
な
づ
む
と
き
は
不

知
合
變
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
仁
義
道
徳
を
以
て
、
内
を
と
と
の
へ
、
人
民
和
す
と
云
ふ
と
も
、
臨
戰
應
敵

と
き
は
、
其
の
勢
に
し
た
が
つ
て
、
詭
道
を
以
て
外
を
た
す
け
ざ
れ
ば
其
の
兵
必
ず
敗
る
。
古
の
能

く
仁
義
道
徳
に
達
す
る
人
は
、
其
の
時
に
し
た
が
つ
て
權
道
を
用
ふ
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
事
物
不
全
也
。

（
中
略
）
兵
計
り
に
か
ぎ
ら
ず
、
日
用
事
物
應
節
亦
然
り
。
（
『
孫
子
諺
義
』
巻
第
一
、
始
計
篇
）98 

 

戦
争
で
は
、
一
つ
の
方
法
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
つ
ね
に
様
々
な
手
段
を
講
じ
な
く
て
は
敗
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
古
来
よ
り
そ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
方
策
で
あ
る
「
權
道
」
が
使
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、

戦
争
の
み
に
限
ら
ず
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
も
そ
う
な
の
だ
と
い
う
。
従
っ
て
、
「
動
」
と
「
靜
」
も
、

ど
ち
ら
か
だ
け
に
偏
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
「
動
」
と
「
靜
」
と
は
、
ど
ち
ら
も
捨
て
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。99 

 

素
行
が
こ
の
よ
う
に
、
「
動
」
か
「
靜
」
の
ど
ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
を
批
判
す
る
背
景
に
は
、
「
動
」

と
「
靜
」
と
は
も
っ
ぱ
ら
相
反
す
る
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
者
は
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相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
い
う
発
想
が
あ
る
。 

 

聖
人
の
靜
寂
を
説
く
は
、
動
感
に
對
す
る
の
み
。
靜
寂
は
動
感
の
用
な
り
。
靜
と
動
と
、
互
に
交
易

し
て
支
離
せ
ず
、
陰
陽
相
因
る
が
如
し
。
專
ら
靜
寂
を
主
と
す
る
と
き
は
、
恬
淡
を
甘
ん
じ
虛
無
を

主
と
す
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
周
子
太
極
圖
説
主
靜
説
」
）100 

 

「
靜
」
と
「
動
」
と
は
、
一
対
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
聖
人
の
言
に
も
「
靜
」
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
動
」
と
の
対
と
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
靜
」
か
「
動
」
の
ど
ち
ら

か
だ
け
に
偏
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
別
の
箇
所
で
は
「
動
は
靜
を
以
て
し
、
靜
は
動
を
以
て
し
、
兩
般

な
し
」
（
同
前
）101

と
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
動
」
と
「
靜
」
と
は
二
つ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
周
濂
溪
は
「
動
」
を
無
視
し
て
「
靜
」
の
方
ば
か
り
い
う
か
ら
誤
っ
て
い
る
、
素
行
は
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
周
濂
溪
が
「
靜
」
ば
か
り
重
視
し
て
い
る
の
は
、
素
行
の
い
う
「
動
」
と
「
靜
」
と
が
相

即
不
離
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
動
」
と
「
靜
」
を
二
つ
に
分
か
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
く
な
く
と
も
周
濂
溪
の
著
作
の
中
に
、
「
動
」
と
「
靜
」
を

明
確
に
分
け
て
い
る
言
説
は
な
い
。
果
た
し
て
、
素
行
は
何
を
も
っ
て
、
周
濂
溪
が
「
動
」
と
「
靜
」
を

分
け
て
い
る
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
素
行
の
次
の
よ
う
な
言
葉
に
表
れ
て
い
る
。 

 

周
子
、
太
極
の
説
を
論
じ
て
動
靜
を
以
て
先
後
を
定
む
る
は
、
大
原
を
論
じ
て
其
の
説
を
失
ふ
な
り
。

易
に
曰
く
、
「
日
月
、
運
行
し
て
、
一
た
び
は
寒
く
一
た
び
は
暑
し
」
と
。
一
陰
一
陽
、
各
々
兩
儀

を
生
ず
る
を
以
て
之
れ
を
論
ず
。
未
だ
嘗
て
其
の
先
後
を
論
ぜ
ざ
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學

十
一
、
大
原
、
「
辨
或
問
理
氣
妙
合
而
人
物
生
説
」
）102 

 

周
濂
溪
は
、
「
動
」
・
「
靜
」
に
前
後
関
係
を
附
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
『
太
極
圖
説
』

中
の
「
太
極
動
き
て
陽
を
生
じ
、
動
極
ま
り
て
靜
な
り
。
靜
に
し
て
陰
を
生
じ
、
靜
極
ま
り
て
復
た
動
な

り
」103

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
素
行
は
『
太
極
圖
説
』
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
「
周
子
は

生
を
以
て
動
と
為
す
、
故
に
動
い
て
陽
を
生
ず
、
動
必
ず
極
ま
る
と
き
は
靜
な
り
、
靜
に
し
て
陰
を
生
ず

と
い
ふ
。
是
れ
動
は
靜
に
根
ざ
し
靜
は
動
に
根
ざ
し
て
、
更
に
間
隔
な
き
こ
と
を
知
ら
ず
」
（
同
前
）1

04

と

い
っ
て
い
る
。
素
行
に
よ
れ
ば
、
周
濂
溪
は
ま
ず
「
太
極
」
か
ら
「
動
」
が
生
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
「
靜
」

に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
周
濂
溪
の
論
で
は
一
つ
の
も
の
が
「
動
」
→
「
靜
」
へ
と
変
化
し
て

い
く
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
太
極
圖
説
』
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
そ
の
「
靜
」
は
ま
た

「
動
」
と
な
る
の
で
、
「
動
」
→
「
靜
」
→
「
動
」
…
…
と
順
々
に
繰
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
動
」

と
「
靜
」
と
が
交
互
に
入
替
る
こ
と
が
、
素
行
の
い
う
、
前
後
関
係
を
附
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

周
濂
溪
が
「
動
」
と
「
靜
」
と
を
分
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、
両
者
を
前
後
の
関
係
に
、
す
な
わ
ち
段
階

に
分
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
「
動
」
と
「
靜
」
の
関
係
を
「
動
」
か
ら
「
靜
」
、
あ
る
い
は
「
靜
」
か
ら
「
動
」
と
捉
え
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る
こ
と
は
容
易
い
。
そ
れ
に
対
し
、
素
行
は
両
者
を
一
つ
の
も
の
と
捉
え
ろ
と
い
う
。
果
た
し
て
、
「
動
」

と
「
靜
」
と
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ
こ
で
注
目

し
た
い
の
が
、
引
用
文
中
の
「
一
陰
一
陽
」
や
、
一
つ
前
の
引
用
に
あ
る
「
陰
陽
相
因
る
が
如
し
」
と
い

う
言
葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
動
」
と
「
靜
」
と
の
関
係
は
「
陰
」
と
「
陽
」
と
の
そ
れ
と
同
様
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
素
行
の
「
陰
陽
」
に
つ
い
て
の
論
を
見
て
み
よ
う
。 

 

師
曰
く
、
輕
く
し
て
昇
る
者
を
陽
と
為
し
、
重
く
し
て
降
る
者
を
陰
と
為
す
。
輕
く
し
て
昇
る
者
は

氣
な
り
、
重
く
し
て
降
る
者
は
形
な
り
。
是
れ
天
は
陽
に
屬
し
、
地
は
陰
に
屬
す
、
而
し
て
天
地
の

陰
陽
を
離
れ
ざ
る
所
以
な
り
。
凡
そ
陽
の
物
に
お
け
る
や
、
燥
な
り
、
奇
な
り
、
剛
な
り
、
炎
な
り
、

圓
な
り
、
浮
な
り
、
明
な
り
、
動
な
り
、
出
な
り
、
合
な
り
、
聚
な
り
。
陰
の
物
に
お
け
る
や
、
濕

な
り
、
耦
な
り
、
柔
な
り
、
涼
な
り
、
方
な
り
、
沈
な
り
、
晦
な
り
、
靜
な
り
、
入
な
り
、
分
な
り
、

散
な
り
。
天
地
人
物
の
間
、
其
の
用
陰
陽
根
を
互
に
し
て
相
對
し
相
偶
す
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學

七
、
陰
陽
、
「
論
陰
陽
形
象
」
）105 

 

実
に
多
く
の
も
の
の
動
き
や
状
態
（
「
用
」
）
が
「
陰
陽
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
「
動
」
・
「
靜
」

も
、
「
動
」
が
「
陽
」
、
「
靜
」
が
「
陰
」
と
し
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
「
天
」
や

「
地
」
も
、
同
様
に
「
陰
陽
」
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
天
地
に
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
人
や
物
の
動
き
や
状
態

は
す
べ
て
「
陰
」
と
「
陽
」
な
の
で
あ
る
。
素
行
は
、
こ
の
こ
と
を
「
根
を
互
に
し
て
相
對
し
相
偶
す
」

と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
陰
」
と
「
陽
」
と
が
、
根
底
で
は
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
対

を
な
す
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
箇
所
で
は
「
陰
陽
」

に
つ
い
て
、
「
既
に
兩
儀
と
曰
ふ
と
き
は
、
陰
陽
、
是
れ
兩
箇
な
り
。
凡
そ
天
下
人
物
の
用
、
各
々
兩
箇

に
し
て
成
る
。
天
地
人
物
、
皆
然
り
。
兩
箇
、
又
一
般
に
し
て
其
の
道
亨
る
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
七
、

陰
陽
、
「
辨
或
問
陰
陽
説
」
）106

と
も
い
っ
て
お
り
、
「
陰
陽
」
は
二
つ
の
も
の
（
「
兩
箇
」
）
と
し
て
存

在
し
て
い
な
が
ら
、
ま
た
一
つ
の
も
の
（
「
一
般
」
）
で
も
あ
る
。
ま
た
、
素
行
は
「
陰
陽
根
を
互
に
す
、

故
に
支
離
せ
ず
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
七
、
陰
陽
、
「
論
陰
陽
相
根
」
）10

7

と
も
い
っ
て
い
る
。
二
つ
の

も
の
が
結
合
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
一
つ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
陰
陽
」
の

あ
り
方
が
「
動
」
と
「
靜
」
と
の
関
係
に
も
表
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
動
」
と
「
靜
」
も
完

全
に
一
つ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
前
後
の
差
は
あ
り
得
な
い
。
素
行
は
こ
の
よ
う
な
認
識
に
も
と

づ
い
て
、
周
濂
溪
が
「
動
」
・
「
靜
」
に
前
後
を
附
け
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

素
行
の
「
主
靜
」
に
対
す
る
批
判
が
、
「
動
」
と
「
靜
」
と
の
あ
い
だ
に
前
後
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
に

向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
そ
の
よ
う
な
前
後
関
係
を
附
け
る

周
濂
溪
の
世
界
観
に
つ
い
て
の
素
行
の
理
解
で
あ
る
。
本
節
で
見
た
よ
う
に
、
素
行
が
「
動
」
・
「
靜
」

を
論
じ
る
際
に
は
、
「
陰
陽
」
の
理
解
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
周
濂
溪
は
「
陰
陽
」

を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
周
濂
溪
の
著
作
に
お
い
て
、
「
陰
陽
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い

え
ば
、
彼
の
代
表
作
で
あ
る
『
太
極
圖
』
及
び
『
太
極
圖
説
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
素
行
の
『
太

極
圖
説
』
へ
の
批
判
を
検
討
し
、
素
行
が
周
濂
溪
の
世
界
観
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
何
を
批
判
し
て
い
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る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

二
、
『
太
極
圖
説
』
の
批
判 

 

『
太
極
圖
』
と
は
周
濂
溪
が
発
明
し
た
と
さ
れ
る
図
で
、108

複
数
の
図
を
縦
に
つ
ら
ね
て
万
物
の
生
成
を

表
し
て
い
る
。
（
次
頁
図
一
参
照
）
こ
の
『
太
極
圖
』
は
、
周
濂
溪
自
身
が
解
説
を
し
た
『
太
極
圖
説
』

と
と
も
に
、
特
に
朱
子
以
降
の
宋
儒
の
あ
い
だ
で
尊
重
さ
れ
て
き
た
。 

 

周
濂
溪
を
き
び
し
く
批
判
す
る
素
行
は
『
太
極
圖
』
に
も
批
判
を
加
え
る
の
だ
が
、
そ
の
と
き
に
注
目

す
る
の
は
、
『
太
極
圖
』
の
複
数
の
図
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。 

 

 

師
曰
く
、
太
極
圖
の
最
上
の
一
圏
、
是
れ
周
子
が
所
謂
「
無
極
に
し
て
太
極
」
な
り
。
太
極
の
上
、

何
物
の
層
あ
り
や
。
次
に
太
極
の
圏
、
黑
白
左
右
行
を
以
て
、
陰
靜
陽
動
の
象
と
為
す
。
此
の
時
、

只
だ
象
數
悉
く
具
は
り
て
、
又
別
に
黑
白
を
別
つ
て
見
る
べ
き
の
物
な
し
。
見
る
べ
き
の
形
あ
る
と

き
は
已
に
發
す
る
の
謂
な
り
。
次
に
五
行
名
分
の
圖
を
設
け
、
各
々
一
小
圏
を
為
し
、
繋
け
て
以
て

交
系
す
。
是
れ
五
行
、
各
々
一
太
極
に
し
て
、
環
の
端
な
き
が
如
き
の
説
な
り
。
五
行
根
を
互
に
し
、

陽
變
じ
陰
合
ふ
の
象
に
し
て
、
間
髪
を
容
れ
ず
。
圖
を
以
て
圏
々
を
別
ち
て
以
て
交
系
す
る
と
き
は
、

扞
格
し
て
合
一
せ
ず
。
下
層
は
小
圏
を
以
て
眞
精
妙
合
と
為
し
、
又
一
大
圏
を
下
し
て
乾
道
男
と
成

り
坤
道
女
と
成
る
と
為
し
て
、
男
女
一
太
極
の
儀
を
示
し
、
最
下
の
一
太
圏
は
萬
物
の
化
生
と
為
す
。

凡
そ
陰
陽
五
行
の
互
に
根
ざ
し
、
理
氣
の
妙
合
す
る
、
只
だ
一
點
子
の
象
あ
り
。
其
の
間
扞
格
な
し
。

五
行
分
殊
し
て
而
る
後
眞
精
妙
合
す
る
に
非
ず
。
眞
精
妙
合
す
る
と
き
は
、
人
物
悉
く
其
の
間
に
生

ず
。
先
づ
人
を
生
じ
て
後
に
物
を
生
ず
る
に
非
ず
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
濂

溪
太
極
圖
」
）109 

 

『
太
極
圖
』
の
上
か
ら
三
番
目
の
図
は
、
木
火
土
金
水
の
五
行
を
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い
円
で
表
し
て
い
る
。

素
行
は
、
そ
の
よ
う
に
分
け
て
書
い
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
箇
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
、
一
つ

に
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
前
節
で
は
、
素
行
が
「
陰
」
・
「
陽
」
が
二
つ
で
あ
り
な
が
ら
一
つ
の
も
の

と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、
「
五
行
」
も
そ
れ
と
同
様
に
、
根
底
で
は
一
つ

だ
と
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
を
周
濂
溪
は
分
割
し
て
図
示
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
一
体
と
捉
え
ら
れ
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
の
図
で
は
「
陰
陽
」
・
「
五
行
」
か
ら
人
と
物
と
が
誕
生
す
る
こ

と
に
つ
い
て
表
し
て
い
る
が
、
素
行
は
こ
れ
も
批
判
を
す
る
。
「
陰
陽
」
・
「
五
行
」
か
ら
人
や
物
が
生

れ
る
の
も
、
こ
の
過
程
に
間
隔
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
陰
陽
」
→
「
五
行
」
→
人
→
物
と
い
う
順
序
が

あ
る
の
で
は
な
い
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
過
程
は
す
べ
て
同
時
的
な
の
で
あ
り
、
段
階
と
し
て
捉

え
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
素
行
は
、
『
太
極
圖
』
が
世
界
を
時
間
的
、
あ
る
い

は
「
五
行
」
の
論
の
よ
う
に
空
間
的
に
分
断
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う

な
世
界
を
分
断
す
る
す
る
見
方
が
、
「
動
」
と
「
靜
」
と
を
別
箇
の
も
の
と
す
る
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。 
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図
一
『
太
極
圖
』110 

 

 

と
こ
ろ
で
「
太
極
」
の
語
自
体
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
易
』
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
。11

1

『
易
』
を

非
常
に
重
視
し
た
素
行
も
、
「
太
極
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
素
行
自
身
の
世
界
観
を
知
る
た
め
、
今

度
は
素
行
が
「
太
極
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
を
見
て
み
よ
う
。 

 

師
曰
く
、
「
易
に
太
極
あ
り
、
太
極
、
兩
儀
を
生
ず
」
と
。
太
は
古
の
泰
の
字
、
極
な
り
甚
な
り
。

極
は
至
な
り
窮
な
り
。
太
極
は
、
象
數
已
に
具
は
り
て
、
未
だ
發
せ
ず
朕
な
き
の
稱
な
り
。
（
『
山

鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
易
有
太
極
」
）112 

 

こ
こ
で
素
行
は
、
『
易
』
の
「
太
極
あ
り
、
太
極
、
兩
儀
を
生
ず
」
を
引
用
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
釈
を

加
え
て
い
る
。
素
行
に
よ
る
と
『
易
』
の
「
太
極
」
と
は
、
「
象
數
」
が
完
全
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
だ
目

に
見
え
る
か
た
ち
で
現
れ
て
は
い
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
周
濂
溪
の
い
う
「
太
極
」
と
は
ま
っ

た
く
違
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
理
解
す
る
の
は

難
し
い
。 

こ
れ
に
続
く
素
行
の
説
明
を
見
て
み
よ
う
。 

 

師
曰
く
、
太
極
の
説
、
近
く
譬
を
人
生
胎
託
の
初
に
取
る
に
、
理
氣
混
合
し
て
一
點
子
の
象
を
為
す
。

是
の
時
、
象
數
已
に
具
は
り
て
一
箇
の
闕
な
し
。
然
し
て
唯
だ
一
點
子
に
し
て
冲
漠
無
朕
な
り
。
這

箇
の
一
點
子
、
天
地
自
然
の
妙
、
日
用
事
物
の
理
、
四
支
百
骸
の
象
、
既
に
太
極
す
。
而
し
て
日
に

成
り
月
に
長
じ
て
、
終
に
此
の
形
を
為
す
。
是
れ
一
點
子
の
間
、
象
數
已
に
太
極
す
る
の
發
な
り
。

今
、
一
箇
を
損
益
せ
ず
、
鳥
獸
魚
鼈
昆
蟲
の
出
生
、
草
木
の
種
子
卵
胎
含
靈
、
萌
芽
甲
拆
、
凡
そ
理

氣
妙
合
の
物
、
皆
此
の
如
し
。
象
數
已
に
具
は
り
て
朕
な
し
。
其
の
象
數
、
已
に
發
し
て
用
を
為
す

な
り
。
故
に
太
極
は
始
終
の
至
極
せ
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
易
有
太

極
」
）113 

 

こ
こ
で
、
素
行
は
「
太
極
」
に
つ
い
て
、
人
が
胎
内
に
生
を
受
け
た
時
点
に
た
と
え
て
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
人
が
胎
内
で
一
人
の
人
間
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
す
で
に
そ
の
後
に
有
す
る
こ
と
に
な

る
す
べ
て
の
要
素
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
「
四
支
百
骸
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
身

体
な
ど
が
そ
れ
に
当
る
。
生
ま
れ
た
子
が
成
長
し
て
、
ど
の
よ
う
な
身
体
に
な
る
の
か
は
、
胎
内
に
生
を
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受
け
た
時
点
で
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
だ
け
で
な
く
、
動
物
や
植
物
も
同
様
で

あ
る
。
こ
の
、
そ
の
後
の
変
化
と
し
て
現
れ
て
く
る
も
の
が
発
生
の
段
階
で
す
で
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
、
引
用
中
に
あ
る
「
象
數
已
に
具
は
り
て
」
の
意
味
に
あ
た
る
。
そ
れ
が
変
化
と
し
て
見
え
る
の
は
、

目
に
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
っ
て
、
目
に
見
え
な
い
か
ら
と

い
っ
て
存
在
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
は
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
今
ま
で
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
も
の
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
反
対
に
存
在
し
て
い
た
も
の
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
変
化
と
は
同
時
的
位
相
に
あ
る
も
の
の
、
可
視
化
乃
至
は
不
可
視

化
な
の
で
あ
る
。114

こ
れ
は
す
べ
て
同
一
の
位
相
の
中
で
の
出
来
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
諸
要
素
は
同

時
的
に
連
続
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
引
用
で
は
一
人
の
人
間
の
こ
と
だ
け
を
い
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
『
易
』
の
「
太
極
」
を
説
明
す
る
た
め
の
比
喩
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要

す
る
。
実
際
に
は
、
人
間
一
人
に
限
ら
ず
、
世
界
全
体
が
「
太
極
」
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
も
、
こ
の
「
太
極
」
の
連
続
性
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
限
り
が
な
い
。
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

太
極
は
一
木
の
生
ず
る
が
如
く
、
其
の
生
既
に
枝
幹
花
葉
果
子
を
含
む
、
是
れ
太
極
な
り
。
生
長
す

る
に
及
ん
で
其
の
形
を
見
は
す
も
、
元
と
是
れ
其
の
生
ず
る
と
き
の
含
藏
無
究
の
象
、
今
相
著
明
す

る
な
り
。
（
中
略
）
果
實
の
時
に
到
り
て
は
、
果
實
す
で
に
各
々
一
點
子
の
象
を
具
ふ
、
是
れ
太
極

な
り
。
生
々
無
息
な
り
、
少
く
も
歇
ま
ざ
る
な
り
。
少
く
も
止
ま
ら
ざ
る
な
り
。
只
だ
天
地
の
氣
に

隨
つ
て
收
藏
す
る
も
、
是
れ
亦
太
極
な
り
。
一
花
の
結
ぶ
や
、
其
の
一
點
の
蘂
、
紅
白
雜
品
を
具
ふ
、

是
れ
亦
太
極
な
り
。
日
月
に
長
じ
來
つ
て
數
般
の
模
樣
を
為
す
。
其
の
内
、
既
に
一
果
の
象
あ
る
も
、

見
る
べ
か
ら
ず
索
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
太
極
の
妙
用
な
り
。
故
に
一
葉
の
落
つ
る
、
既
に
下
に
一
葉

の
太
極
あ
り
、
一
花
の
綻
ぶ
る
、
既
に
裏
に
一
果
の
太
極
あ
り
。
生
々
無
息
、
天
地
の
理
氣
、
流
行

の
機
な
り
。
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
辨
諸
儒
太
極
説
」
）

115 

 

素
行
は
「
太
極
」
を
一
本
の
木
に
た
と
え
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
本
の
木
に
果
実
が
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
で
木
の
活
動
が
一
旦
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
果
実
に
は
果
実
の
「
太
極
」
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
も
と
の
木
の
「
太
極
」
か
ら
ま
た
あ
ら
た
な
果
実
の
「
太
極
」
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
「
太
極
」
自
体
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
本
の
木
と
い

う
「
太
極
」
が
あ
れ
ば
、
そ
の
「
太
極
」
に
は
葉
や
花
、
果
実
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
の
「
太
極
」
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
も
と
の
木
の
「
太
極
」
か
ら
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
一

本
の
木
の
「
太
極
」
か
ら
葉
や
果
実
が
生
成
し
て
く
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
、
木
の
「
太
極
」

だ
け
か
ら
考
え
れ
ば
、
果
実
が
実
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
で
「
太
極
」
が
一
旦
区
切
れ
る
と
考
え
て
し
ま
う
。

要
す
る
に
こ
こ
で
素
行
が
い
っ
て
い
る
の
は
、
「
太
極
」
と
は
範
囲
を
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ど

こ
ま
で
も
果
て
し
な
く
広
が
っ
て
お
り
、
限
り
な
い
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
一
切
の
切
れ
目
の
存
在
し
な
い
、
完
全
な
一
体
性
こ
そ
が
素

行
の
見
る
「
太
極
」
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
素
行
は
周
濂
溪
が
「
太
極
」
を
「
陰
陽
」
・
「
五
行
」
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な
ど
へ
の
発
展
と
し
て
段
階
的
に
捉
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
「
太
極
」
が
現
実
に
現
れ
て
い
る
の
が
、
「
天
地
」
で
あ
る
。 

 

這
箇
の
理
氣
妙
合
し
て
、
幽
微
の
間
、
廣
大
變
通
、
縣
象
著
明
の
象
、
盡
く
具
は
り
て
一
點
の
闕
く

る
こ
と
な
く
、
甚
だ
相
至
極
せ
る
の
謂
な
り
。
這
箇
太
極
の
象
、
已
に
發
し
て
、
天
地
便
ち
廣
大
な

り
、
四
時
便
ち
變
通
し
、
日
月
便
ち
縣
象
著
明
な
り
、
雲
行
き
雨
施
し
萬
物
品
節
す
。
是
れ
幽
微
の

間
、
太
極
の
象
、
已
に
發
す
る
な
り
。
始
終
、
唯
だ
太
極
の
み
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大

原
、
「
論
易
有
太
極
」
）116 

 

「
天
地
」
及
び
、
四
季
、
天
文
、
気
象
な
ど
が
こ
の
世
に
現
れ
る
の
は
、
す
べ
て
「
太
極
」
だ
と
い
う
。

従
っ
て
、
素
行
に
と
っ
て
「
天
地
」
と
は
切
れ
目
の
な
い
一
体
物
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
が
素
行
が
周
濂
溪
の
思
想
を
「
作
為
」
と
す
る
こ
と
と
関
連
す
る
。
す
で
に
見
た
よ
う

に
、
素
行
は
「
天
地
」
の
こ
と
を
「
自
然
」
そ
の
も
の
だ
と
捉
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
自
然
」
も
切
れ

目
の
な
い
一
体
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
当
然
、
周
濂
溪
の
よ
う
に
世
界
を
分
割
可
能

な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
、
素
行
か
ら
す
る
と
「
自
然
」
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

こ
そ
が
、
素
行
が
周
濂
溪
及
び
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
宋
代
儒
学
を
「
自
然
」
な
ら
ざ
る
も
の
、
す
な

わ
ち
「
作
為
」
と
呼
ぶ
理
由
な
の
で
あ
る
。 

 

三
、
周
濂
溪
の
「
作
為
」
の
背
景 

 

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
素
行
が
周
濂
溪
の
思
想
を
「
作
為
」
と
し
て
批
判
す
る
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
続
い
て
こ
の
節
で
は
、
な
ぜ
周
濂
溪
は
世
界
を
分
断
し
て
捉
え
る
と
い
う
「
作
為
」
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
根
底
に
何
が
あ
る
と
素
行
が
考
え
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

ま
ず
は
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
素
行
の
世
界
観
に
対
し
て
、
必
然
的
に
発
生
す
る
疑
問
を
考
え
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
た
い
。
そ
の
疑
問
と
は
、
世
界
が
完
全
な
一
体
物
だ
と
す
れ
ば
、
世
界
の
中
に
存
在
す
る
個
々

の
人
や
物
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
世
界
に
ま
っ
た
く
切
れ
目
が

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
個
物
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
別
の
い
い
方
を
す
れ

ば
、
素
行
の
世
界
観
に
お
い
て
一
と
多
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。 

 

こ
の
、
一
と
多
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
。 

 

師
曰
は
く
、
今
世
道
を
談
ず
る
の
徒
、
其
の
源
を
言
ふ
と
き
は
默
寂
空
平
に
し
て
分
殊
皆
闕
き
、
其

の
分
を
言
ふ
と
き
は
支
離
決
裂
し
て
、
一
貫
各
々
絶
ゆ
。
是
れ
道
の
大
原
を
以
て
空
寂
に
歸
し
、
分

殊
を
以
て
世
俗
に
屬
し
、
彼
の
空
寂
無
為
よ
り
分
殊
皆
出
づ
と
為
す
。
其
の
日
用
と
す
る
所
、
唯
り

空
寂
に
し
て
通
ぜ
ず
、
分
殊
に
し
て
序
で
ず
。
（
中
略
）
是
れ
聖
人
と
天
地
と
天
下
に
參
し
て
易
簡

無
為
、
而
も
其
の
間
徳
行
・
言
語
・
政
事
・
變
通
、
能
く
厚
く
能
く
明
か
に
、
次
序
分
殊
し
て
更
に

差
謬
な
く
、
一
言
萬
象
を
含
蓄
し
、
分
殊
一
貫
に
歸
依
し
、
上
帝
に
配
し
、
人
物
の
上
に
立
つ
な
り
。

（
『
山
鹿
語
類
』
聖
学
十
一
、
大
原
、
「
論
道
大
原
」
）11

7 
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こ
の
文
章
は
、
素
行
の
当
時
の
学
者
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、
具
体
的

に
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
は
明
白
で
は
な
い
が
、
宋
代
の
儒
者
乃
至
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
人
々
だ
ろ
う
。

そ
の
学
者
た
ち
は
、
「
分
殊
」
と
「
一
貫
」
と
を
別
々
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は

具
体
的
に
は
、
「
一
貫
」
→
「
分
殊
」
の
段
階
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
箇
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
素
行
は

「
分
殊
」
と
「
一
貫
」
と
を
完
全
に
同
一
の
相
の
も
と
に
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

こ
そ
が
「
聖
人
」
の
道
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
よ
り
詳
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、
次
に
『
太
極
圖
』
と
『
河
圖
』
『
洛
書
』
と
の
比
較
を

見
て
み
よ
う
。 

 

師
曰
く
、
繋
辭
傳
に
曰
く
、
「
河
、
圖
を
出
し
、
洛
、
書
を
出
し
、
聖
人
、
之
れ
に
則
る
」
と
。
是

れ
聖
人
天
地
の
自
然
に
感
じ
て
易
を
作
る
所
以
な
り
。
河
圖
洛
書
の
圖
た
る
、
一
箇
の
龍
馬
神
龜
、

此
の
圖
を
負
ふ
。
其
の
象
、
只
だ
數
點
の
觀
る
べ
き
の
み
。
此
の
象
數
、
天
地
人
物
、
陰
陽
五
行
生

成
の
事
、
言
は
ず
し
て
既
に
相
具
は
る
。
聖
々
相
續
ぎ
、
易
の
書
、
全
し
。
而
し
て
其
の
源
流
始
末
、

此
の
圖
の
象
數
を
出
で
ず
。
後
人
作
為
の
圖
説
、
年
を
同
じ
う
し
て
語
る
べ
か
ら
ず
。
凡
そ
河
圖
・

洛
書
、
一
圖
の
間
、
數
を
以
て
差
別
を
為
す
、
而
し
て
根
を
互
に
す
。
生
成
相
因
り
て
太
極
を
一
に

す
る
な
り
。
是
れ
よ
り
萬
別
の
相
生
、
又
此
の
中
を
出
で
ず
。
周
子
の
圏
々
並
べ
置
き
て
其
の
説
を

作
為
す
る
が
如
く
な
ら
ん
や
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
濂
溪
太
極
圖
」
）118 

 

『
河
圖
』
・
『
洛
書
』
と
は
、
ど
ち
ら
も
数
に
つ
い
て
、
「
陰
陽
」
と
の
関
連
と
と
も
に
表
し
て
い
る
図

で
あ
る
。
（
次
頁
図
二
参
照
）
ど
ち
ら
も
「
陽
」
で
あ
る
奇
数
を
白
、
「
陰
」
の
偶
数
を
黒
の
点
で
表
し
、

『
河
圖
』
は
一
か
ら
十
、
『
洛
書
』
は
一
か
ら
九
の
数
を
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
配
し
て
い
る
。
両
図
の
関

係
に
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
一
応
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
図
で
あ
る
。
素
行
は
、
こ
の
一
つ
の
図
で
数
の

関
係
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
、
『
太
極
圖
』
が
複
数
の
図
を
並
べ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
河
圖
』
・
『
洛
書
』
が
一
つ
の
図
の
中
で
個
別
（
「
差
別
」
）
を
描
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
一
体
（
「
根
を
互
に
す
」
）
で
あ
る
こ
と
を
も
表
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
周

濂
溪
の
よ
う
に
、
複
数
の
図
を
段
階
的
に
お
け
ば
、
一
体
性
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。119

一
体
で

あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
は
、
単
一
の
図
で
表
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
『
河
圖
』
・
『
洛
書
』
は

ま
さ
し
く
、
そ
の
一
つ
の
図
で
表
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ
れ
が
、
素
行
が
『
河
圖
』
・
『
洛
書
』
を

『
太
極
圖
』
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
す
る
理
由
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
は
一
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
お
り
、

一
と
多
と
は
別
々
に
捉
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
素
行
は
『
河
圖
』
・
『
洛
書
』

に
表
れ
て
い
る
一
と
多
と
の
関
係
を
「
天
地
の
自
然
」
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
素
行
の
思
想
に

お
い
て
は
世
界
は
一
で
あ
り
つ
つ
多
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

図
二
『
河
圖
』
『
洛
書
』120 
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以
上
に
よ
っ
て
、
素
行
の
思
想
に
お
け
る
一
と
多
と
の
関
係
は
お
お
よ
そ
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
こ

ま
で
は
抽
象
的
な
話
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
今
度
は
よ
り
具
体
的
・
現
実
的
な
例
を
見
な
が
ら
、
理
解

を
深
め
て
い
こ
う
。 

 

た
と
え
ば
、
人
と
物
（
主
に
動
植
物
）
と
の
差
異
に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

或
ひ
と
問
ふ
、
周
子
曰
く
、
「
惟
だ
人
の
み
其
の
秀
を
得
て
最
も
靈
な
り
。
形
既
に
生
ず
る
や
、
神
、

知
を
發
す
。
五
性
感
動
し
て
善
惡
分
れ
、
萬
事
出
づ
」
と
。 

師
曰
く
、
人
物
の
生
は
理
氣
の
間
に
し
て
、
人
は
其
の
理
を
得
る
こ
と
只
だ
厚
く
、
物
は
其
の
氣
を

得
る
こ
と
只
だ
厚
し
。
然
れ
ど
も
人
物
理
氣
を
離
れ
ず
、
惟
だ
過
不
及
厚
薄
あ
る
の
み
。
人
は
理
に

厚
し
、
故
に
神
知
能
く
發
し
、
物
は
氣
に
厚
し
、
故
に
形
質
能
く
利
を
得
。
人
は
氣
に
薄
し
、
故
に

質
、
物
に
及
ば
ず
。
物
は
理
に
薄
し
、
故
に
知
、
人
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十

一
、
大
原
、
「
辨
或
問
理
氣
妙
合
而
人
物
生
説
」
）121 

 

人
と
物
と
の
差
に
つ
い
て
、
「
理
」
と
「
氣
」
と
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
素
行
は
「
理
氣
妙
合
し
萬

物
生
ず
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
理
氣
妙
合
而
人
物
生
説
」
）122

と
い
っ
て
お
り
、
「
理
」

と
「
氣
」
が
結
合
す
る
こ
と
で
万
物
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
「
理
」
と
「
氣
」
と
は
朱

子
学
に
お
け
る
重
要
な
概
念
だ
が
、
そ
れ
で
は
素
行
が
い
う
「
理
」
と
「
氣
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か

と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
「
理
は
其
の
然
る
所
以
な
り
。
氣
は
陰
陽

五
行
な
り
。
陰
陽
は
理
に
し
て
五
行
は
氣
な
り
」
（
同
前
）
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
素
行
の
思
想

に
お
い
て
は
「
理
」
と
「
氣
」
と
は
文
脈
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
明
確
に
分
別
し

よ
う
と
す
る
こ
と
は
素
行
の
意
思
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
と
に
か
く
、
こ
こ
で
は
万
物
は
二
つ
の
要
因
か
ら
成

立
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
良
い
。123

そ
し
て
、
人
と
物
と
の
差
異
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
両
者
の

あ
い
だ
の
違
い
と
は
「
理
」
と
「
氣
」
と
の
配
合
の
違
い
で
し
か
な
い
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
と
物
と

の
差
異
と
は
量
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
そ
こ
に
何
か
質
的
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
無
論
、
こ

れ
は
人
と
物
と
の
あ
い
だ
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
あ
い
だ
の
差
異
も
同
様
で
あ
る
。 

 

世
界
を
同
時
的
で
無
限
に
連
続
的
な
も
の
と
見
る
素
行
の
世
界
観
で
は
、
質
を
異
に
す
る
も
の
が
複
数
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存
在
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
個
物
間
の
差
異
と
は
お
な
じ
材
質
の
量
的
な
差
異
で
あ
っ
て
、
あ
く

ま
で
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
価
値
の
差
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
無
論
、
個
々

の
観
点
を
と
れ
ば
、
そ
こ
に
優
劣
は
あ
る
だ
ろ
う
。
引
用
の
例
で
い
え
ば
、
人
の
方
が
知
性
で
は
す
ぐ
れ

て
い
て
も
、
身
体
的
な
能
力
（
「
質
」
）
は
物
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
知
性
で
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
人
の
方
が
価
値
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。 

 

そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
素
行
が
周
濂
溪
の
世
界
観
の
根
底
に
何
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
も
見
え
て
く

る
だ
ろ
う
。
引
用
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
素
行
か
ら
す
る
と
周
濂
溪
は
動
植
物
よ
り
人
間
の
方
が
価
値

的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
界
に
質
的
な
差
異
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
素
行
は
こ
の
よ
う
に
質
的
な
観
点
を
持
込
ん
で
世
界
を
捉
え
る
こ
と

の
行
き
つ
く
先
を
次
の
よ
う
に
見
て
い
る
。 

 

或
ひ
と
問
ふ
、
朱
子
曰
く
、
「
其
の
氣
の
精
英
を
得
る
者
は
人
と
為
り
、
其
の
査
滓
を
得
る
者
は
物

と
為
る
」
と
。
又
曰
く
、
「
只
だ
一
箇
の
陰
陽
五
行
の
氣
、
天
地
の
中
に
袞
在
し
て
、
精
英
な
る
者

は
人
と
為
り
、
査
滓
な
る
者
は
物
と
為
る
。
精
英
の
中
、
又
精
英
な
る
者
聖
賢
と
為
り
、
精
英
の
中
、

査
滓
な
る
者
愚
不
肖
と
為
る
」
と
。 

師
曰
く
、
淸
は
陽
な
り
、
濁
は
陰
な
り
。
淸
濁
流
行
し
て
上
下
相
分
ち
、
天
地
是
れ
成
る
。
淸
を
取

り
濁
を
捨
つ
る
と
き
は
、
天
を
論
じ
て
地
を
錯
（
お
）
く
な
り
。
是
れ
偏
見
に
し
て
全
か
ら
ず
。
周

子
が
精
秀
の
字
に
よ
っ
て
誤
了
し
來
れ
り
。
氣
の
淸
濁
を
以
て
論
ず
る
と
き
は
可
な
り
、
精
英
査
滓

を
以
て
論
ず
る
と
き
は
不
可
な
り
。
査
滓
は
是
れ
無
用
の
物
な
り
。
其
の
精
英
を
撰
ぶ
と
き
は
査
滓

存
す
。
人
存
し
て
物
な
く
し
て
可
な
ら
ん
や
。
人
物
具
に
存
し
て
天
地
終
に
全
し
。
故
に
理
氣
の
厚

薄
を
以
て
論
ず
べ
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
辨
或
問
理
氣
妙
合
而
人
物
生
説
」
）

124 

 

周
濂
溪
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
朱
子
は
、
世
界
を
「
淸
」
と
「
濁
」
と
に
分
け
る
。
そ
の
よ
う
な
分
け
方

は
、
「
淸
」
と
い
う
価
値
的
に
す
ぐ
れ
た
方
だ
け
を
取
り
、
価
値
的
に
お
と
っ
た
「
濁
」
を
捨
て
る
べ
き

も
の
と
す
る
。
素
行
も
「
淸
」
・
「
濁
」
と
い
う
分
け
方
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
だ
が
、

「
濁
」
を
無
用
な
か
す
（
「
査
滓
」
）
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
認
め
な
い
。
な
せ
な
ら
ば
、
素

行
に
と
っ
て
は
「
淸
」
も
「
濁
」
も
含
め
て
こ
の
世
界
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
周
濂
溪
の
よ
う

に
「
濁
」
を
捨
て
る
べ
き
も
の
と
す
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
は
、
世
界
を
分
断
し
て
捉
え
た

う
え
で
、
そ
の
断
片
を
取
る
べ
き
も
の
と
捨
て
て
良
い
も
の
と
に
分
別
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ

が
、
果
た
し
て
こ
の
世
界
に
は
取
る
べ
き
も
の
と
捨
て
て
良
い
も
の
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
あ
る

と
し
て
も
、
誰
が
そ
れ
を
判
断
で
き
る
の
か
。
結
局
は
恣
意
的
に
な
る
こ
と
を
免
れ
得
な
い
の
で
は
な
い

か
。
自
分
の
気
に
入
ら
な
い
も
の
を
捨
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ

を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
前
章
で
見
た
周
濂
溪
へ
の
批
判
の
言
葉
を
振

返
れ
ば
、
素
行
は
「
聖
經
に
於
て
嗜
む
所
の
言
句
を
執
り
て
、
己
が
意
見
に
同
じ
く
す
」125

と
い
っ
て
い
た
。

素
行
は
、
周
濂
溪
の
思
想
が
経
書
に
対
し
恣
意
的
な
解
釈
を
す
る
も
の
だ
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
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て
、
世
界
観
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
素
行
は
、
周
濂
溪
の

思
想
に
対
し
て
、
世
界
を
自
分
勝
手
に
切
取
っ
て
、
そ
の
認
識
の
中
に
安
住
す
る
姿
勢
を
見
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
素
行
は
そ
も
そ
も
世
界
は
分
割
不
可
能
な
も
の
だ
と
主
張
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
分
割
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
捨
て
て
も
良
い
部
分
な
ど
作
れ
る
は
ず
が
な
い
。 

 

そ
し
て
、
恣
意
的
に
切
取
っ
た
世
界
が
本
来
の
「
自
然
」
で
あ
る
わ
け
が
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、
世
界
を
自
分
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
態
度
こ
そ
が
、
素

行
が
周
濂
溪
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
と
見
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

四
、
素
行
の
思
想
に
お
け
る
「
自
然
」 

 

本
章
の
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
残
し
て
き
た
問
題
を
考
え
た
い
。
そ
れ
は
、
素
行
に
と
っ
て
「
自
然
」
と

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
こ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
素
行
が
周
濂
溪
の
思
想
を
「
自
然
」
に
反
す
る
も
の
＝
「
作
為
」
と
捉
え

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
が
、
本
章
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
周
濂
溪
の
思
想
は
意
図
し
て

自
然
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
周
濂
溪
が
彼
の
措
か
れ
た
状
況
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
は
蓋
然
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
周
濂
溪
の
思

想
も
一
種
の
「
自
然
」
で
は
な
い
の
か
、
そ
う
い
っ
た
意
見
も
成
立
つ
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
素
行
の
認
識
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
論
は
成
立
た
な
い
。
周
濂
溪
の
中
で
は
、
た

し
か
に
蓋
然
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
お
の
ず
か
ら
の
傾
向
は
、
素
行
に
と
っ
て

「
自
然
」
で
は
な
い
。
素
行
は
「
學
ば
ず
率
は
ず
し
て
豈
自
然
な
ら
ん
や
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
九
、

性
心
、
「
辨
或
問
性
善
説
」
）126

と
い
っ
て
い
る
。
人
は
何
も
意
識
し
な
い
で
い
れ
ば
「
自
然
」
に
は
至
れ

な
い
の
で
あ
り
、
素
行
の
い
う
「
自
然
」
と
は
い
っ
て
み
れ
ば
努
力
し
て
到
達
す
べ
き
目
標
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
何
も
意
識
し
な
い
と
き
に
は
「
自
然
」
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
素
行
の
世
界
観
と
関
連
し
て
い
る
。
素
行
は
『
易
』
に
お
け
る
「
太
極
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

い
う
。 

 

師
曰
く
、
夫
子
、
易
を
論
ず
る
に
太
極
を
以
て
し
、
理
氣
妙
合
太
極
し
て
、
此
の
一
箇
裏
に
六
十
四

卦
、
三
百
八
十
四
卦
、
其
の
象
數
、
悉
く
具
は
る
。
已
に
兩
儀
・
四
象
・
八
卦
を
發
す
る
に
及
び
、

終
に
六
十
四
卦
に
迄
る
。
人
皆
其
の
著
明
に
し
て
形
あ
る
を
執
り
て
、
而
し
て
冲
漠
無
朕
の
時
、
這

箇
の
太
極
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
故
に
或
は
理
便
ち
太
極
、
性
便
ち
太
極
と
曰
ひ
、
次
序
を
立
て
太

極
を
論
じ
て
天
地
の
先
と
為
す
に
至
る
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
易
有
太
極
」
）

127 

 

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
素
行
に
と
っ
て
「
太
極
」
＝
「
天
地
」
＝
「
自
然
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
道
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
「
太
極
」
と
は
人
の
目
に
は
見
え
な
い
も
の
だ
と
い
う
。

無
限
に
連
続
し
て
い
る
「
太
極
」
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
人
の
目
に
映
る
の
は
連
続
し
て
い
な
い
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世
界
、
す
な
わ
ち
個
物
が
個
物
と
し
て
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
も
す
で
に
見
た
よ

う
に
、
世
界
は
多
で
あ
る
と
と
も
に
一
な
の
だ
が
、
そ
の
一
で
あ
る
こ
と
は
人
の
認
識
の
埒
外
な
の
で
あ

る
。
そ
の
と
き
、
人
は
ど
う
す
る
か
。
大
抵
の
人
は
目
に
見
え
な
い
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
、
そ
れ
で
目

に
見
え
る
こ
と
の
み
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
が
、
「
理
」
や
「
性
」
を
「
太
極
」
と
む
す
び

つ
け
、
「
太
極
」
を
「
天
地
」
以
前
か
ら
の
も
の
と
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
周

濂
溪
を
は
じ
め
と
す
る
宋
儒
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
つ
ま
り
、
周
濂
溪
ら
の
思
想
は
多

が
多
と
し
て
存
在
し
て
い
る
世
界
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
、
素
行
は
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
目
に
見
え
る
こ
と
だ
け
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
の
を
「
皆
」
と
い
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
周
濂
溪
ら
が
特
別
弱
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
そ
う
な
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
「
道
」
に
つ
な
が
る
、
人
に
と
っ
て
規
範
と
な
る
は
ず
の
「
自
然
」
と
は
、
同
時
に
人
に
と

っ
て
恐
ろ
し
い
も
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
自
然
災
害
の
と
き
な
ど
に
顕
著
に
現
れ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
謫
居
童
問
』
に
お
い
て
、
素
行
は
自
然
災
害
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

 

水
旱
風
震
、
皆
氣
の
偏
塞
よ
り
起
る
こ
と
に
し
て
、
天
地
の
變
は
わ
づ
か
な
れ
ど
も
、
其
の
人
間
に

及
ぶ
處
は
大
な
り
と
し
る
也
。
（
中
略
）
人
物
を
そ
こ
な
ふ
は
仁
に
あ
ら
ざ
る
に
似
た
り
と
思
ふ
こ

と
、
仁
の
實
を
不
知
ゆ
ゑ
也
。
ち
か
く
た
と
へ
を
と
る
に
、
國
君
怒
り
て
起
兵
殺
敵
。
敵
兵
・
我
兵
、

何
の
咎
あ
つ
て
殺
之
や
。
其
の
國
の
山
林
田
野
、
何
の
あ
や
ま
り
あ
つ
て
是
れ
を
か
り
是
れ
を
あ
ら

す
や
。
況
や
天
地
陰
陽
の
不
和
に
し
て
洪
水
・
大
旱
・
大
風
・
地
震
お
こ
り
て
、
其
の
山
川
田
野
こ

れ
が
た
め
に
崩
壞
す
る
に
、
是
れ
を
除
き
是
を
赦
す
と
云
ふ
こ
と
あ
る
べ
き
や
。
若
し
用
捨
に
心
あ

ら
ば
、
天
地
の
私
と
云
ふ
べ
し
。
（
『
謫
居
童
問
』
巻
四
）128 

 

自
然
災
害
は
、
人
に
と
っ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
だ
が
、
そ
れ
も
「
天
地
」
の
「
仁
」
な
の
だ

と
い
う
。
何
も
過
ち
を
犯
し
て
い
な
け
れ
ば
、
災
害
に
は
あ
わ
な
い
と
思
う
の
は
人
間
の
勝
手
な
思
い
込

み
で
あ
っ
て
、
「
天
地
」
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
関
係
が
な
い
。
そ
れ
は
、
戦
争
時
に
何
も
悪
い
こ
と
を
し

て
い
な
い
者
を
殺
し
た
り
、
何
の
罪
も
な
い
家
の
田
畑
を
荒
ら
し
た
り
す
る
の
と
お
な
じ
こ
と
で
あ
る
。

素
行
は
、
災
害
に
よ
っ
て
被
害
に
あ
う
の
は
、
人
の
意
思
が
通
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る

の
だ
。
従
っ
て
、
最
悪
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
仕
方
が
な
い
と
受
入
れ
る
し
か
な

い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
（
無
論
、
そ
う
な
る
前
に
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
）
こ
れ
は
世
界
は
全
体
か
ら
見
る
と
一
な
の
だ
が
、
個
々
の
状
況
に
お
い
て
は
そ
れ
が
見
え
な
い
と

い
う
、
素
行
の
考
え
方
が
表
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
人
は
そ
う
達
観
で
き
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
何
の
因
果
も
な
く
、
自
分
や
親
し
い
人
が
傷

つ
い
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
事
態
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
は
た
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
、
ど
う
に
か
し
て
認
識
可
能
な
因
果
関
係
を
求
め
て
し
ま
う
。
い
わ
ば
多
と
一
と
の
通

路
を
、
そ
れ
も
か
な
ら
ず
人
に
認
識
で
き
る
通
路
を
作
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
素
行
が
批
判
し
て
い
た
周
濂
溪
の
思
想
と
は
、
こ
の
「
自
然
」
の
恐
ろ
し
さ
か
ら
の
逃
避
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
逃
避
に
根
拠
を
与
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
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え
ば
、
『
太
極
圖
』
が
世
界
を
段
階
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
は
目
に
見
え
な
く
て
も
か
な
ら
ず
世
界
の
根

源
と
は
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
論
で
あ
る
。
ま
た
、
「
主
靜
」
は
人
が
根
源
と
つ
な
が
る
た

め
の
方
法
論
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
に
対
し
、
素
行
は
、
「
淸
」
・
「
濁
」
の
論
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
人
に
と
っ
て
好
ま
し

く
な
い
も
の
で
も
「
自
然
」
と
し
て
受
入
れ
る
し
か
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
残
し
て
お

い
た
「
誠
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
こ
と
が
い
え
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
素
行
の
い
う
「
誠
」
に
は
秩

序
的
な
面
も
、
反
秩
序
的
な
面
も
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。
尾
藤
正
英
が
素
行
の
「
誠
」
に
二
重
の
性
格
が

あ
る
と
し
て
い
た
の
も
、
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
二
つ
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
世
界
が
多
で
あ
る
と
と
も
に
一
で
も
あ
る
と
い
う
、
素
行
の
考
え
方
に
対
応
し
て
い
る
も
の
な

の
で
あ
る
。
秩
序
に
か
な
う
こ
と
も
、
反
す
る
こ
と
も
あ
る
の
が
、
「
自
然
」
な
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か

し
か
な
い
と
考
え
る
の
は
「
自
然
」
の
否
定
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
性
」
を
本
来
的
と
非
本
来
的
の
二
つ

に
分
け
る
「
天
命
の
性
」
の
考
え
方
や
、
本
来
的
な
も
の
を
求
め
よ
う
と
す
る
「
本
然
の
性
」
の
考
え
方

も
、
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
も
多
で
あ
る
世
界
か
ら
の
逃
避
を
肯

定
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
素
行
の
朱
子
学
批
判
と
さ
れ
て
き
た
言
説

は
、
周
濂
溪
批
判
を
通
し
て
見
る
と
、
素
行
独
自
の
「
自
然
」
に
つ
い
て
の
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
先
行
研
究
で
は
、
素
行
の
「
自
然
」
観
に
注
目
し
な
か
っ
た
の
で
、
「
誠
」
の
解
釈
の
よ

う
に
、
十
分
な
読
解
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
、
周
濂
溪
批
判
の
内
容
は
素
行
の
思
想
全
体
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
大
き

な
意
味
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
、
素
行
の
思
想
に
お
け
る
周
濂
溪
批
判
の
意
義
を

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
次
章
以
降
は
、
本
章
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
素
行
の
他
の

論
点
、
「
公
」
と
「
私
」
及
び
日
本
主
義
の
中
に
、
本
章
で
得
ら
れ
た
素
行
の
思
想
の
特
徴
が
ど
の
よ
う

に
活
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。 
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第
四
章 

「
公
」
に
つ
い
て 

 

前
章
で
は
、
素
行
の
思
想
に
つ
い
て
、
周
濂
溪
批
判
の
検
討
を
通
し
て
考
察
し
た
。
前
章
で
見
た
素
行

の
世
界
観
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
素
行
の
思
想
に
お
け
る
「
公
」
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
と
す
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
素
行
の
世
界
観
に
お
い
て
自
然
に
存

在
す
る
秩
序
を
想
定
す
る
田
原
ら
と
、
そ
う
は
見
な
い
丸
山
ら
と
の
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
、
田
原
と
丸
山
と
の
あ
い
だ
に
は
社
会
秩
序
を
め
ぐ
る
解
釈
に
も
対
立
が
あ
っ
た
。
秩
序

と
関
連
が
深
い
と
思
わ
れ
る
「
公
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
も
何
ら
か
の
解
決
を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

素
行
の
「
公
」
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
に
な
る
の
が
、
彼
の
「
利
」
や
「
欲
」
を
め
ぐ
る
解
釈
で
あ

る
。
周
知
の
よ
う
に
、
朱
子
学
に
お
い
て
は
「
公
」
は
「
天
理
の
公
」
と
し
て
世
界
の
秩
序
と
結
び
附
く
。

そ
の
朱
子
学
は
、
「
利
」
や
「
欲
」
に
従
っ
た
行
動
を
「
私
」
と
し
、「
公
」
と
対
立
的
な
も
の
と
し
て
捉

え
て
い
る
。1

2
9

つ
ま
り
、
「
利
」
や
「
欲
」
が
秩
序
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
素
行
は
朱
子
と
は
異
な
る
見
解
を
示
す
。 

 

師
曰
く
、
利
は
宜
な
り
、
通
な
り
、
順
な
り
、
吉
な
り
。
欲
は
情
な
り
、
願
な
り
。
人
皆
利
欲
を
以

て
混
合
し
來
る
。
愚
謂
へ
ら
く
、
欲
は
情
の
欲
す
る
所
あ
る
な
り
。
利
は
情
の
利
す
る
所
あ
る
な
り
。

易
に
專
ら
利
を
言
ふ
、
故
に
利
欲
の
字
は
君
子
之
れ
を
用
ふ
れ
ば
亨
り
、
小
人
之
れ
を
用
ふ
れ
ば
便

利
貪
欲
に
陷
る
な
り
。
利
欲
能
く
人
情
を
通
じ
て
、
利
欲
能
く
人
情
を
害
す
。
愼
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。

（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
情
欲 

論
人
必
有
情
欲
」）1

3
0 

 

素
行
は
、「
利
」
と
「
欲
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
だ
が
、
ど
ち
ら
も
「
情
」
か
ら
発
す
る
も
の
だ
と
し

て
い
る
。「
利
」
・
「
欲
」
は
、「
君
子
」
が
用
い
れ
ば
「
人
情
」
を
通
じ
る
、
す
な
わ
ち
「
人
情
」
に
調
和

し
、
満
足
さ
せ
る
も
の
に
な
る
が
、
「
小
人
」
が
用
い
れ
ば
「
人
情
」
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

「
利
」
・「
欲
」
と
は
、
そ
れ
自
体
が
悪
な
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
か
は
、
用
い
方
に

よ
っ
て
違
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
な
ら
ば
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
、
「
公
」
と
「
利
」
・
「
欲
」
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

べ
き
な
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
、
素
行
の
思
想
に
お
け
る
世
界
の
秩
序
の
あ
り
方
も
よ
り
具

体
的
に
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
こ
の
点
の
考
察
が
不
足
し
て
い
る
。
素
行
の
「
公
」
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か

の
研
究
が
あ
る
が1

3
1

、
そ
れ
ら
は
素
行
の
「
公
」
と
徳
川
幕
藩
体
制
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
い
る
。
問

題
と
し
て
い
る
の
は
、
素
行
の
「
公
」
の
思
想
が
体
制
に
適
合
的
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
欲
」

や
「
利
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
ま
た
、「
欲
」
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、「
欲
」

や
「
利
」
を
「
公
」
と
関
連
さ
せ
て
い
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。1

3
2 

 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
素
行
の
い
う
「
利
」
と
「
欲
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
上
で
、「
利
」・「
欲
」
と

「
公
」
と
の
関
係
及
び
、
素
行
の
「
公
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 
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な
お
、
本
論
文
の
課
題
と
の
関
係
上
触
れ
て
お
く
べ
き
は
、
儒
学
の
歴
史
に
お
い
て
「
無
欲
」
を
い
い

は
じ
め
た
の
は
周
濂
溪
で
あ
る
と
、
素
行
が
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

宋
の
周
子
曰
く
、
「
心
を
養
ふ
は
寡
に
し
て
存
す
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
。
蓋
し
焉
れ
を
寡
う
し
て
以

て
無
に
至
る
。
無
な
る
と
き
は
誠
立
ち
て
明
か
に
通
ず
」
と
。
周
子
は
無
を
以
て
養
心
の
要
と
為
す
。

無
は
是
れ
情
欲
を
し
て
之
れ
を
無
か
ら
し
む
る
な
り
。
喜
怒
哀
樂
發
し
て
節
に
中
る
者
は
聖
人
の
教

な
り
。
是
れ
を
し
て
無
に
至
ら
し
む
る
底
は
、
是
れ
異
端
の
斷
見
な
り
。
人
は
竟
に
無
に
至
る
こ
と

能
は
ざ
る
所
な
り
。
朱
子
は
無
を
以
て
心
の
欲
に
流
る
る
こ
と
な
き
を
指
と
為
す
。
少
く
説
き
得
て

好
き
に
似
た
り
と
雖
も
、
周
子
が
意
見
は
悉
く
此
の
無
の
字
よ
り
流
出
し
來
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語

類
』
聖
學
十
、
性
心
、
「
辨
或
問
心
應
用
」
）133 

 

素
行
は
、
周
濂
溪
と
朱
子
と
で
は
「
欲
」
を
め
ぐ
る
解
釈
に
齟
齬
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
朱
子
は
心
が
「
欲
」

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
周
濂
溪
の
考
え
と
は
違
う
。
周
濂
溪
は
「
欲
」

を
完
全
に
な
く
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
素
行
が
「
利
」
・
「
欲
」
を
一
概
に
排
除
す

べ
き
も
の
と
し
て
い
な
い
以
上
、
朱
子
の
考
え
方
は
素
行
に
近
い
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
素
行
の
「
欲
」

を
め
ぐ
る
議
論
は
、
前
章
ま
で
で
見
た
周
濂
溪
批
判
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
は
朱

子
へ
の
批
判
に
も
言
及
す
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
周
濂
溪
へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。 

 

一
、
「
義
」・「
利
」
と
「
格
物
致
知
」 

 

ま
ず
は
、
素
行
の
「
利
」
に
対
す
る
理
解
を
知
る
た
め
に
、「
義
」
と
「
利
」
と
の
解
釈
に
つ
い
て
見
て

い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

師
曰
く
、
義
利
は
相
支
離
せ
ず
。
易
に
曰
く
、「
元
亨
利
貞
」
と
。
又
曰
く
、「
大
人
を
見
る
に
利
あ

り
」
と
。
文
言
に
曰
く
、「
利
は
義
の
和
な
り
」
と
。
愚
謂
へ
ら
く
、
君
子
の
行
ふ
所
は
只
だ
義
を
以

て
之
れ
に
處
す
、
義
の
あ
る
所
は
利
便
ち
之
れ
に
隨
ふ
。
小
人
の
為
す
所
は
只
だ
利
を
以
て
之
れ
に

處
す
、
利
の
あ
る
所
を
以
て
利
と
為
し
て
義
を
以
て
せ
ず
。
是
れ
義
利
の
表
裏
た
る
こ
と
を
知
ら
ざ

る
な
り
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
義
利
」）1

3
4 

 

朱
子
学
で
は
、「
義
」・「
利
」
は
相
対
立
す
る
も
の
で
あ
り1

3
5

、
辨
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
素
行
は

「
義
」
に
よ
っ
て
行
動
す
れ
ば
、「
利
」
が
附
随
し
て
く
る
と
し
て
、
両
者
を
対
立
的
に
は
捉
え
て
い
な
い
。

「
義
」
に
も
と
づ
い
て
行
動
し
た
結
果
と
し
て
「
利
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
、「
義
」
と
「
利
」
と
の

た
だ
し
い
あ
り
方
な
の
で
あ
り
、
「
利
」
だ
け
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
「
義
」
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
気
附
か
な
い
も
の
は
、「
義
」
と
「
利
」
と
の
表
裏
の
関
係
が
理
解
で
き
て
い
な
い
。
素
行
は
、

こ
れ
を
「
小
人
」
だ
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
義
」
と
「
利
」
と
を
明
確
に
別
個
の
も
の

と
す
る
こ
と
は
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。 
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そ
れ
で
は
、
「
利
」
だ
け
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
「
義
」
と
「
利
」
の
表
裏

の
関
係
が
理
解
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
素
行
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

師
曰
く
、
義
利
の
辨
は
孟
軻
、
之
れ
を
盡
せ
り
。
其
の
論
ず
る
所
、
獨
り
樂
し
む
と
偕
に
樂
し
む
と

を
以
て
し
て
之
れ
を
差
別
す
。
獨
り
樂
し
む
者
は
利
に
放
（
よ
）
つ
て
行
ふ
な
り
、
偕
に
樂
し
む
者

は
義
に
喩
き
な
り
。
是
れ
其
の
失
、
只
だ
格
物
致
知
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
に
在
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』

聖
學
一
、
致
知
、「
論
義
利
」）1

3
6  

 

素
行
は
、
自
分
ひ
と
り
だ
け
の
楽
し
み
を
求
め
る
よ
う
な
、
「
利
」
だ
け
を
求
め
る
も
の
は
、
「
格
物
致

知
」
が
た
だ
し
く
で
き
て
い
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
「
義
」・「
利
」
の
正
し
い
理
解
は
、「
格
物
致
知
」
に

よ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
今
度
は
、
素
行
の
「
格
物
致
知
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が

生
じ
て
く
る
。1

3
7 

 
 

 

師
曰
く
、
凡
そ
其
の
物
に
即
い
て
詳
に
其
の
形
象
を
考
へ
、
其
の
所
以
を
盡
し
其
の
用
を
索
む
る
時

は
、
其
の
當
に
然
る
べ
き
所
、
粲
然
と
し
て
掩
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
れ
乃
ち
格
物
な
り
。
故
に
物
格
れ

ば
乃
ち
其
の
眞
知
、
初
め
て
明
ら
か
に
し
て
蔽
塞
せ
ず
。
是
れ
明
徳
の
物
に
應
ず
る
所
な
り
。
譬
へ

ば
父
子
の
如
き
は
是
れ
物
な
り
。
父
子
に
就
き
て
格
物
し
來
る
時
は
、
父
は
以
て
慈
に
止
ま
る
べ
く
、

子
は
以
て
孝
に
止
ま
る
べ
き
の
事
理
、
已
む
べ
か
ら
ず
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
當
然
、
自
然
に
明
白
な

り
。
是
れ
物
格
り
て
知
至
る
な
り
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
格
物
致
知
」）1

3
8 

 

素
行
は
「
格
物
」
に
つ
い
て
、
朱
子
同
様
に
「
も
の
に
い
た
る
」
と
読
ん
で
い
る
。13

9

そ
の
「
格
物
」
と
は
、

「
物
」
に
即
し
て
、
そ
の
「
物
」
の
あ
り
方
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
素
行
の
い
う
「
物
」

と
は
、
「
父
子
の
如
き
は
是
れ
物
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
関
係
な
ど
も
「
物
」
に
あ
た
る
。

ど
ん
な
「
物
」
で
も
、
そ
の
あ
り
方
が
理
解
で
き
れ
ば
、
当
為
も
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
引
用
の
例
で
い

え
ば
、
父
子
が
そ
れ
ぞ
れ
「
慈
」
や
「
孝
」
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
そ
れ
に

あ
た
る
。
こ
れ
が
「
知
」
が
「
至
る
」
状
態
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
「
格
物
」
の
読
み
方
も
含
め
、
こ
こ
ま
で
は
程
朱
と
変
ら
な
い
。
素
行
が
程
朱
と
異
な
る

点
は
、「
格
物
」
の
捉
え
方
に
あ
る
。
程
子
の
「
凡
そ
一
物
有
れ
ば
、
必
ず
一
理
有
り
、
窮
め
て
之
れ
に
至

る
、
所
謂
格
物
な
り
。」1

4
0

と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 
 

 

竊
に
按
ず
る
に
、
程
子
格
物
の
説
、
尤
も
麁
に
し
て
精
し
か
ら
ず
。
一
物
に
一
理
あ
る
は
自
然
の
勢

な
り
。
其
の
窮
め
て
之
れ
に
至
る
と
は
、
何
を
以
て
之
れ
を
窮
め
何
を
以
て
之
れ
に
至
ら
ん
や
。
己

れ
が
知
に
随
つ
て
窮
め
至
ら
ば
乃
ち
其
の
知
決
す
べ
か
ら
ず
。
是
れ
其
の
麁
に
し
て
精
し
か
ら
ざ
る

な
り
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
辨
或
問
格
物
致
知
之
説
」）1

4
1 

 

素
行
は
、
程
子
の
説
が
「
格
物
」
の
捉
え
方
が
十
分
で
な
い
と
し
て
い
る
。
特
に
、
「
窮
め
て
之
れ
に
至
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る
」
と
い
う
言
葉
に
批
判
的
で
あ
る
。
程
子
の
「
窮
め
て
之
れ
に
至
る
」
と
は
、
自
己
の
「
知
」
を
「
物
」

に
及
ぼ
す
も
の
だ
と
、
素
行
は
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
、
自
己
の
「
知
」
を
「
物
」
に
及
ぼ
す
と

い
う
考
え
方
は
、
素
行
の
考
え
る
「
格
物
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
物
」
に
「
知
」
を
及
ぼ

そ
う
と
す
る
こ
と
の
何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
。
「
知
」
に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
先

儒
、
各
々
本
性
の
善
に
泥
著
し
て
、
本
然
の
知
、
明
な
る
を
以
て
説
を
立
つ
る
も
、
是
れ
未
だ
審
か
な
ら

ず
。
知
識
は
性
心
の
妙
用
に
し
て
、
唯
だ
知
識
す
る
の
み
、
未
だ
是
非
邪
正
に
渉
ら
ず
」
（
『
山
鹿
語
類
』

聖
學
一
、
致
知
、
「
辨
或
問
格
物
致
知
説
」
）
。142

素
行
に
と
っ
て
「
知
」
と
は
、
善
悪
の
判
断
を
加
え
る

以
前
の
純
粋
な
「
物
」
そ
の
も
の
を
認
識
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
先
儒
」
つ
ま
り

宋
儒
は
善
悪
を
知
る
こ
と
ま
で
を
人
の
「
知
」
だ
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。
素
行
は
、
「
本
然
の
善
」
の

批
判
な
ど
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
絶
対
的
な
善
や
悪
を
知
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

師
曰
く
、
盜
を
以
て
惡
と
為
る
は
、
是
れ
止
む
を
得
ざ
る
の
究
理
な
り
。
我
れ
既
に
之
れ
を
知
識
す
、

故
に
而
今
盜
跖
が
徒
と
為
る
と
雖
も
、
盜
の
惡
た
る
を
知
り
て
之
れ
を
恥
ず
る
な
り
、
雖
（
た
と
）

ひ
古
の
戒
を
知
ら
ず
と
も
、
理
を
盡
し
て
詳
に
思
ふ
と
き
は
、
簒
奪
の
惡
な
る
こ
と
を
知
識
す
べ
し
。

是
れ
人
の
性
は
理
に
厚
き
の
謂
な
り
。
理
を
盡
し
て
詳
に
思
は
ず
と
雖
も
、
性
は
自
知
の
謂
に
非
ず
、

故
に
盜
の
惡
た
る
を
知
る
を
以
て
、
性
善
を
見
る
べ
き
の
謂
に
は
非
ず
。
凡
そ
國
を
竊
み
郡
を
侵
す

の
侯
伯
は
草
業
を
以
て
譽
名
と
為
し
、
鉤
を
盜
み
篋
を
胠
く
の
小
盜
は
賊
の
名
を
以
て
恥
汚
と
為
す
。

皆
、
世
の
習
俗
に
し
て
、
性
も
亦
之
れ
に
從
ふ
。
氣
質
は
俗
に
因
つ
て
易
り
、
性
は
氣
質
に
因
つ
て

差
ふ
こ
と
、
以
て
見
る
べ
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
九
、
性
心
、
「
辨
或
問
天
命
氣
質
性
」
）143 

 

人
の
も
の
を
盗
む
こ
と
が
悪
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
善
悪
を
は
か
る
基
準
は
人
に
内
在
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
盗
む
こ
と
が
悪
で
あ
る
の
は
、
考
え
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
盗
む
こ

と
が
悪
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
決
し
て
絶
対
的
で
は
な
い
。
小
さ
い
も
の
を
盗
め
ば
悪
と
さ
れ
る
の
に
、

国
や
郡
の
よ
う
な
大
き
な
も
の
を
盗
ん
だ
者
は
む
し
ろ
名
誉
を
得
る
。
無
論
、
兵
学
者
で
も
あ
る
素
行
が

国
郡
を
盗
む
行
為
自
体
を
否
定
す
る
は
ず
は
な
い
。
結
局
、
お
な
じ
盗
む
と
い
う
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
と
き
の
世
間
の
習
慣
に
よ
っ
て
悪
に
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
に
措
か
れ
て
い
る
状
況
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
素
行
か
ら
す
る
と
、
「
格

物
致
知
」
を
通
し
て
、
「
物
」
の
善
悪
を
知
ろ
う
と
す
る
、
程
朱
の
考
え
方
が
批
判
さ
れ
る
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。 

 

そ
れ
で
は
、
素
行
の
い
う
「
格
物
致
知
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
善
悪
で
な
け
れ
ば
何
な
の

か
。
そ
れ
は
そ
の
「
物
」
の
純
粋
な
姿
で
あ
る
と
い
え
る
。
素
行
は
「
格
物
致
知
」
を
説
明
し
た
引
用
の

中
で
「
物
に
即
い
て
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
価
値
の
よ
う
な
そ
の
「
物
」
自
体
に
内
在
し
て
い
な

い
こ
と
を
ま
じ
え
な
い
で
、
純
粋
に
そ
の
「
物
」
だ
け
を
見
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う

し
て
そ
の
「
物
」
の
本
当
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
「
物
」
と
自
己
、
あ
る
い
は
そ
の

「
物
」
と
他
の
「
物
」
と
の
関
係
も
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
前
出
の
父
子
の
例
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を

表
し
て
い
る
。 
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無
論
、
「
知
」
を
「
物
」
に
及
ぼ
す
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
素
行
は
人
の
「
知
」
に

意
味
が
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。 

 

師
曰
く
、
知
は
性
心
の
妙
用
に
し
て
、
猶
ほ
目
の
明
あ
り
、
耳
の
聞
く
こ
と
を
為
し
、
口
の
言
を
發

す
る
が
ご
と
し
。
其
の
知
識
す
る
所
の
も
の
は
性
心
の
固
有
な
り
。
人
は
二
五
の
中
を
稟
け
、
其
の

知
萬
物
に
超
越
し
て
尤
も
實
理
に
喩
し
。
能
く
盡
し
能
く
至
る
と
き
は
通
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、
「
論
格
物
致
知
」
）14

4 

 

素
行
は
、
「
知
」
と
は
人
で
あ
れ
ば
誰
し
も
持
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
。
た
だ
、
そ
の
「
知
」
は
「
物
」

の
善
悪
を
知
る
も
の
で
は
な
い
。
善
悪
の
よ
う
な
価
値
は
そ
の
「
物
」
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

「
物
」
と
周
囲
の
状
況
と
の
あ
い
だ
で
決
ま
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
は
「
其
の
善
惡
の

成
る
は
、
格
致
の
功
に
あ
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、
「
辨
或
問
義
利
説
」
）1

4
5

と
い
っ
て
い

る
。
善
悪
は
「
格
物
致
知
」
の
あ
と
で
明
ら
か
に
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
事
物
の
正
確
な
認
識
で
あ
る
「
格
物
致
知
」
が
、「
義
」・「
利
」
を
理
解
す
る
際
に
必
要
だ

と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。『
易
』
乾
卦
文
言
伝
の
「
利
者
義
之
和
也
」
の
解
釈
か
ら
考

え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 

師
曰
く
、
仁
義
禮
智
は
人
の
道
に
し
て
、
利
は
專
ら
義
に
對
し
て
之
れ
を
論
ず
。
愚
謂
へ
ら
く
、
義

は
宜
な
り
、
利
も
又
宜
な
り
。
故
に
曰
く
、「
利
は
義
の
和
な
り
」
と
。
凡
そ
物
と
事
と
、
之
れ
に
處

す
る
に
宜
を
以
て
す
る
、
是
れ
義
な
り
。
事
物
の
宜
に
當
る
と
き
は
、
則
ち
好
ま
ず
欲
せ
ざ
る
の
地

を
も
去
ら
ず
、
是
れ
義
を
以
て
利
と
為
す
な
り
。
天
下
の
間
、
事
物
の
用
、
各
々
其
の
宜
を
得
て
偏

辟
蔽
塞
な
く
、
之
れ
を
天
下
萬
世
に
推
し
て
、
人
々
其
の
宜
を
得
、
是
れ
君
子
の
大
義
大
利
な
り
。

人
必
ず
好
惡
の
心
あ
り
、
其
の
好
惡
す
る
所
、
尤
も
身
に
私
す
る
に
在
り
。
君
子
、
此
に
於
て
果
然

と
し
て
己
を
立
て
ず
し
て
先
づ
人
を
立
つ
。
義
は
是
れ
果
斷
の
決
あ
り
、
他
を
宜
し
く
す
る
の
利
あ

る
な
り
。
小
人
は
果
斷
の
決
な
く
他
を
宜
し
く
す
る
の
志
な
し
。
只
だ
身
の
便
利
を
思
ひ
情
の
放
な

る
を
欲
す
。
是
れ
義
を
措
い
て
利
を
先
に
す
る
な
り
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
義
利
」）

1
4
6 

 

素
行
は
「
義
」
・「
利
」
の
理
解
に
際
し
て
、
こ
れ
を
「
好
惡
」
の
問
題
と
関
連
し
て
捉
え
て
い
る
。1

4
7

素

行
に
お
い
て
は
、
個
人
の
好
悪
を
超
え
る
か
否
か
が
「
君
子
」
の
「
義
」・「
利
」
と
な
る
か
、「
小
人
」
の

「
利
」
と
な
る
か
の
分
岐
点
な
の
で
あ
る
。「
君
子
」
は
個
人
の
好
み
を
超
え
て
、
事
物
の
「
宜
」、
す
な

わ
ち
そ
の
事
物
に
最
も
相
応
し
い
対
処
を
理
解
し
、
実
際
に
そ
れ
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
。「
小
人
」
は
反

対
に
自
己
の
好
悪
に
従
っ
て
、
為
す
べ
き
こ
と
を
理
解
せ
ず
、
他
に
何
ら
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な

く
、
た
だ
「
利
」
の
み
に
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、「
君
子
」
の
「
義
」・「
利
」
に
な
る
た
め
に
は
、
個

人
の
好
悪
を
捨
て
、
事
物
の
正
し
い
対
処
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
事
物
を
純
粋
に
そ
れ
単
独
で
認
識
す
る

こ
と
を
重
視
し
、
先
験
と
し
て
持
っ
て
い
る
「
知
」
を
ま
じ
え
な
い
も
の
で
あ
る
「
格
物
致
知
」
は
、
こ
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の
た
め
に
必
要
と
な
る
。 

 

朱
子
学
で
は
、
「
義
」
は
人
心
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、「
利
」
は
事
物
と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
て
し

ま
う
も
の
と
し
て
い
る
。1

4
8

一
方
、
素
行
の
「
義
」・「
利
」
の
解
釈
で
は
、「
義
」
は
事
物
に
対
す
る
対
応

に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
人
に
固
有
な
の
で
は
な
い
。1

4
9

む
し
ろ
、
事
物
の
正
確
な
認
識

を
放
棄
し
た
時
に
は
、
自
己
本
位
に
な
り
「
利
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
素
行
が
「
義
」
と
「
利
」

と
を
明
確
に
異
質
な
も
の
と
し
な
か
っ
た
の
は
、「
義
」
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
名
目
で
、
自
己
自
身
に

答
え
を
求
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
避
け
よ
う
と
し
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
素
行
の
「
義
」・
「
利
」
の
思
想

は
、
常
に
事
物
に
対
応
し
た
上
で
、
考
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。 

 

二
、「
欲
」
の
肯
定
に
つ
い
て 

 

次
に
、
素
行
の
「
欲
」
の
理
解
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
素
行
は
「
欲
」

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
批
判
し
て
い
る
。 

 

師
曰
く
、
人
、
這
の
氣
稟
形
體
あ
れ
ば
情
欲
あ
り
。
四
支
の
動
靜
に
於
け
る
、
耳
目
の
視
聽
に
於
け

る
、
喜
怒
哀
樂
を
内
に
感
じ
、
飲
食
男
女
を
外
に
索
む
。
皆
情
欲
の
自
然
に
し
て
、
人
物
悉
く
然
り
。

其
の
間
、
人
は
二
五
の
中
を
得
て
其
の
知
識
尤
も
多
し
、
故
に
其
の
欲
も
亦
過
ぐ
。
物
は
知
識
寡
し
、

故
に
情
欲
も
亦
寡
く
し
て
只
だ
見
聞
の
間
の
み
。
故
に
深
計
遠
慮
の
謀
な
し
。
人
物
の
情
欲
、
各
々

已
む
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
氣
稟
形
質
な
き
と
き
は
情
欲
發
す
べ
き
な
し
。
先
儒
無
欲
を
以
て
之
を

論
ず
。
夫
れ
差
謬
の
甚
だ
し
き
な
り
。（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
情
欲 
論
人
必
有
情
欲
」）

1
5
0 

 

「
欲
」
は
、「
氣
稟
形
體
」
が
あ
れ
ば
必
ず
存
在
す
る
も
の
だ
と
い
う
。「
欲
」
は
、「
氣
稟
形
體
」
と
相
即

不
離
の
関
係
な
の
で
あ
る
。
特
に
、
人
と
し
て
の
「
氣
稟
」
は
、
陰
陽
五
行
（
「
二
五
」）
の
気
の
均
衡
が

と
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
必
然
的
に
事
物
を
知
覚
す
る
「
知
識
」
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
欲
」

も
多
く
な
る
。
ま
た
、
同
時
に
人
は
「
知
識
」
が
多
い
か
ら
、
他
の
「
物
」
よ
り
も
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。「
氣
稟
」
が
な
け
れ
ば
、
「
欲
」
は
発
生
し
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
は
深
く
考
え
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
る
。
だ
か
ら
、「
無
欲
」
を
主
張
す
る
こ
と
は
深
謀
遠
慮
が
で
き
る
と
い
う
人
の
長
所
を
も
否
定
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
素
行
は
「
欲
」
が
「
知
識
」
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
「
無
欲
」
は
周
濂
溪
の
主
張
だ
と
、
素
行
は
考
え
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
周
濂
溪
の
『
通
書
』
の
記
述
に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

  
 

師
曰
く
、
通
書
に
聖
學
を
論
じ
て
曰
く
、
「
一
を
要
と
為
す
。
一
と
は
無
欲
な
り
、
無
欲
は
靜
虛
動 

 
 

直
な
り
。
靜
虛
な
れ
ば
明
か
な
り
、
明
か
な
れ
ば
通
ず
、
動
直
な
れ
ば
公
な
り
、
公
な
れ
ば
溥
し
。 

 

 
 

明
通
公
溥
は
庶
い
か
な
」
と
。
愚
謂
へ
ら
く
、
周
子
、
聖
學
の
要
を
以
て
一
と
為
し
、
一
を
以
て
無 

 
 

欲
と
為
す
。
其
の
辭
、
易
簡
に
し
て
其
の
宗
、
異
端
に
在
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、 
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「
周
子
」
）151 

 

素
行
は
、
周
濂
溪
が
「
無
欲
」
を
学
問
の
枢
要
に
据
え
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
実
際
、
朱
子
は
「
無
欲
」

よ
り
も
「
寡
欲
」
を
い
う
こ
と
が
多
く
、
本
章
冒
頭
の
引
用
文
で
素
行
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
か
な
ら

ず
し
も
「
無
欲
」
を
強
く
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。1

5
2 

 

 

し
か
し
ま
た
、
素
行
は
朱
子
が
ま
っ
た
く
「
無
欲
」
を
否
定
し
て
い
る
と
も
考
え
て
い
な
い
。
『
通
書
』 

当
該
箇
所
に
対
す
る
朱
子
の
評
価1

5
3

に
つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

  
 

朱
子
曰
く
、
「
無
欲
と
敬
と
一
般
な
り
、
敬
の
字
に
比
す
れ
ば
分
外
分
明
な
り
。
之
れ
を
要
す
る
に
、

敬
を
持
す
る
は
頗
る
力
を
費
す
に
似
た
り
、
無
欲
に
し
て
擺
脱
す
る
に
如
か
ず
。
人
は
欲
あ
る
が
為

に
、
此
の
心
、
便
ち
千
頭
萬
緒
な
り
」
と
。
是
れ
朱
子
も
亦
無
欲
の
説
を
為
す
な
り
。
人
は
只
だ
欲

あ
る
が
為
に
人
た
り
、
欲
あ
る
が
為
に
教
あ
り
。
此
の
欲
は
惟
れ
知
識
の
全
き
に
因
つ
て
な
り
。
草

木
の
知
る
こ
と
無
き
、
鳥
獸
の
知
る
こ
と
寡
き
は
、
其
の
欲
尤
も
人
よ
り
薄
し
。
草
木
鳥
獸
を
以
て

聖
學
の
要
此
に
あ
り
と
為
す
か
。
周
子
が
無
欲
の
説
、
取
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
（
『
山
鹿
語
類
』

聖
學
三
、
雜
子
、
「
周
子
」
）1

5
4 

 

素
行
は
、
朱
子
が
周
濂
溪
の
「
無
欲
」
の
説
に
賛
同
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
本
論
文
第
二
章
で
は
、

朱
子
に
は
先
行
す
る
儒
者
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、
朱
子
が
「
無
欲
」
に
肯
定
的

な
の
は
ま
さ
に
そ
の
一
環
で
あ
る
と
、
素
行
は
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。1

5
5

そ
れ
で
は
「
無
欲
」
を
主
張

す
る
こ
と
の
問
題
点
と
は
何
か
。
素
行
は
、
こ
の
よ
う
な
「
無
欲
」
の
主
張
が
、
人
と
し
て
本
来
持
っ
て

い
る
「
知
識
」
に
対
す
る
認
識
を
誤
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
人
の

「
知
識
」
は
「
氣
稟
」
に
由
来
す
る
。
「
無
欲
」
の
主
張
は
、
人
と
し
て
の
「
氣
稟
」
を
否
定
し
、
人
を
草

木
や
鳥
獣
と
同
等
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
と
、
素
行
は
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、

素
行
は
人
の
「
知
」
に
対
し
て
、
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
た
。
「
欲
」
が
「
知
識
」
と
む
す
び
つ
く
以

上
、
「
欲
」
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

『
謫
居
童
問
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
す
ら
い
っ
て
い
る
。 

 
 

 

凡
そ
知
識
あ
る
も
の
皆
欲
心
あ
り
。
殊
に
人
の
知
は
萬
物
に
過
ぐ
る
を
以
て
、
そ
の
欲
心
も
又
萬
物

に
こ
ゆ
。
此
の
欲
心
有
る
よ
り
聖
人
に
も
至
る
べ
し
。
更
に
欲
心
を
嫌
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
。
（
『
謫
居

童
問
』
巻
第
一
）1

5
6 

 

人
は
、
「
知
識
」
が
優
れ
て
い
る
か
ら
、「
欲
」
が
万
物
よ
り
も
多
い
。
「
欲
心
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
聖

人
」
に
も
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
素
行
に
と
っ
て
「
欲
」
と
は
、
人
が
人
と
し
て
の
「
知
識
」
を

行
使
す
る
上
で
の
鍵
を
握
る
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
排
除
す
べ
き
も
の
な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
素
行
は
一
方
で
「
人
の
情
欲
は
必
ず
過
溢
し
て
足
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
聖
人
教
を
立
て
て
之

れ
を
制
節
す
る
、
又
已
む
こ
と
を
得
ざ
る
の
自
然
な
り
」（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
情
欲 

論
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不
可
令
欲
充
之
」）15

7

と
も
い
っ
て
お
り
、「
欲
」
が
人
を
害
す
る
も
の
に
な
り
得
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

決
し
て
、
「
欲
」
を
全
面
的
に
肯
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。 

 

ま
た
、
次
の
よ
う
な
言
葉
も
あ
る
。 

 

師
曰
く
、
人
皆
欲
あ
り
、
多
く
氣
稟
の
偏
る
處
に
就
い
て
其
の
欲
同
じ
か
ら
ず
。
氣
稟
の
剛
底
な
る

人
は
事
を
處
す
る
に
必
ず
大
剛
に
失
す
。
柔
底
の
人
は
則
ち
事
を
處
す
る
に
必
ず
大
柔
に
失
す
。
陽

偏
な
れ
ば
事
を
處
す
る
こ
と
、
必
ず
大
過
に
失
し
、
情
忿
怒
多
し
。
陰
偏
な
れ
ば
事
を
處
す
る
こ
と
、

必
ず
不
及
に
失
し
、
情
吝
退
多
し
。
是
れ
皆
氣
稟
の
偏
る
處
に
就
い
て
其
の
所
見
、
往
々
同
じ
か
ら

ず
。
是
れ
皆
、
情
欲
な
り
。
學
者
、
其
の
偏
る
處
に
就
い
て
克
治
擴
充
す
れ
ば
義
、
欲
に
勝
つ
。
（
『
山

鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、
論
情
欲
、
「
論
人
必
有
情
欲
」
）158 

 

「
欲
」
の
か
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
「
氣
稟
」
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
。
素
行
の
「
欲
」
の
議
論

に
お
い
て
は
、
「
欲
」
と
「
氣
稟
」
の
関
連
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
氣
」
と
は
、
個
々
の
人
や
物

が
そ
れ
ぞ
れ
か
た
ち
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。1

5
9

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
ち
を
持
っ
て
、
こ
の
世
に
存
在
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
欲
」
も
個
々
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

個
々
の
「
欲
」
同
士
が
対
立
し
、
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
あ
る
の
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
欲
」
は
人
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
聖
人
も
抑
制
す
る
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
素
行
が
「
無
欲
」
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
欲
」
に
よ
る
対
立
が
起
る
こ
と
自

体
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
対
立
が
起
り
得
る
状
態
か
ら
逃
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
り
詳
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、
朱
子
の
言
葉
と
比
較
し

て
み
る
。 

 

然
れ
ど
も
人
の
氣
稟
偏
有
り
、
見
る
所
も
亦
往
往
同
じ
か
ら
ず
。
氣
稟
剛
の
人
の
如
く
ん
ば
、
則
ち

剛
の
處
を
見
る
こ
と
多
く
し
て
、
事
に
處
す
れ
ば
必
ず
之
れ
を
太
剛
に
失
す
。
柔
の
人
な
れ
ば
、
則

ち
柔
の
處
を
見
る
こ
と
多
く
し
て
、
事
に
處
す
れ
ば
必
ず
之
れ
を
太
柔
に
失
す
。
須
く
先
づ
氣
稟
の

偏
る
處
に
就
き
て
克
治
す
べ
し
。（『
朱
子
語
類
』
巻
第
十
三
）1

6
0 

 

実
は
、
素
行
の
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
『
朱
子
語
類
』
と
お
な
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
、

朱
子
も
「
氣
稟
」
が
偏
り
を
生
む
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
朱
子
の
場
合
は
、
だ
か
ら
こ
そ
「
氣
稟
」
を

克
服
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
対
立
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
良
い
。 

 

こ
こ
ま
で
見
れ
ば
、
素
行
の
「
欲
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
「
利
」
の
と
き
と
同
様
の
展
開
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
宋
儒
は
「
義
」
と
「
利
」
と
を
辨
別
し
た
う
え
で
、

「
利
」
を
事
物
と
の
関
係
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
人
に
内
在
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
い
た
。
い
わ

ば
、
そ
の
よ
う
に
し
て
「
利
」
を
人
の
本
性
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
「
欲
」
も
そ
れ
と
同
様
に
、

克
服
の
対
象
と
し
、
人
に
本
来
的
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
素
行
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が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
「
欲
」
が
発
生
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
人
は
「
欲
」

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
人
を
害
す
る
危
険
性
の
あ
る
「
欲
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
た
だ
し
い
対
応
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
危
険
性
の
あ

る
「
欲
」
か
ら
目
を
背
け
て
は
い
け
な
い
か
ら
こ
そ
、
素
行
は
「
無
欲
」
を
求
め
る
こ
と
を
強
く
批
判
し

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

三
、「
利
」・「
欲
」
と
「
公
」
と
の
関
係 

 

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
素
行
の
「
利
」
と
「
欲
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
見
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
素
行
は
「
利
」
や
「
欲
」
の
危
険
性
を
受
止
め
、
そ
の
中
で
た
だ
し
い
対
処
を
し
て
い
く
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
「
利
」
・
「
欲
」
と
「
公
」

と
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。 

 

素
行
の
解
釈
の
特
徴
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は
朱
子
の
考
え
に
つ
い
て
、
そ
の
『
孟
子
』
の
注
釈

か
ら
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 

此
章
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
仁
義
、
人
心
の
固
有
に
根
ざ
す
、
天
理
の
公
な
り
。
利
心
、
物
我
の
相
形
に

生
ず
、
人
欲
の
私
な
り
。
天
理
に
循
へ
ば
、
則
ち
利
を
求
め
ず
し
て
、
自
ら
利
な
ら
ざ
る
無
し
。
人

欲
に
徇
へ
ば
、
則
ち
利
を
求
む
る
も
未
だ
得
ず
し
て
、
害
已
に
之
れ
に
隨
ふ
。
所
謂
毫
釐
の
差
、
千

里
の
謬
な
り
。（『
孟
子
集
註
』
梁
惠
王
上
篇
）1

6
1 

 

朱
子
は
人
に
固
有
の
仁
義
を
「
公
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、「
利
心
」
は
物
と
己
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
形

を
な
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
私
」
と
し
て
い
る
。
朱
子
に
と
っ
て
、

人
に
は
本
来
「
公
」
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
要
因
が
内
在
し
て
い
る
の
だ
が
、
自
己
と
事
物
と
の
存
在
の

仕
方
に
よ
っ
て
「
私
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
蓋
し
學
者
此
に
お
い
て
、
反
り
て
諸
を
身

に
求
め
て
、
之
れ
を
自
得
し
、
夫
の
外
誘
の
私
を
去
つ
て
、
其
の
本
然
の
善
を
充
た
さ
ん
こ
と
を
欲
す
」（
『
中

庸
章
句
』
首
章
）1

6
2

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
事
物
か
ら
の
誘
惑
に
よ
っ
て
「
私
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
事
物
と
か
か
わ
る
前
の
、
本
来
の
自
己
に
立
返
る
方
法
が
必
要
と
な
る
。 

 

一
方
、
素
行
は
ど
う
か
。 

 
 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
聖
人
の
教
は
猶
ほ
天
道
の
流
行
し
造
化
の
遂
に
亨
る
が
ご
と
く
、
更
に
苟
且
作
為
す

る
こ
と
な
し
。
故
に
其
の
知
を
致
さ
ん
と
欲
す
る
と
き
は
物
に
格
る
を
以
て
要
と
為
す
な
り
。
所
謂

我
知
は
自
ら
其
れ
明
な
り
、
其
れ
通
ぜ
り
と
思
ふ
な
り
。
是
れ
を
物
に
及
ぼ
し
て
、
物
安
頓
せ
ず
、

事
全
備
せ
ざ
る
と
き
は
、
其
の
知
皆
妄
作
な
り
。
速
に
舊
見
を
措
き
て
新
意
を
來
す
べ
し
。
是
れ
致

知
の
要
は
格
物
に
在
る
な
り
。
異
端
の
教
は
唯
だ
自
ら
の
臆
説
を
以
て
其
の
知
識
を
究
む
。
故
に
公

共
底
な
ら
ず
、
全
備
底
な
ら
ず
。
物
と
事
と
に
及
ぼ
し
て
交
渉
せ
ず
、
竟
に
日
用
と
別
な
り
。
凡
そ

致
知
の
極
は
格
物
に
於
て
せ
ざ
る
と
き
は
、
其
の
理
燭
ら
す
と
思
ふ
と
も
、
亦
捷
徑
淺
知
に
し
て
論

ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
格
物
致
知
」）1

6
3 
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「
格
物
」
す
な
わ
ち
事
物
の
あ
り
方
を
正
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。
も
し
、
自
己
の
考
え

が
実
際
の
事
物
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
不
具
合
を
起
す
の
で
あ
れ
ば
、
事
物
に
合
わ
せ
て
自
己
の
考
え
の

方
を
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
異
端
」
は
そ
れ
が
で
き
な
い
で
、
過
っ
た
自
説
を
基
準
と
す
る
か
ら
、

「
公
共
」
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。1

6
4

素
行
は
、
自
己
の
考
え
と
現
実
の
事
物
の
あ
り
方
と
が
対
立

し
た
時
に
は
、
事
物
に
従
う
こ
と
で
「
公
」
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
素
行
は
、
朱
子
と
は
反

対
に
事
物
こ
そ
が
「
公
」
の
基
準
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
素
行
は
そ
の
よ
う
に
事
物
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
者
の
考
え
と
「
日
用
」

と
が
乖
離
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
前
章
ま
で
の
議
論
を
振
返
る
と
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
「
日

用
」
と
は
「
自
然
」
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
事
物
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
「
自
然
」

に
反
す
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
自
然
」
は
根
底
で
は
一
体
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一
体
性
は

人
に
は
認
識
で
き
ず
、
人
に
認
識
で
き
る
の
は
個
別
的
な
世
界
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
も
個
別
的
な
世
界

で
は
、
自
然
災
害
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
の
目
か
ら
は
対
立
と
し
か
見
え
な
い
よ
う
な
事
態
が
起
る
。

こ
こ
で
素
行
が
い
っ
て
い
る
、
自
己
の
考
え
と
事
物
の
あ
り
方
と
が
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
も
、
対
立
が
起

っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
自
己
の
考
え
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

対
立
状
況
を
直
視
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
事
物
と
の
関
係
を
回
避
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
素
行
は
「
物
と
事
と
に
及
ぼ
し
て
交
渉
せ
ず
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
考
え
る
と
、
素
行
の
い
う
「
公
」
と
は
人
と
事
物
と
が
対
立
す
る
可
能
性
を
孕
ん
だ
、
緊
張
状
態
の
中

に
こ
そ
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
し
て
、
「
欲
」
や
「
利
」
と
は
、
ま
さ
に
対
立
に
至
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前

節
ま
で
で
見
た
よ
う
に
、
素
行
が
一
貫
し
て
批
判
し
て
い
る
の
は
、
「
利
」
や
「
欲
」
を
否
定
し
て
、
自

己
の
内
面
に
立
返
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
「
欲
」
や
「
利
」
自
体
を
消
去
可
能
な
も

の
と
捉
え
る
こ
と
は
、
対
立
に
至
る
可
能
性
を
観
念
の
う
え
で
消
去
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
素

行
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
で
は
「
公
」
に
至
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
あ
く
ま
で
、
「
欲
」
や
「
利
」

が
発
生
す
る
状
況
を
直
視
し
な
く
て
は
、
決
し
て
「
公
」
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
素
行
は
「
凡
そ
聖
人
の
學
、
日
用
事
物
の
間
、
語
默
動
靜
の
用
、
皆
欲
な
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖

學
十
一
、
大
原
、
「
論
周
子
太
極
圖
説
主
靜
説
」
）165

と
も
い
っ
て
い
る
。
「
欲
」
が
存
在
し
得
な
い
領
域

な
ど
、
こ
の
世
界
に
は
本
来
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
「
聖
人
」
は
そ
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。 

 
 

 

師
曰
く
、
聖
人
戒
む
る
所
の
利
欲
は
、
皆
私
す
る
所
あ
り
、
為
に
す
る
所
あ
り
て
、
其
の
情
欲
を
放

に
す
る
な
り
。
財
利
あ
り
名
利
あ
り
、
聲
色
飲
食
の
欲
あ
り
。
凡
そ
情
欲
の
便
利
を
好
む
こ
と
天
下

の
人
皆
然
り
。
己
が
欲
を
放
に
し
て
身
の
利
に
喩
き
を
私
と
曰
ひ
、
己
と
曰
ひ
、
我
と
曰
ふ
。
皆
是

れ
他
に
及
ぼ
さ
ず
人
を
顧
み
ず
、
始
終
を
考
へ
ず
、
唯
だ
一
人
の
情
欲
を
肆
に
す
る
の
謂
な
り
。（『
山

鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
論
情
欲 

論
人
必
有
情
欲
」）1

6
6 
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「
聖
人
」
が
戒
め
て
い
る
「
利
」
・
「
欲
」
は
、
自
分
一
人
の
た
め
だ
け
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
し

て
い
る
。
こ
れ
が
、
本
章
冒
頭
に
触
れ
た
「
小
人
」
が
用
い
る
「
利
」
・
「
欲
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
だ
ろ
う
。
決
し
て
、「
利
」・「
欲
」
の
全
て
が
「
私
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

本
章
冒
頭
の
引
用
に
「
利
欲
の
字
は
君
子
之
れ
を
用
ふ
れ
ば
亨
り
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
「
君
子
」
が
「
利
」・

「
欲
」
を
用
い
れ
ば
、
多
く
の
人
に
良
い
結
果
を
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、
自
己
本
位
の
「
私
」
に
陥
っ
た

り
は
し
な
い
。
こ
れ
は
、「
君
子
」
は
事
物
を
正
確
に
認
識
し
て
、
当
為
を
導
き
出
す
か
ら
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
「
利
」
・
「
欲
」
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
方
が
、
自
己
に
内
在
し
て
い
る
「
知
」
の
過
信
に
つ
な
が
り
、

事
物
の
自
然
な
あ
り
方
を
見
失
う
。
そ
れ
が
、
「
私
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
素
行
に
お
い
て
は
、

朱
子
の
よ
う
に
「
利
」・「
欲
」
が
「
私
」
と
な
る
の
で
は
な
く
、「
利
」・「
欲
」
へ
の
対
処
に
よ
っ
て
「
公
」

に
も
「
私
」
に
も
な
る
。「
利
」
・
「
欲
」
の
存
在
を
受
入
れ
た
上
で
、
そ
れ
が
「
君
子
」
の
「
利
」
・
「
欲
」

に
な
る
よ
う
務
め
る
こ
と
が
「
公
」
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
「
公
」
を
「
利
」・「
欲
」

と
対
立
的
に
考
え
て
し
ま
え
ば
、
い
つ
ま
で
も
「
公
」
に
辿
り
着
く
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

四
、
素
行
の
「
公
」
の
性
格
に
つ
い
て 

 

前
節
で
は
、
素
行
の
思
想
に
お
い
て
「
公
」
と
「
利
」・「
欲
」
と
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
を
考

察
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
素
行
の
「
公
」
の
性
格
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

素
行
の
「
公
」
は
、
事
物
を
正
確
に
認
識
し
、
事
物
に
即
し
て
決
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事

物
に
即
し
て
「
公
」
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
と
き
に
対
し
て
い
る
事
物
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度

「
公
」
が
決
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
。 

 

素
行
は
、
程
子
が
「
公
に
し
て
以
て
人
之
れ
を
體
す
、
故
に
仁
と
為
す
。
只
だ
公
と
為
れ
ば
、
則
ち
物

我
兼
ね
て
照
ら
す
、
故
に
仁
な
り
」16

7

と
「
公
」
で
あ
れ
ば
物
我
の
隔
た
り
を
超
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
仁
」

に
至
る
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。 

 
 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
公
は
天
下
に
及
び
古
今
に
亙
り
て
障
蔽
せ
ざ
る
の
謂
な
り
。
故
に
聖
門
の
教
、
其
の

指
示
す
る
所
各
々
公
を
以
て
す
。
何
ぞ
必
ず
し
も
仁
に
於
て
公
を
謂
ふ
べ
け
ん
や
。
程
子
の
所
謂
公

の
字
指
す
所
切
な
ら
ず
、
多
く
公
を
以
て
廣
大
流
行
底
と
為
し
、
此
の
心
豁
然
と
し
て
表
裏
に
徹
す
、

是
れ
天
理
の
公
な
り
と
為
す
。
故
に
只
だ
虛
空
に
説
著
し
來
り
て
、
其
の
己
に
切
な
る
を
見
ず
。（
中

略
）
公
の
説
究
め
盡
さ
ざ
る
と
き
は
、
只
だ
博
大
を
以
て
其
の
論
を
立
て
、
竟
に
天
下
を
公
に
し
て

物
我
の
私
な
き
の
言
あ
り
。
公
は
博
大
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、
然
し
て
其
の
博
大
の
用
も
其
の
理
を

究
め
ざ
る
と
き
は
、
實
な
く
し
て
亦
只
だ
是
れ
説
け
る
の
み
な
り
。
公
を
以
て
專
ら
仁
の
用
と
為
す
、

故
に
程
門
の
物
我
一
體
の
弊
あ
り
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
五
、
仁
仁
義
五
常
誠
忠
信
敬
、「
辨
或
問
仁

之
説
」）1

6
8 

 

素
行
は
、
程
子
が
「
公
」
と
「
仁
」
と
を
関
連
さ
せ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
素
行
に
と
っ
て
「
公
」

と
「
仁
」
と
は
別
々
の
概
念
で
あ
り
、
両
者
を
混
同
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
も
、
程
子
の
「
公
」
の
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理
解
は
十
分
で
は
な
く
、
切
実
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
程
子
の
い
う
「
公
」
は
、
た
だ
漠

然
と
広
い
だ
け
で
、
実
際
に
は
空
虚
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
公
」
自
体
は
博
大
な
も
の
で

あ
っ
て
も
、
現
実
の
「
公
」
の
あ
り
方
（「
用
」）
と
い
う
内
実
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
墨
子
の
「
兼
愛
」
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。 

 
 

 

或
ひ
と
問
ふ
、
子
は
遠
大
を
以
て
君
子
の
利
と
す
。
墨
子
が
兼
愛
、
頂
を
摩
し
て
踵
に
放
る
ま
で
天

下
を
利
す
こ
と
を
為
す
、
是
れ
君
子
の
利
に
近
き
か
。 

師
曰
く
、
墨
子
が
所
謂
兼
愛
は
格
致
の
學
な
し
。
專
ら
兼
愛
を
以
て
教
を
立
つ
。
其
の
説
義
に
似
て

尤
も
天
下
の
至
公
に
非
ず
。
君
子
の
所
謂
義
は
、
近
き
よ
り
遠
き
に
及
び
、
卑
き
よ
り
高
き
に
及
ぶ
。

身
を
修
め
家
を
齊
へ
て
以
て
國
天
下
に
及
ぶ
な
り
。
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
べ
き
の
義
あ
る
と

き
は
、
身
を
殺
し
て
傷
し
ま
ず
。
身
を
後
に
し
て
以
て
人
を
立
つ
べ
き
の
義
あ
る
と
き
は
、
身
を
後

に
し
て
以
て
人
を
立
つ
。
墨
子
の
兼
愛
を
謂
ふ
は
則
ち
是
れ
格
致
な
し
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、

致
知
、「
辨
或
問
義
利
之
説
」）1

6
9 

 

す
で
に
見
た
よ
う
に
、「
君
子
の
利
」
と
は
事
物
の
あ
り
方
を
正
確
に
認
識
し
、
為
す
べ
き
こ
と
を
理
解
し

た
上
で
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
か
ら
、
墨
子
の
「
兼
愛
」
の
よ
う
に
無
差
別
に
「
利
」
を
も
た
ら
そ

う
と
す
る
考
え
方
と
は
違
う
。
親
疎
を
問
わ
な
い
墨
子
の
や
り
方
は
、
内
実
を
伴
わ
な
い
空
虚
な
考
え
方

に
陥
っ
て
い
る
と
す
る
。
素
行
は
、
こ
の
点
か
ら
墨
子
の
「
兼
愛
」
を
「
天
下
の
至
公
」
で
は
な
い
と
い

う
。
素
行
に
と
っ
て
、
状
況
に
的
確
に
対
応
で
き
て
、
始
め
て
「
公
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
素
行
の
「
公
」
は
状
況
に
よ
っ
て
内
実
が
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
相
対
的
に
な

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
天
理
」
と
結
び
附
く1

7
0

、
程
朱
の
「
公
」
と
は
あ
り
方
が
違
う
の
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
状
況
に
応
じ
た
「
公
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
個
々
の
「
公
」

が
矛
盾
対
立
す
る
事
態
も
起
り
得
る
。
そ
の
た
め
、「
公
」
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々
の
状

況
を
俯
瞰
で
き
る
立
場
か
ら
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。 

 

現
実
的
に
そ
の
立
場
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
国
家
に
よ
る
政
治
の
場
以
外
に
あ
り
得
な
い
。 

 
 

 

問 

公
論
私
見
の
わ
か
ち
如
何
。 

 
 

答 

公
論
と
云
ふ
は
天
下
の
人
々
是
れ
を
用
ひ
て
行
ふ
に
利
あ
り
、
天
下
の
善
知
の
人
是
れ
を
是
と 

し
、
上
古
の
聖
人
是
れ
を
行
ふ
に
、
鬼
神
こ
れ
に
通
ず
る
を
公
義
・
公
論
・
公
是
と
云
ふ
也
。
其
の 

身
一
人
の
是
と
し
一
人
の
行
ふ
こ
と
に
し
て
、
一
人
樂
し
む
こ
と
は
、
皆
私
見
・
臆
説
・
獨
樂
也
。 

異
端
は
身
を
利
し
て
人
を
不
用
、
身
を
樂
し
ま
し
め
て
大
倫
を
す
て
、
身
を
潔
く
し
て
世
間
を
不
顧
、 

是
れ
其
の
利
す
る
處
所
樂
所
潔
、
と
も
に
一
人
己
身
の
私
に
し
て
、
大
道
・
公
共
底
に
あ
ら
ず
。（
中 

略
）
是
れ
を
以
て
世
々
の
聖
道
聖
人
の
道
に
ち
な
む
時
は
天
下
安
し
。
異
端
に
よ
る
と
き
は
國
や
ぶ 

れ
天
下
ほ
ろ
ぶ
。（
中
略
）
こ
こ
を
以
て
云
ふ
時
は
、
國
家
の
治
亂
悉
く
聖
學
異
端
に
不
出
。
國
家
の 

敗
亡
は
異
端
の
制
あ
れ
ば
也
。
國
家
の
治
平
は
聖
學
の
趣
向
あ
れ
ば
也
と
可
知
也
。
實
に
異
端
を
用 

ひ
て
は
無
不
亡
、
聖
教
を
立
て
て
無
不
治
と
可
知
也
。
（『
謫
居
童
問
』
巻
四
）1

7
1 
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質
問
は
「
公
論
」
と
「
私
見
」
に
つ
い
て
だ
が
、
素
行
の
解
答
は
「
公
論
」
・
「
私
見
」
の
内
容
に
は
じ
ま

っ
て
「
聖
教
」・
「
異
端
」
と
な
り
、
最
終
的
に
国
家
の
存
亡
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
議
論
の
展
開

を
見
れ
ば
、
素
行
の
「
公
」
が
国
家
の
問
題
に
帰
結
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
だ
ろ
う
。 

 

「
公
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
共
同
性
や
公
平
性
・
公
共
性
の
意
味
と
支
配
機
構
の
意
味
と
が
あ
る
と
い

う
が1

7
2

、
素
行
の
場
合
、
国
家
に
よ
る
政
治
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
後
者
の
意
味
が
強
く
な
る
。「
公
」

と
「
公
共
」
と
い
う
言
葉
の
用
い
方
に
差
が
な
い
こ
と
も
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。「
公
」
に
お
け
る
国
家
の

政
治
を
重
視
す
る
傾
向
は
、
政
治
の
責
任
を
明
確
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
。 

 
 

 

政
事
は
至
大
至
公
を
以
て
本
と
し
て
、
一
所
に
か
た
よ
ら
ん
は
私
す
る
の
事
な
れ
ば
、
其
の
用
尤
も

少
き
也
、
人
君
詳
か
に
糾
明
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。（『
山
鹿
語
類
』
君
道
十
二
、
治
談
下
、

「
人
の
為
に
利
を
廣
む
」）1

7
3 

 

政
治
は
、「
公
」
を
基
本
と
し
て
「
私
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

素
行
は
、
政
治
に
は
「
公
」
を
実
現
す
る
責
任
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
一
章
で
丸
山
と
田
原
と
の
見
解
の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
た
際
に
、
主
君
の
役
割
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

素
行
の
思
想
に
自
然
的
秩
序
を
想
定
し
な
い
丸
山
は
、
主
君
の
主
体
的
役
割
を
論
じ
て
い
た
。
そ
れ
に
対

し
、
統
合
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
秩
序
が
自
然
に
存
在
す
る
と
す
る
田
原
は
、
主
君
の
役
割
を
「
シ
ム

ボ
ル
」
と
捉
え
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
や
は
り
素
行
は
主
君
の
能
動
的
な
働
き
を
求
め
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
統
合
を
も
た
ら
す
原
理
が
自
然
の
中
に
あ
っ
て
も
、
素
行
の
思

想
に
お
い
て
そ
れ
は
人
に
は
見
え
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
人
が
な
す
べ
き
は
、
結
局
、
目
の
前

の
こ
と
に
務
め
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
主
君
は
決
し
て
「
シ
ム
ボ
ル
」
と
し
て
あ
れ
ば
良
い
と
い
う
の

で
は
な
い
。 

 

最
後
に
、
実
際
に
「
公
」
の
政
治
を
成
遂
げ
た
例
と
し
て
、
北
条
泰
時
の
逸
話
と
そ
れ
に
対
す
る
素
行

の
評
を
見
て
み
よ
う
。 

泰
時
の
従
兄
弟
に
「
谷
殿
左
近
大
夫
久
重
」
と
い
う
人
物
が
い
た
が
、
こ
の
久
重
が
「
六
百
餘
石
」
の

不
正
な
蓄
財
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
泰
時
は
久
重
を
死
刑
に
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
父
の
義
時
を
は
じ
め
と
す
る
一
族
親
類
が
集
ま
っ
て
、
減
俸
に
し
た
上
で
の
助
命
を
求
め
た
。

そ
れ
に
対
し
て
泰
時
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。 

 
 

 

泰
時
云
は
く
、
全
く
米
の
惜
し
き
と
云
ふ
に
は
不
有
、
彼
れ
は
父
の
た
め
に
甥
な
り
、
泰
時
に
は
い

と
こ
也
、
然
れ
ば
彼
れ
が
た
め
に
千
萬
石
を
費
す
と
も
何
を
以
て
惜
し
か
る
べ
き
。
凡
そ
米
は
國
の

廣
狹
に
よ
つ
て
有
限
て
生
ず
、
國
の
生
靈
又
有
限
、
國
を
治
る
者
米
を
蓄
ふ
る
事
は
國
の
民
を
養
ふ

の
た
め
也
、
彼
れ
ゆ
ゑ
ん
あ
り
て
い
た
さ
ん
に
は
不
苦
、
過
奢
を
好
み
美
女
を
愛
し
て
、
諸
人
を
養

ふ
の
蓄
を
損
す
、
是
れ
國
賊
也
。
泰
時
政
道
を
守
り
て
、
君
の
た
め
國
の
た
め
幼
主
後
見
の
名
を
け

が
さ
ん
は
、
正
直
の
不
道
と
云
ひ
て
、
終
に
彼
れ
を
害
し
ぬ
と
也
。
親
に
お
い
て
公
を
不
棄
事
、
難



56 

 

有
正
直
也
。（『
山
鹿
語
類
』
士
談
五
、「
正
直
」）1

7
4 

 

泰
時
に
し
て
も
従
兄
弟
で
あ
る
久
重
を
罰
す
る
の
は
、
苦
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
父
で
あ
る

義
時
の
意
見
を
も
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
泰
時
が
久
重
を
処

罰
す
る
の
は
「
民
」
の
こ
と
を
思
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
。
こ
こ
に
お
い
て
優
先
さ
れ
て
い
る
の
は
、
個
人

的
感
情
で
は
な
く
、
多
く
の
民
の
生
活
な
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
引
用
の
末
尾
の
「
親
に
お
い
て
～
」
か
ら
始
ま
る
一
文
が
、
こ
の
逸
話
に
対
す
る
素
行
の

評
価
に
当
る
。
こ
の
泰
時
の
判
断
を
親
族
関
係
や
愛
着
よ
り
も
「
公
」
の
方
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
素
行
は
、
こ
れ
を
「
有
り
難
き
正
直
」、
つ
ま
り
邪
な
気
持
ち
の
な
い
も
の
で
あ
り
、

極
め
て
稀
有
な
こ
と
だ
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
素
行
は
こ
こ
に
、「
公
」
を
実
現
す
る
責
任
を
担
っ
て
い

る
為
政
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

五
、
周
濂
溪
批
判
と
の
関
連 

 

本
章
の
締
め
括
り
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
宋
儒
と
素
行
の
「
公
」
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
違
い
を
考
え
る

こ
と
と
す
る
。 

 

前
章
に
お
い
て
、
世
界
に
は
理
不
尽
と
し
か
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
事
態
が
起
り
得
る
も
の
だ
と
い
う
、

素
行
の
理
解
に
触
れ
た
。
前
章
で
は
自
然
災
害
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
「
日
用
」
が
「
自
然
」

で
も
あ
る
素
行
の
世
界
観
に
お
い
て
は
、
人
の
世
で
も
同
様
の
こ
と
が
あ
り
得
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
人

と
人
と
が
対
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
の
「
利
」
や
「
欲
」
の
存
在
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
そ
う
見
れ
ば
、
程
朱
が
「
利
」
や
「
欲
」
を
克
服
可
能
な
も
の
と
見
た
こ
と
は
、
そ
う
い
っ
た
対
立

に
陥
る
危
険
か
ら
脱
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

素
行
と
宋
儒
と
の
違
い
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
知
る
た
め
、
も
う
一
度
素
行
が
程
朱
の
「
格
物
致
知
」

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
程
朱
が
「
格
物
」
を
「
窮
理
」
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

素
行
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

 
 

師
曰
く
、
程
朱
窮
理
の
説
、
其
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
理
の
一
字
に
在
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
天
地
の

間
、
事
物
萬
差
と
雖
も
、
其
の
本
を
索
む
れ
ば
一
理
に
し
て
分
殊
た
り
。
其
の
清
濁
偏
正
淺
深
厚
薄

は
、
氣
質
物
欲
に
し
て
、
天
命
の
性
心
知
識
は
是
れ
一
な
り
。
故
に
其
の
虛
靈
、
以
て
天
下
の
理
を

管
る
に
足
れ
り
。
理
は
萬
物
に
散
在
す
と
雖
も
、
而
も
其
の
用
の
微
妙
な
る
は
實
に
一
人
の
心
に
外

な
ら
ず
。
是
れ
理
の
極
ま
る
處
、
未
だ
嘗
て
通
ぜ
ず
ん
ば
非
ざ
る
の
謂
に
し
て
、
其
の
窮
究
底
は
類

を
以
て
之
れ
を
推
し
、
積
習
久
し
く
し
て
一
旦
豁
然
た
る
、
是
れ
程
朱
の
格
物
窮
理
の
極
な
り
。（
『
山

鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、「
辨
或
問
格
物
致
知
之
説
」）1

7
5 

 

素
行
の
見
解
に
よ
る
と
、
程
朱
は
差
異
よ
り
も
、
個
々
の
事
物
の
根
源
に
存
在
す
る
同
一
の
「
理
」
を
重

視
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
個
々
の
差
異
は
、
「
氣
質
物
欲
」
と
捉
え
、
一
な
る
「
理
」
に
向
か
っ
て

行
く
前
の
障
碍
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。 
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そ
れ
に
対
し
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。 

 
 

 

愚
謂
へ
ら
く
、
天
地
萬
物
、
其
の
形
象
は
陰
陽
五
行
に
因
り
、
其
の
本
は
一
な
り
。
而
し
て
既
に
天

地
た
り
既
に
萬
物
た
れ
ば
、
一
理
を
以
て
之
れ
を
論
ず
べ
か
ら
ず
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、

「
辨
或
問
格
物
致
知
之
説
」）1

7
6 

 

た
と
え
、
生
成
の
原
理
は
同
一
で
も
、
す
で
に
差
異
を
持
っ
て
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
以
上
は
、
一
つ
の

「
理
」
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
全
て
の
事
物
を
一
つ
の
「
理
」
で
語
る
こ
と
は
、
現

実
の
事
物
の
あ
り
方
に
対
す
る
認
識
を
誤
る
こ
と
に
な
る
。
事
物
を
た
だ
し
く
認
識
す
る
た
め
に
は
、
差

異
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
は
「
格
物
致
知
」
に
つ
い
て
、
「
能
く
物
我

の
異
を
知
る
の
謂
な
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、
「
辨
或
問
格
物
致
知
説
」
）1

7
7

と
い
っ
て
い

る
。
「
格
物
致
知
」
と
は
、
差
異
を
知
る
た
め
の
方
法
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
程
朱
は
、
一
体
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
の
に
対
し
、
素
行
は
差
異
を
見
出
す
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
目
に
見
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
個
別
・
多
様
な
世
界
だ
け
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
論
を
立
て
る
程
朱
と
、

一
体
の
世
界
か
ら
は
じ
め
る
素
行
と
の
差
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

従
っ
て
、
素
行
の
「
公
」
の
論
に
は
、
世
界
の
一
体
性
へ
の
強
い
信
頼
と
個
別
性
の
世
界
を
生
き
る
覚

悟
と
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
素
行
は
「
天
下
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 
 

天
下
を
治
平
せ
し
む
る
も
、
一
心
一
體
を
つ
か
ふ
に
相
同
じ
と
は
可
言
し
て
、
一
心
の
全
體
を
を
さ

む
る
こ
と
、
天
下
を
君
の
を
さ
め
た
ま
ふ
と
尤
も
所
に
よ
つ
て
一
事
の
た
と
へ
は
是
れ
を
比
校
す
る

こ
と
あ
り
と
も
、
皆
實
譬
に
あ
ら
ず
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
一
體
は
皆
一
つ
も
の
の
品
々
に
わ
か
れ
て
、
四

支
百
骸
と
そ
の
名
を
か
へ
た
る
也
。
天
下
は
異
な
る
も
の
を
合
せ
て
一
つ
に
い
た
せ
る
も
の
也
。（『
謫

居
童
問
』
巻
四
）1

7
8 

 

前
章
で
見
た
よ
う
に
世
界
で
あ
る
「
天
地
」
は
一
体
物
な
の
だ
が
、
人
の
世
で
あ
る
「
天
下
」
は
個
々
の

部
分
の
集
合
だ
と
い
う
。
素
行
が
「
天
下
」
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
は
、
人
の
世
と
は
個
別
性
が

表
れ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
天
下
」
は
、
一
人
の
人
間
の
身
体
の
よ

う
に
、
隅
々
ま
で
思
う
通
り
に
動
か
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
「
天

下
」
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
差
異
と
対
立
に
満
ち
た
中
で
最
善
を
務
め

て
い
く
こ
と
で
、
「
自
然
」
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
個
別
性
を
受
入
れ

る
こ
と
が
「
自
然
」
に
か
な
う
こ
と
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
前
章
で
見
た
、
周
濂
溪
批
判
と
そ
こ
か
ら
見

え
る
世
界
観
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
素
行
の
「
公
」
の
思
想
と
は
、
周
濂
溪
批
判
を

通
し
て
展
開
さ
れ
た
考
え
方
の
一
環
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
現
実
に
適
用
す
る
か
を
意
識
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。1

7
9 
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第
五
章 

『
中
朝
事
實
』
に
つ
い
て 

  

前
章
で
は
、
素
行
の
「
公
」
の
論
と
周
濂
溪
批
判
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
こ
の

章
で
は
素
行
の
日
本
主
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

素
行
は
若
い
こ
ろ
か
ら
、
儒
学
や
兵
学
な
ど
の
漢
学
だ
け
で
な
く
、
和
学
も
よ
く
学
ん
で
い
た
。180

そ
の

中
に
は
神
道
も
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
素
行
の
自
伝
で
あ
る
『
配
所
殘
筆
』
に
は
神
道
の
伝
授
を
受
け
た
と

い
う
記
載
が
あ
る
。
中
世
以
来
の
神
道
思
想
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
知
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
素
行
は
、
神
道
に
つ
い
て
「
今
神
道
を
と
り
ち
が
へ
て
、
尤
も
怪
異
甚
深
の
さ
た
を
な
す
こ
と
は
、
ま

こ
と
の
神
道
に
あ
ら
ず
」
（
『
謫
居
童
問
』
巻
四
）181

と
い
っ
て
い
る
。
素
行
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
神

道
は
、
ど
れ
も
誤
っ
て
い
る
と
い
う
と
い
う
。
後
世
の
神
道
は
、
ど
れ
も
「
怪
異
」
の
説
を
唱
え
る
か
ら

で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
神
道
の
ど
の
よ
う
な
説
が
「
怪
異
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
素
行
が
具
体
例

を
挙
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
一
端
と
し
て
、
一
条
兼
良

（
一
四
〇
二
～
一
四
八
一
）
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
以
下
よ
う
な
記
述
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

周
濂
溪
曰
く
、
無
極
に
し
て
太
極
な
り
。
太
極
動
き
て
陽
を
生
ず
、
動
極
り
て
靜
な
り
。
靜
に
し
て

陰
を
生
ず
。
太
極
本
と
靜
な
り
、
靜
極
れ
ば
則
ち
動
く
、
動
け
ば
則
ち
軽
く
淸
め
る
者
は
、
飛
揚
の

勢
あ
り
、
故
に
風
の
塵
を
揚
る
が
如
く
に
し
て
昇
り
て
天
と
為
る
。
淹
滯
は
稽
久
な
り
。
動
極
れ
ば

則
ち
靜
に
し
て
、
靜
な
れ
ば
則
ち
重
く
濁
れ
る
者
は
、
垂
下
の
理
有
り
。
故
に
淹
滯
稽
久
に
し
て
降

り
て
地
と
為
る
（「
神
代
上
」）1

8
2 

 

一
条
兼
良
は
『
日
本
書
紀
』
（
以
下
『
書
紀
』
と
略
記
）
神
代
巻
の
天
地
開
闢
に
つ
い
て
、
『
太
極
圖
説
』

を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
素
行
に
先
行
す
る
『
書
紀
』
の
理
解
に
お
い
て
、
周
濂
溪
を
は
じ

め
と
す
る
宋
学
か
ら
の
影
響
、
乃
至
は
宋
学
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
兼
良
自
身
は

神
道
家
で
は
な
い
が
、
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
は
の
ち
の
神
道
思
想
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
中
世
神
道
の
代
表
格
で
あ
る
吉
田
神
道
の
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
～
一
五
一
一
）
の
『
書
紀
』

神
代
巻
の
注
釈
で
あ
る
『
神
書
聞
塵
』
で
は
、
国
常
立
神
に
つ
い
て
「
太
極
ハ
理
ノ
源
ソ
。
理
ア
リ
テ
氣

ア
ル
ソ
。
氣
ハ
陰
陽
ノ
源
ソ
。
此
ニ
國
常
立
ハ
太
極
ソ
」183

と
、
非
常
に
朱
子
学
的
な
概
念
を
用
い
た
説
明

を
し
て
い
る
。184

ま
た
、
近
世
に
は
林
羅
山
や
山
崎
闇
斎
な
ど
吉
田
神
道
の
影
響
を
受
け
た
朱
子
学
者
が
独

自
の
神
道
を
提
唱
し
た
が
、
こ
れ
も
従
来
の
神
道
と
朱
子
学
と
の
親
近
性
の
表
れ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
も
し
、
素
行
が
自
身
の
日
本
主
義
の
思
想
を
展
開
す
る
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
神
道
思
想
の
批
判
を

経
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
前
章
ま
で
に
見
た
周
濂
溪
批
判
と
深
く
関
連
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

堀
勇
雄
は
、
素
行
の
経
学
思
想
を
時
期
に
よ
り
、
以
下
の
六
期
に
区
分
し
て
い
る
。
①
修
学
時
代
、
②

四
教
一
致
時
代
、
③
朱
子
学
信
奉
時
代
、
④
古
学
唱
道
の
時
代
、
⑤
日
本
中
朝
主
義
時
代
、
⑥
象
数
的
宇

宙
観
の
時
代
。185

こ
の
区
分
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
異
論
も
な
く
定
説
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
。

186

た
し
か
に
こ
こ
ま
で
本
論
文
で
主
に
用
い
て
き
た
『
聖
教
要
録
』
や
『
山
鹿
語
類
』
（
先
の
区
分
で
は
④
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古
学
唱
道
の
時
代
に
当
る
）
で
は
、
日
本
主
義
と
い
う
べ
き
思
想
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。18

7

そ
の
た
め
、

従
来
は
③
の
朱
子
学
信
奉
か
ら
④
の
古
学
へ
の
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
⑤
の
日
本
主

義
へ
の
展
開
の
研
究
は
か
な
り
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
見
る
と
素
行
の
日
本
主
義
も
周
濂
溪
批
判
か
ら

の
発
展
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
成
立
つ
。 

 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
日
本
主
義
時
代
の
代
表
作
で
あ
る
『
中
朝
事
實
』
（
寛
文
九
年
）
及
び
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
書
か
れ
た
『
謫
居
童
問
』
（
同
八
年
）
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
に
見
え
る
日
本
主
義
の
内
容
と
周

濂
溪
批
判
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

一
、
「
中
國
」
と
「
水
土
」 

 

『
中
朝
事
實
』
は
、
『
書
紀
』
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
書
物
を
引
用
し
て
、
そ
の
後
に
「
謹
按
」
と

い
う
か
た
ち
で
素
行
の
意
見
を
述
べ
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。18

8

中
心
と
な
る
題
材
は
『
書
紀
』
だ
が
、
決

し
て
『
書
紀
』
の
注
釈
書
で
は
な
い
。 

 

『
中
朝
事
實
』
に
お
け
る
日
本
主
義
の
内
容
は
、
「
自
序
」
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。 

 

恆
に
蒼
海
の
窮
り
な
き
を
觀
る
者
は
、
そ
の
大
な
る
を
知
ら
ず
。
常
に
原
野
の
畦
な
き
に
居
る
者
は
、

そ
の
廣
き
を
識
ら
ず
。
是
れ
久
し
う
し
て
狃
る
れ
ば
な
り
。
豈
唯
だ
海
野
の
み
な
ら
ん
や
。
愚
中
華

文
明
の
土
に
生
れ
て
、
未
だ
そ
の
美
な
る
を
知
ら
ず
。
專
ら
外
朝
の
經
典
を
嗜
み
、
嘐
嘐
と
し
て
そ

の
人
物
を
慕
ふ
。
何
ぞ
そ
の
心
を
放
に
せ
る
や
、
何
ぞ
そ
の
志
を
喪
へ
る
や
。
抑
も
奇
を
好
む
か
、

將
異
を
尚
ぶ
か
。
夫
れ 

中
國
の
水
土
は
萬
邦
に
卓
爾
と
し
て
、
人
物
は
八
紘
に
精
秀
た
り
。
故
に

神
明
の
洋
洋
た
る
、
聖
治
の
緜
緜
た
る
、
煥
乎
た
る
文
物
、
赫
乎
た
る
武
徳
、
以
て
天
壤
に
比
す
べ

き
な
り
。
今
歳
謹
ん
で 

皇
統
と
武
家
の
實
事
を
紀
さ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
睡
課
の
煩
し
く
、
繙
閲

の
乏
し
き
を
奈
せ
ん
。
冬
十
一
月
小
寒
の
後
八
日
、
先
づ 

皇
統
の
小
冊
を
編
み
、
兒
童
を
し
て
焉

れ
を
誦
み
て
そ
の
本
を
忘
れ
ざ
ら
し
む
。
武
家
の
實
紀
は
そ
の
成
る
こ
と
奚
れ
の
日
に
在
る
や
を
知

ら
ず
。（『
中
朝
事
實
』「
自
序
」）1

8
9 

 

こ
こ
で
い
う
「
中
華
」
・
「
中
國
」
と
は
日
本
の
こ
と
を
指
し
、
「
外
朝
」
と
は
中
国
の
こ
と
を
指
す
。1

90

素
行
は
、
日
本
こ
そ
が
「
中
國
」
で
あ
り
、
世
界
に
冠
た
る
国
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、

み
な
そ
の
こ
と
に
気
附
か
ず
に
、
外
国
の
も
の
に
ば
か
り
目
を
向
け
る
。
そ
こ
で
、
日
本
の
偉
大
さ
を
書

物
に
著
そ
う
と
し
て
、
書
か
れ
た
も
の
が
『
中
朝
事
實
』
な
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
素
行
の
い
う
「
中
國
」
と
は
何
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
日
本
が
「
中
國
」
な
の
か
。
そ
れ
に

つ
い
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

凡
そ
人
物
の
生
成
は
一
日
も
未
だ
曾
て
水
土
に
襲
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
故
に
平
易
の
土
に
生
成
す
る

者
は
、
平
易
の
氣
を
稟
け
て
性
情
自
ら
平
易
な
り
。
險
難
の
土
に
生
成
す
る
者
は
、
嶮
難
の
氣
を
稟

け
て
性
情
危
險
に
堪
ふ
。
豈
唯
だ
人
の
み
な
ら
ん
や
。
鳥
獸
草
木
も
亦
然
り
。
是
れ
五
方
の
民
皆
性

あ
り
て
そ
の
俗
を
異
に
す
る
所
以
な
り
。（
中
略
）
愚
按
ず
る
に
、
天
地
の
運
る
と
こ
ろ
、
四
時
の
交
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る
と
こ
ろ
、
そ
の
中
を
得
れ
ば
、
風
雨
寒
暑
の
會
偏
な
ら
ず
。
故
に
水
土
沃
し
て
人
物
精
し
。
是
れ

乃
ち
中
國
と
稱
す
べ
し
。
萬
邦
の
衆
き
、
唯
り 

本
朝
及
び
外
朝
そ
の
中
を
得
て
、 

本
朝
の 

神

代
既
に 
天
御
中
主
尊
あ
り
、
二
神
は
國
中
の
柱
を
建
つ
。
則
ち 

本
朝
の
中
國
た
る
や
、
天
地
自

然
の
勢
な
り
。
（『
中
朝
事
實
』「
中
國
章
」）1

9
1 

 

あ
ら
ゆ
る
人
や
物
は
、
「
水
土
」
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
様
々

な
性
質
を
持
つ
。
「
水
土
」
の
調
和
が
取
れ
て
い
れ
ば
、
「
風
雨
寒
暑
」
な
ど
の
気
候
条
件
に
偏
り
が
な

く
、
そ
の
た
め
に
土
地
が
肥
沃
に
な
り
、
人
や
物
も
す
ぐ
れ
た
も
の
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
地
こ
そ
が
「
中

國
」
の
名
に
値
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
「
中
國
」
と
は
、
地
理
的
条
件
が
も
っ
と
も
適
当
な
地
の
こ
と

を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
国
々
の
中
で
「
本
朝
及
び
外
朝
」
す
な
わ
ち
日
本
と
中
国
と
は
、

「
水
土
」
が
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
は
「
中
國
」
な
の
だ
と
、
素

行
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
日
本
は
神
代
か
ら
「
天
御
中
主
尊
」
や
「
國
中
の
柱
」
な
ど
、
「
中
」

の
文
字
を
冠
す
る
神
や
事
跡
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
日
本
が
「
中
國
」
で
あ
る
証
拠
な
の
だ
と
い

う
。 た

だ
し
、
こ
の
引
用
か
ら
は
、
日
本
と
中
国
と
が
「
中
國
」
だ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
だ

が
、
無
論
、
素
行
に
と
っ
て
真
の
「
中
國
」
は
日
本
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
素
行
は
日
中
の
比
較
も

行
う
の
だ
が
、
そ
の
際
に
基
準
と
し
て
い
る
の
も
地
理
で
あ
る
。 

  
 

夫
れ
外
朝
は
そ
の
地
博
く
し
て
約
な
ら
ず
。
治
教
盛
な
る
と
き
は
畫
す
る
と
こ
ろ
惟
れ
泛
し
、
守
文

明
か
な
ら
ざ
れ
ば
戎
狄
こ
れ
に
據
る
。（
中
略
）
唯
り 

中
國
は
こ
れ
に
反
し
、
巨
海
に
卓
立
し
て
封

域
自
ら
天
險
あ
り
、 

神
聖
天
に
繼
ぎ
極
を
立
て
て
爾
來
、
四
夷
竟
に
藩
籬
を
も
亦
窺
ふ
を
得
ず
。

（『
中
朝
事
實
』「
禮
儀
章
」）1

9
2 

 

中
国
が
日
本
に
劣
っ
て
い
る
の
は
、
領
域
が
広
す
ぎ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
広
す
ぎ
る
た
め
に
、
文
化
が
衰

え
て
く
る
と
夷
狄
の
侵
略
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
上
に
、

陸
地
に
も
険
し
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
夷
狄
が
侵
入
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
防
衛
に
適
し
た

地
理
的
条
件
こ
そ
、
素
行
の
考
え
る
日
本
の
長
所
な
の
で
あ
る
。 

 

「
中
華
」
や
「
中
國
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
国
に
古
く
か
ら
存
在
し
て
お
り1

9
3

、
所
謂
中
華
思
想
と
結

び
附
い
て
、
複
雑
な
意
味
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
華
思
想
の
核
心
を
な
し
て
い
る
の
は
、
中

国
が
地
理
や
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
政
治
的
に
も
っ
と
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
だ
と
い
っ
て
良
い
。

1
9
4

漢
籍
に
お
け
る
「
中
國
」
と
は
地
理
だ
け
で
な
く
、
政
治
や
文
化
を
も
含
ん
だ
言
葉
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
と
比
べ
る
と
、
素
行
の
い
う
「
中
國
」
の
内
容
は
、
地
理
の
比
重
が
明
ら
か
に
大
き
い
。
そ
の
た
め
、『
中

朝
事
實
』
を
読
み
解
い
て
い
く
上
で
は
、「
水
土
」
が
重
要
と
な
る
。 

 

『
中
朝
事
實
』
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、「
水
土
」
の
論
に
注
目
し
た
研
究
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。1

9
5

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、『
中
朝
事
實
』
を
理
解
す
る
上
で
は
「
水
土
」
は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
素
行
に
先
行
す
る
和
漢
の
思
想
と
の
比
較
を
通
し
て
、『
中
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朝
事
實
』
に
お
け
る
「
水
土
」
重
視
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

二
、
宋
代
華
夷
思
想
・
神
道
思
想
と
の
比
較 

こ
こ
か
ら
は
、
素
行
に
先
行
す
る
思
想
と
の
比
較
を
し
て
い
く
が
、
そ
の
際
に
本
節
で
は
、
中
国
宋
代

の
華
夷
思
想
と
日
本
の
神
道
思
想
と
を
取
上
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
素
行
が
『
中
朝
事
實
』
執
筆

以
前
か
ら
触
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
宋
代
の
華
夷
思
想
に
つ
い
て
は
、
素
行
は
『
山
鹿

語
類
』
に
お
い
て
「
華
夷
の
辨
」
を
論
ず
る
際
に
、
胡
安
國
（
一
〇
七
四
～
一
一
三
八
）
の
『
春
秋
胡
氏

傳
』
を
引
用
し
て
い
る
。1

9
6

胡
安
國
は
宋
代
の
春
秋
学
者
で
あ
り
、
そ
の
著
書
『
春
秋
胡
氏
傳
』
は
朱
子

も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
書
で
あ
る
。1

9
7

素
行
も
も
と
も
と
は
朱
子
学
者
だ
っ
た
の
で
、
胡
安
國
や
朱
子

な
ど
の
宋
代
の
思
想
は
昔
か
ら
よ
く
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
道
に
つ
い
て
は
本
章
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
配
所
殘
筆
』
に
神
道
を
学
ん
だ
と
す
る
記
述
が
あ
る
。 

 

一
、
十
七
歳
の
冬
、
高
野
按
察
院
光
宥
法
印
よ
り
神
道
令
傳
受
候
。
神
代
之
巻
は
不
及
申
、
神
道
の

祕
傳
不
殘
令
傳
受
候
。
其
の
後
壯
年
の
比
、
廣
田
坦
齋
と
申
候
忌
部
氏
の
嫡
流
の
者
有
之
、
根
本
宗

源
の
神
道
令
相
傳
候
。
其
の
節
、
忌
部
神
道
の
口
訣
不
殘
相
傳
候
書
付
證
文
を
越
し
候
。
（
『
配
所

殘
筆
』
）198 

 

こ
こ
で
高
野
山
の
僧
光
宥
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
は
両
部
神
道
で
あ
り
、
廣
田
坦
齋
か
ら
は
忌
部
流
の
神
道

を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
『
謫
居
童
問
』
に
は
吉
田
神
道
の
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
へ

の
言
及
も
あ
り
、199

吉
田
神
道
に
対
し
て
も
あ
る
程
度
の
知
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
素
行
が
「
水
土
」

を
重
視
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
思
想
か
ら
学
ん
だ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
は
、
宋
代
の
華
夷
思
想
か
ら
見
て
み
よ
う
。
『
春
秋
胡
氏
傳
』
で
は
、「
中
國
」
を
次
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。 

  
 

中
國
の
中
國
為
る
は
、
父
子
君
臣
の
大
倫
有
る
を
以
て
な
り
。
一
失
へ
ば
、
則
ち
夷
狄
為
り
。（
巻
十

一
、
僖
公
、
五
年
）2

0
0 

  
 

中
國
の
中
國
為
る
所
以
は
、
禮
義
を
以
て
な
り
。
一
失
へ
ば
、
則
ち
夷
狄
為
り
、
再
失
へ
ば
、
則
ち

禽
獸
為
り
て
、
人
類
滅
ぶ
。（
巻
十
二
、
同
、
二
十
三
年
）2

0
1 

  
 

人
の
禽
獸
に
異
な
る
所
以
、
中
國
の
夷
狄
よ
り
貴
き
所
以
は
、
其
の
父
子
の
親
、
君
臣
の
義
有
る
を

以
て
の
み
。（
巻
二
十
三
、
襄
公
、
三
十
年
）2

0
2 

 

胡
安
國
は
、「
父
子
君
臣
の
大
倫
」
な
ど
の
道
徳
や
「
禮
義
」
の
有
無
を
基
準
に
「
中
國
」
を
考
え
て
い
る
。

道
徳
や
礼
義
は
、
あ
く
ま
で
人
の
精
神
や
行
動
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
胡
安
國
は
、「
中
國
」
で
あ
る

か
否
か
を
、
そ
こ
に
生
き
て
い
る
人
の
あ
り
方
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
水
土
」
を
基
準
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と
す
る
素
行
と
は
、
明
ら
か
に
違
う
。 

 

そ
れ
で
は
、
一
方
の
神
道
思
想
の
方
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

中
国
に
は
な
い
、
日
本
の
思
想
に
固
有
の
問
題
と
し
て
、
大
陸
と
の
関
係
が
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
、

中
国
（
中
世
に
は
イ
ン
ド
も
）
は
、
広
大
な
面
積
と
進
ん
だ
文
化
と
を
持
っ
た
国
と
し
て
常
に
あ
っ
た
。

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
素
行
は
日
本
が
中
国
よ
り
面
積
の
狭
い
国
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
た
が
、
日
本

が
面
積
の
上
で
は
小
さ
な
国
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
、
日
本
に
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
。2

0
3 

 

し
か
し
、
当
然
、
中
世
の
神
道
家
た
ち
は
、
素
行
同
様
に
日
本
を
世
界
最
高
の
国
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
そ
れ
で
は
、
日
本
が
小
さ
い
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の

か
。
こ
こ
で
は
、
中
世
神
道
の
代
表
格
で
あ
り
、
後
世
へ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
吉
田
神
道
と
比
較
し
て

み
よ
う
。
吉
田
兼
倶
は
『
神
書
聞
塵
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。 

  
 

天
竺
ヲ
ハ
、
月
ノ
神
カ
ツ
カ
サ
ト
ル
ホ
ト
ニ
、
月
邦
ト
云
ソ
。
唐
ハ
星
ノ
神
ノ
ツ
カ
サ
ト
ル
ホ
ト
ニ

震
旦
ト
云
ソ
。
吾
邦
ハ
日
神
ノ
主
テ
、
ヲ
リ
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
日
本
ト
云
ソ
。
太
陽
ニ
ス
ク
ル
ヽ
物
ハ
、

先
ニ
ナ
イ
ソ
。
コ
ト
ニ
小
國
チ
ヤ
カ
、
始
チ
ヤ
イ
ハ
レ
ソ
。
物
ハ
始
ハ
小
ヨ
リ
大
ニ
及
ソ
。
コ
チ
ヲ

外
國
ヨ
リ
日
本
ト
云
ソ
。（『
神
書
聞
塵
』
巻
上
）2

0
4 

 

兼
倶
も
、
日
本
の
こ
と
を
「
小
國
」
だ
と
い
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
本
が
小
さ
い
の
は
、
世
界
の
「
始
」

だ
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。2

0
5

始
め
は
小
さ
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
が
尊
い
の
は
、
面
積
の
広
狭
と

は
関
係
が
な
い
。
素
行
の
よ
う
に
、
面
積
や
地
形
な
ど
の
現
実
の
地
理
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
評
価
を
す

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
素
行
と
比
べ
て
、
吉
田
神
道
で
も
地
理
の
重
要
性
は
低
い
と
い
っ
て
良
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
素
行
の
「
水
土
」
の
重
視
は
先
行
す
る
思
想
と
比
べ
て
、
非
常
に
特
徴
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。206 

 

そ
れ
で
は
、
宋
儒
や
神
道
思
想
家
は
「
水
土
」
の
代
わ
り
に
何
を
重
視
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
吉
田

神
道
で
は
、
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
人
の
「
心
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
人
の
「
心
」

が
「
神
」
と
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。 

  
 

夫
ト
神
者
、
天
地
ニ
先
テ
而
モ
天
地
ヲ
定
メ
、
陰
陽
ニ
超
テ
而
モ
陰
陽
成
ス
、
天
地
ニ
在
テ
ハ
神
ト

云
、
萬
物
ニ
在
テ
ハ
霊
ト
云
、
人
ニ
在
テ
ハ
心
ト
云
、
心
ト
者
神
ナ
リ
、
故
ニ
神
ハ
天
地
ノ
根
元
ナ

リ
、
万
（
マ
マ
）
物
ノ
霊
性
ナ
リ
、
人
倫
ノ
運
命
ナ
リ
、（
中
略
）
故
ニ
神
道
ト
者
、
心
ニ
守
ル
道
ナ
リ
、

心
動
ク
時
ハ
魂
魄
乱
レ
、
心
靜
ル
時
ハ
魂
魄
穩
ナ
リ
、
是
ヲ
守
ル
時
ハ
鬼
神
鎭
ナ
リ
、
是
ヲ
不
守
時

ハ
鬼
神
乱
テ
災
難
ヲ
コ
ル
、
唯
己
心
ノ
神
ヲ
祭
ニ
過
タ
ル
ハ
ナ
シ
、（『
神
道
大
意
』）2

0
7 

 

吉
田
神
道
に
お
い
て
は
「
心
」
＝
「
神
」
な
の
で
あ
る
。
兼
倶
は
「
神
」
に
つ
い
て
、
「
天
地
」
に
先
立

っ
て
存
在
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。208

「
神
」
は
、
こ
の
世
界
で
も
っ
と
も
根
源
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

そ
の
「
神
」
が
、
「
心
」
と
し
て
個
々
の
人
に
内
在
し
て
い
る
と
い
う
。
だ
か
ら
、
こ
の
「
心
」
＝
「
神
」

を
守
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
心
」
の
重
視
は
、
伊
勢
神
道
以
来
の
神
道
の
伝
統
で
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あ
り
、
吉
田
神
道
も
そ
れ
に
法
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
心
」
の

重
視
は
、
吉
田
神
道
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
近
世
の
神
道
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
林
羅
山
は
『
神
道
傳
授
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

一 

心
ハ
神
明
之
舎
也
。
舎
ハ
家
也
。
タ
ト
ヘ
バ
此
身
ハ
家
ノ
ゴ
ト
ク
、
心
ハ
主
人
ノ
如
ク
、
神
ハ

主
人
ノ
タ
マ
シ
ヰ
也
。 

 
 

（
中
略
） 

 
 

一 

善
ヲ
ス
レ
バ
我
ガ
心
ノ
神
に
随
フ
故
ニ
天
道
ニ
叶
フ
。
惡
ヲ
ス
レ
バ
我
心
神
ニ
背
ク
故
ニ
罪
ヲ

ウ
ク
。
諸
神
ト
人
ノ
心
ノ
神
と
本
ヨ
リ
同
理
成
故
也
。
一
心
ノ
清
は
神
ノ
マ
シ
マ
ス
故
也
。
鏡

ノ
淸
ク
明
な
る
が
如
シ
。
彌
淸
ク
ス
ル
故
に
鏡
ノ
中
ノ
ニ
ゴ
リ
ノ
カ
ヲ
ノ
ケ
テ
神
ト
申
也
。2

0
9 

 

羅
山
も
、
人
の
心
の
中
に
神
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
心
の
濁
り
を
去
っ

た
、「
淸
」
の
状
態
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
一
方
の
宋
代
の
思
想
も
、
お
な
じ
よ
う
な
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
『
春
秋
胡
氏
傳
』
で
は
、
す

で
に
見
た
よ
う
に
、
道
徳
や
「
禮
義
」
の
有
無
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
、
「
心
」
と
は
違
う
が
、

や
は
り
人
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
水
土
」
と
い
う
、
人
の
営
為
と
関
係
の
な
い
も
の
を
基
準
に
す
る

こ
と
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
『
春
秋
胡
氏
傳
』
以
外
に
も
、
『
朱
子
文
集
』
の
次
の
よ
う
な
言
葉
も

あ
る
。 

 
 

 

中
國
恃
む
所
の
者
は
徳
、
夷
狄
恃
む
所
の
者
は
力
な
り
。
今
、
國
事
を
慮
る
者
、
大
抵
彼
己
を
審
ら

か
に
し
、
強
弱
を
較
ぶ
る
を
以
て
言
を
為
す
。
是
れ
夷
狄
相
攻
む
る
の
策
を
知
る
も
、
而
れ
ど
も
未

だ
嘗
て
中
國
の
夷
狄
を
治
む
る
の
道
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
蓋
し
力
を
以
て
之
れ
を
言
へ
ば
、
則
ち
彼

常
に
強
く
し
て
、
我
常
に
弱
し
。
是
れ
時
と
し
て
勝
つ
べ
き
な
く
、
和
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
徳

を
以
て
之
れ
を
言
へ
ば
、
則
ち
三
綱
を
振
ひ
五
常
を
明
ら
か
に
し
朝
廷
を
正
し
風
俗
を
勵
す
は
、
皆

我
の
勉
む
べ
き
所
に
し
て
彼
の
能
は
ざ
る
所
の
者
な
り
。
是
れ
乃
ち
中
國
の
夷
狄
を
治
む
る
の
道
に

し
て
今
日
當
に
議
す
べ
き
所
な
り
。
誠
に
能
く
自
ら
勵
す
に
此
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
亦
何
ぞ
講
和

を
以
て
為
さ
ん
や
。（
『
朱
子
文
集
』
巻
三
十
「
答
汪
尚
書
」）2

1
0 

 

朱
子
は
、
自
分
た
ち
の
方
が
「
三
綱
五
常
」
な
ど
の
「
徳
」
で
勝
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
夷
狄
を
治

め
る
こ
と
を
主
張
し
、
講
和
の
策
を
退
け
て
い
る
。「
力
」
で
劣
っ
て
い
る
以
上
、
相
手
を
治
め
る
と
い
う

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
朱
子
は
対
決
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
そ
れ
だ

け
、
朱
子
が
「
徳
」
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
無
論
、
素
行
の
生
き
た
江
戸
時
代
の
日
本
と
南

宋
と
で
は
、
状
況
は
大
き
く
異
な
る
の
で
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
素
行
と
は
考
え
方
が

ま
っ
た
く
違
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

こ
れ
ら
を
通
し
て
見
る
と
、
宋
儒
の
考
え
方
と
神
道
の
そ
れ
と
の
あ
い
だ
に
は
共
通
し
た
構
造
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
自
国
の
尊
貴
性
の
根
拠
を
、
そ
こ
に
生
き
て
い
る
人
に
帰
す
る
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
世
界
を
段
階
と
し
て
捉
え
、
そ
の
段
階
の
も
っ
と

も
根
源
的
な
も
の
が
人
に
内
在
し
て
い
る
も
の
と
関
連
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
宋
儒
の
そ
の
よ
う

な
考
え
方
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
繰
返
す
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
神
道
の
方

で
は
、
兼
倶
が
日
本
の
尊
貴
性
の
根
拠
を
「
始
」
と
い
う
、
段
階
の
初
発
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
端
的

に
そ
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
有
名
な
根
本
枝
葉
花
実
説211

も
、
や
は
り
段
階
的
な
世
界
理
解
に
よ
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
素
行
の
「
水
土
」
の
重
視
と
は
、
こ
の
よ
う
な
見
方
と
対
立
す
る
も
の
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
次
節
で
は
素
行
の
「
水
土
」
重
視
つ
い
て
詳
し
く
考
え
る
こ
と
と
す
る
。 

 

三
、
周
濂
溪
批
判
の
思
想
と
「
水
土
」
重
視 

前
節
に
お
い
て
、
「
水
土
」
の
重
視
が
素
行
に
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
、
周
濂
溪
批
判
と
の
つ
な
が
り
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
節
で
は
、
素
行
の
「
水
土
」
重
視
の
思
想
的
背
景
に
つ
い

て
考
え
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

「
水
土
」
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
そ
の
前
提
と
な
る
「
天
地
」
に
つ
い
て
、
『
中
朝
事
實
』

に
お
け
る
論
述
を
見
て
み
よ
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
で
は
「
天
地
」
の
開
闢
を

『
太
極
圖
説
』
を
用
い
て
説
明
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
吉
田
神
道
で
は
「
神
」
は
「
天

地
」
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
「
神
」
が
い
て
、
そ
の
あ
と
「
天
地
」
が
生
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
素
行
は
そ
の
よ
う
に
順
々
に
生
成
し
て
い
く
と
は
考
え
な
い
。
『
中
朝

事
實
』
に
お
け
る
、
『
書
紀
』
の
「
天
地
開
闢
」
の
段
の
引
用
を
見
て
み
よ
う
。 

  
 

天
先
づ
成
り
て
而
し
て
地
後
に
定
ま
る
。
然
し
て
後
神
明
そ
の
中
に
生
れ
ま
す
。
國
常
立
尊
と
號
す
。 

 
 

（『
中
朝
事
實
』「
天
先
章
」）2

1
2 

 

比
較
の
た
め
に
、
同
じ
箇
所
の
『
書
紀
』
の
本
文
の
記
述
も
引
い
て
お
く
。 

  
 

古
に
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ざ
り
し
と
き
、
渾
沌
れ
た
る
こ
と
鷄
子
の
如
く
し
て
、
溟
涬
に

し
て
牙
を
含
め
り
。
其
れ
淸
陽
な
る
も
の
は
、
薄
靡
き
て
天
と
為
り
、
重
濁
れ
る
も
の
は
、
淹
滯
ゐ

て
地
と
な
る
に
及
び
て
、
精
妙
な
る
が
合
へ
る
は
摶
り
易
く
、
重
濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は
竭
り
難
し
。

故
、
天
先
づ
成
り
て
地
後
に
定
ま
る
。
然
し
て
後
に
、
神
明
そ
の
中
に
生
れ
ま
す
。
故
曰
く
、
開
闢

く
る
初
に
、
洲
壤
の
浮
れ
漂
へ
る
こ
と
、
譬
へ
ば
游
魚
の
水
上
に
浮
け
る
が
猶
し
。
時
に
、
天
地
の

中
に
一
物
生
れ
り
。
状
葦
牙
の
如
し
。
便
ち
神
と
化
為
る
。
國
常
立
尊
と
號
す
。（『
日
本
書
紀
』「
神

代
上
」）2

1
3 

 

素
行
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、
右
の
『
書
紀
』
本
文
中
の
傍
線
を
附
し
た
部
分
の
み
で
あ
る
。
素
行
が
、

い
か
に
多
く
を
省
略
し
て
い
る
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
素
行
が
省
略
し
て
い
る
部
分
に
注
目
し
て

み
よ
う
。『
書
紀
』
で
は
「
天
地
」
「
陰
陽
」
が
分
か
れ
る
以
前
の
「
渾
沌
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
だ

が
、
素
行
は
そ
こ
を
取
上
げ
ず
に
天
と
地
と
が
定
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
中
朝
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事
實
』
で
は
天
と
地
と
の
発
生
の
起
源
が
分
か
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
記

述
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、
素
行
が
『
書
紀
』
冒
頭
の
記
述
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
の
で
、
天
地

未
分
の
段
階
に
ふ
れ
な
い
の
は
意
図
的
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

ま
た
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
神
も
「
天
地
」
に
先
立
っ
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、『
中
朝
事
實
』

中
國
章
冒
頭
の
『
書
紀
』
の
引
用
の
仕
方
を
見
れ
ば
分
か
る
。 

  
 

天
神
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
册
尊
に
謂
り
て
曰
く
、
豐
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
の
地
あ
り
、
宜
し
く
汝
が
往

い
て
循
す
べ
し
と
の
た
ま
ひ
て
、
廼
ち
天
瓊
戈
を
賜
ふ
。（『
中
朝
事
實
』「
中
國
章
」
）2

1
4 

 

こ
の
引
用
は
、『
書
紀
』
の
本
文
で
は
な
く
、
一
書
（
第
一
）
の
記
述
で
あ
る
。
素
行
が
全
く
触
れ
て
い
な

い
『
書
紀
』
本
文
で
は
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
册
尊
の
二
神
が
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
土
地
を
生
ん
で
い
く
と

い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。2

1
5

そ
れ
に
対
し
て
、
素
行
は
「
地
あ
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
神
々
が
活
動
を
始
め
た
段
階
で
は
、
す
で
に
土
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
素
行
に
と

っ
て
、
神
々
は
「
天
地
」
に
先
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
「
天
地
」

の
中
で
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
素
行
は
「
天
地
」
の
始
源
に
は
触
れ
ず
に
、
す
で
に
存
在

し
て
い
る
も
の
と
し
て
「
天
地
」
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
、
素
行
は
こ
の
よ
う
な
見
方
を
と
る
の
か
。
こ
れ
は
第
三
章
で
見
た
、
「
太
極
」
の
考
え
方
が
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
見
れ
ば
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
太
極
」
に
は
、
時
間
に
よ
る
変
化
が
な
い

と
さ
れ
て
い
た
。
す
る
と
、
「
太
極
」
が
現
実
に
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
「
天
地
」
に
も
、
当
然
時
間

に
よ
る
変
化
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
素
行
は
『
山
鹿
語
類
』
に
お
い
て
「
天
地
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

い
う
。 

 

師
曰
く
、
先
儒
に
天
地
始
終
あ
る
の
説
あ
り
。
邵
氏
曰
く
、
「
既
に
消
長
あ
り
、
豈
に
始
終
然
ら
ん

や
。
天
地
、
大
な
り
と
雖
も
、
是
れ
、
亦
形
氣
の
二
物
な
り
」
と
。
愚
謂
へ
ら
く
、
天
地
、
本
と
形

な
し
、
故
に
始
終
な
し
。
陰
陽
の
形
は
水
火
な
り
。
水
火
は
象
あ
り
て
形
な
し
、
形
な
き
と
き
は
始

終
の
言
ふ
べ
き
な
し
。
今
、
古
今
あ
る
を
以
て
始
終
あ
り
と
為
す
、
是
れ
其
の
見
る
所
を
以
て
之
れ

を
論
ず
る
な
り
。
天
地
は
萬
古
よ
り
此
の
如
く
、
又
萬
々
世
を
經
て
も
變
ず
べ
か
ら
ず
。
是
れ
自
然

の
形
勢
、
已
む
を
得
ざ
る
な
り
（
中
略
）
天
地
人
物
、
一
般
に
出
で
來
る
、
其
の
始
の
求
む
べ
き
な

く
、
其
の
終
の
知
る
べ
き
な
し
。
既
に
出
で
來
る
と
言
へ
ば
乃
ち
始
あ
る
に
似
た
り
、
始
あ
れ
ば
乃

ち
終
あ
り
。
天
地
は
常
に
し
て
古
今
な
し
。
古
今
、
唯
だ
一
般
な
る
も
、
人
以
て
古
今
あ
り
と
為
す

な
り
。
天
地
に
始
終
あ
る
と
き
は
、
則
ち
無
窮
と
は
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
（
中
略
）
天
地
は
先
後
な
く

始
終
な
し
。
若
し
流
行
循
環
の
序
を
立
て
、
強
ひ
て
論
説
す
れ
ば
乃
ち
又
始
終
の
儀
あ
る
な
り
。（
『
山

鹿
語
類
』
聖
學
八
、
天
地
、
「
總
論
天
地
」
）216 

 

素
行
は
こ
こ
に
お
い
て
、
「
天
地
」
に
は
始
め
も
終
わ
り
も
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
「
太
極
」
は
す
で

に
存
在
し
て
い
る
も
の
の
可
視
化
、
乃
至
は
不
可
視
化
で
あ
っ
て
、
時
間
に
よ
っ
て
存
在
が
増
減
す
る
こ
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と
は
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
こ
か
か
ら
現
れ
て
き
た
り
、
ど
こ
か
へ
と
消
え
て
い
っ
た
り
す
る
は
ず
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
素
行
は
「
天
地
は
本
と
天
地
、
萬
古
以
前
又
天
地
、
萬
世
以
後
又
天
地
、
更
に
消
長
增
減
な

き
な
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
八
、
天
地
、
「
辨
或
問
天
地
説
」
）2

17

と
も
い
っ
て
い
る
。
「
天
地
」
の

総
量
は
、
永
久
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
の
変
化
か
ら
、
こ
の
「
天
地
」
に
も
始
ま
り
と

終
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
人
の
目
に
見
え
る
こ
と
を
も
っ
て
考
え
る
こ
と
に
よ

る
の
で
あ
っ
て
、
「
天
地
」
の
本
来
の
あ
り
方
で
は
な
い
。
「
古
今
、
唯
だ
一
般
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う

に
、
「
天
地
」
に
お
い
て
は
「
古
」
も
「
今
」
も
一
つ
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
始
終
」
が
な
い
と
は
、

循
環
し
て
い
る
か
ら
始
め
と
終
わ
り
の
区
別
が
な
い
と
い
う
の
で
も
な
い
。
循
環
と
は
何
か
か
ら
何
か
へ

と
動
い
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
個
々
の
動
き
だ
け
を
切
取
っ
て
見
れ
ば
、
一
つ
の
段
階
と
な
る
。
そ

の
よ
う
に
段
階
的
に
見
れ
ば
、
結
局
は
ど
こ
か
ら
始
ま
り
、
ど
こ
か
で
終
わ
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
引
用
末
尾
に
お
い
て
、
「
流
行
循
環
」
の
論
も
「
始
終
の
儀
」
が
あ
る
こ
と
に
な
る
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
「
天
地
」
に
は
時
間
に
よ
る
変
化
が
な
い
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
で
歴
史
の
変
化
に
言
及
し
て
い

る
よ
う
に
、
時
間
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
時
間

的
変
化
も
、
あ
く
ま
で
「
天
地
」
が
不
動
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
素
行

は
「
天
地
」
の
「
運
轉
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

師
曰
く
、
凡
そ
天
地
は
其
の
本
、
運
轉
な
し
。
是
れ
陰
陽
、
各
々
其
の
位
を
定
め
、
能
く
安
寧
に
し

て
上
下
違
は
ず
、
古
今
な
く
消
長
な
し
。
天
に
運
轉
す
る
者
は
日
月
星
宿
及
び
河
漢
に
し
て
、
皆
天

の
氣
な
り
。
地
に
運
轉
す
る
者
は
、
水
潮
の
消
息
、
草
木
の
榮
枯
、
人
物
の
飛
走
死
生
に
し
て
、
皆

地
の
氣
な
り
。
故
に
天
地
の
實
は
動
な
く
又
靜
な
く
し
て
、
其
の
氣
、
運
動
周
旋
し
て
、
天
地
人
物

の
用
、
遂
に
亨
る
。
此
れ
自
然
の
形
勢
な
り
。
聖
人
の
天
地
を
論
ず
る
、
皆
其
の
用
を
以
て
し
て
、

其
の
無
用
底
を
窮
め
ず
。
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
八
、
天
地
、
「
總
論
天
地
」
）2

1
8 

 

素
行
は
、
「
天
地
」
自
体
は
動
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
動
い
て
い
る
の
は
、
「
天
」
で
は
日
月
や
星
々

で
あ
り
、
「
地
」
で
は
河
海
や
動
植
物
と
い
っ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
天
」
や
「
地
」
自

体
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
中
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
素
行
に
と
っ
て
時
間
と
い
え
る

も
の
は
、
同
一
空
間
の
内
部
に
あ
る
も
の
の
動
き
で
あ
っ
て
、
空
間
そ
の
も
の
が
時
間
的
に
変
化
す
る
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
聖
人
も
「
天
地
」
に
つ
い
て
は
「
用
」
す
な
わ
ち
内
部
の
存
在
の
動
き

を
論
じ
て
、
「
天
地
」
自
体
は
論
じ
な
い
と
し
て
い
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
た
び

た
び
素
行
の
世
界
観
は
動
態
的
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
動
態
性
と
は
あ
く
ま
で
「
天
地
」
の
内
部

に
あ
る
も
の
の
動
態
性
で
あ
っ
て
、
「
天
地
」
そ
の
も
の
は
不
動
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。219 

 

こ
の
よ
う
に
、
『
山
鹿
語
類
』
で
は
「
天
地
」
に
は
時
間
的
な
変
化
が
な
く
、
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な

い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
中
朝
事
實
』
に
お
い
て
素
行
が
「
天
地
」
の
始
源
に
触
れ
な
い
の
は
、
周
濂

溪
批
判
の
際
の
「
天
地
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
引
続
き
保
持
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 
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こ
こ
で
「
水
土
」
に
話
を
戻
そ
う
。
上
記
の
考
察
に
よ
り
、
「
天
地
」
に
お
け
る
時
間
に
つ
い
て
の
素

行
の
解
釈
は
分
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
空
間
的
に
は
ど
う
な
の
か
。
そ
れ
が
表
れ
る
の
が
、
「
水
土
」
の

論
な
の
で
あ
る
。
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

愚
謂
へ
ら
く
、 
神
聖
の
大
道
は
唯
一
に
し
て
二
な
ら
ず
、
天
地
の
體
に
法
り
て
人
物
の
情
に
本
づ

く
。
そ
の
教
の
端
を
異
に
す
る
は
、
皆
水
土
の
差
と
風
俗
の
殊
な
る
に
因
れ
り
。
五
方
の
民
、
各
々

そ
の
性
あ
り
、
以
て
同
じ
か
ら
ず
。
（
中
略
）
佛
教
の
如
き
は
徹
上
徹
下
悉
く
異
教
な
り
。
凡
そ
西

域
は
外
朝
の
西
藩
な
り
。
そ
の
水
土
西
に
偏
り
、
天
地
・
寒
煖
・
燥
濕
甚
だ
殊
な
り
、
民
の
そ
の
間

に
生
ず
る
も
の
は
必
ず
偏
塞
の
俗
あ
り
。
釋
氏
は
彼
の
州
の
大
聖
た
り
、
そ
の
水
土
人
物
を
融
通
し

て
以
て
そ
の
教
を
設
く
。
そ
の
道
は
西
域
に
は
可
く
し
て
こ
れ
を 

中
國
に
施
す
べ
か
ら
ず
。（
『
中

朝
事
實
』
「
或
疑
」）2

2
0 

 

こ
の
引
用
は
、
素
行
が
仏
教
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
素
行
は
も
と
も
と
仏
教
に
は
批
判
的
な
の

で
あ
り
、
こ
の
中
で
も
や
は
り
仏
教
を
批
判
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
仏
教
そ
の
も

の
が
間
違
っ
た
も
の
で
あ
る
と
は
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
素
行
が
仏
教
を
批
判
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ

が
「
西
域
」
の
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
に
は
合
わ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
と
「
西
域
」
と
は
異

な
る
「
水
土
」
を
持
つ
地
域
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
水
土
」
に
ふ
さ
わ
し
い
教
え
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
日
本
と
「
西
域
」
の
「
水
土
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
差
異
を
持
っ
て
並
存
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
素
行
は
「
人
の
生
る
、
土
と
水
と
を
以
て
生
長
す
。
豈
人
ば
か
り
な

ら
ん
や
。
草
木
・
鳥
獸
・
魚
蟲
・
玉
石
に
至
る
ま
で
水
土
に
よ
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
」
（
『
謫
居
童
問
』

巻
五
）221

と
い
っ
て
い
る
。
人
や
物
は
「
水
土
」
を
離
れ
て
は
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の

世
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
や
物
は
、
「
水
土
」
に
よ
る
差
異
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
「
天
地
」
と
は
時
間
的
に
は
変
化
を
し
な
い
、
唯
一
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ

の
中
は
「
水
土
」
と
し
て
多
様
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
第
三
章
で
見
た
、
一
で
あ
り
な
が

ら
多
で
も
あ
る
と
い
う
、
素
行
の
見
る
こ
の
世
界
の
あ
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
世
界
が
一
で

あ
る
こ
と
は
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
人
は
個
別
性
し
か
な
い
多
の
世
界
を
生
き
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
個
々
の
差
異
を
見
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
前
章
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
素
行
が
『
中
朝

事
實
』
に
お
い
て
「
水
土
」
を
基
準
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
差
異
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
の
表

れ
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
「
水
土
」
の
重
視
と
は
、
『
山
鹿
語
類
』
の
時
期
か
ら
続
く
、
素
行
の

世
界
観
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。 

 

四
、
「
水
土
」
と
「
道
」 

 

こ
こ
ま
で
の
本
章
の
考
察
に
よ
り
、
『
中
朝
事
實
』
に
は
『
山
鹿
語
類
』
・
『
聖
教
要
録
』
の
と
き
の
、

周
濂
溪
批
判
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
後
に
、
周
濂
溪
批
判
の
と
き
の
考

え
方
が
な
ぜ
日
本
主
義
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。 

 

こ
こ
で
は
、『
中
朝
事
實
』
の
「
化
功
章
」
に
触
れ
て
お
き
た
い
。『
中
朝
事
實
』
の
末
尾
は
、
問
答
を
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収
め
た
「
或
疑
」
だ
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
附
録
」
と
し
て
附
さ
れ
て
い
る
。
本
編
の
最
後
は
、
こ
の

「
化
功
章
」
で
あ
る
。「
化
功
章
」
は
、『
書
紀
』
に
お
け
る
、
海
外
か
ら
日
本
へ
朝
貢
し
た
り
、
外
国
人

が
日
本
に
帰
化
し
た
例
を
集
め
た
も
の
だ
が
、
こ
の
章
の
結
び
で
素
行
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

  
 

謹
み
て
按
ず
る
に
、
地
に
内
外
あ
り
、
勢
に
遠
近
あ
り
、
人
に
華
夷
あ
り
、
故
に
治
教
の
道
は
内
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
外
に
及
び
、
近
を
先
に
し
て
遠
を
後
に
し
、
華
を
親
し
く
し
て
、
夷
を
柔
ら
ぐ
。
夫
れ 

朝
廷
の

上
と
國
郡
の
内
と
は
何
ぞ
四
夷
の
遠
疏
に
預
ら
ん
や
。
然
し
て
内
の
和
す
る
や
、
近
き
の
治
ま
れ
る

や
、
華
の
溢
る
る
や
、
和
の
明
ら
か
な
る
や
、
徳
の
充
て
る
や
、
通
ぜ
ざ
る
こ
と
な
く
感
ぜ
ざ
る
こ

と
な
き
も
の
は
道
の
精
妙
な
り
。
四
夷
千
里
の
險
萬
頃
の
渺
た
る
を
遠
し
と
せ
ず
、
歸
仰
投
化
し
て

畢
く
方
物
を
獻
ず
。
そ
の
然
る
こ
と
を
期
せ
ず
し
て
然
る
も
の
は
、 

中
華
の
文
明 

聖
王
の
治
教
、

天
以
て
授
け
人
以
て
與
ふ
。
實
に
過
化
の
極
功
な
り
。（『
中
朝
事
實
』「
化
功
章
」）2

2
2 

 

本
論
文
で
は
、
素
行
が
人
に
普
遍
が
内
在
し
て
い
る
と
す
る
考
え
方
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
た

が
、
そ
れ
は
素
行
が
普
遍
が
な
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
国
境
を
越
え
て
、
他
国
の
人

に
通
じ
合
う
こ
と
は
あ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
期
せ
ず
し
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
ち
ら
か
ら
意
図
し

て
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
通
じ
合
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、「
内
」
や
「
近
」
と
い
っ
た
、
自
ら
の
手
の

届
く
範
囲
を
治
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
直
截
に
普
遍
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
個
別
に
正
し
く
対
処
し

た
先
に
こ
そ
、
真
の
普
遍
が
開
け
る
の
で
あ
る
。
前
章
・
前
々
章
で
は
、
人
々
が
個
々
の
状
況
に
務
め
る

必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
見
た
が
、
そ
れ
を
国
家
間
の
関
係
と
し
て
見
れ
ば
、
各
国
が
ま
ず
自
国
を
治
め
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
他
国
の
人
と
も
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、「
化
功
章
」
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
が
日
本
に
も
か
つ
て
あ
っ
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
決
し

て
、
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
章
冒
頭
の
引
用
で
見
た
よ
う
に
、
素
行
は

日
本
人
に
と
っ
て
の
「
内
」
で
あ
る
日
本
の
こ
と
を
大
切
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
海
外
を
崇
拝
し

て
い
れ
ば
「
内
」
を
忘
れ
る
こ
と
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
素
行
の
、
そ
の
よ
う
な

考
え
方
が
も
っ
と
も
よ
く
表
れ
て
い
る
の
が
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
る
。 

 

蓋
し
我
が
土
に
居
て
我
が
土
を
忘
れ
、
そ
の
國
に
食
ん
で
そ
の
邦
を
忘
れ
、
そ
の
天
下
に
生
れ
て
そ

の
天
下
を
忘
る
る
者
は
、
猶
ほ
父
母
よ
り
生
れ
て
父
母
を
忘
る
る
が
ご
と
し
。
豈
こ
れ
人
の
道
な
ら

ん
や
。
唯
だ
未
だ
こ
れ
を
知
ら
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
附
會
牽
合
し
て
我
が
國
を
以
て
他
の
國
と
為
す

者
は
亂
臣
な
り
、
賊
子
な
り
。
（
『
中
朝
事
實
』
「
或
疑
」
）223 

 

み
ず
か
ら
の
生
き
る
地
の
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
な
も
の
は
、
人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
失
っ
て
い
る
と
い

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
章
冒
頭
の
引
用
文
中
で
、
素
行
は
日
本
人
が
日
本
の
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
を
批

判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
素
行
の
世
界
観
で
は
、
人
は
誰
し
も
措
か
れ
た
状
況
の
中
を
生
き
る
し
か
な
い
。

そ
れ
を
超
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
た
だ
の
空
想
に
過
ぎ
ず
、
「
自
然
」
で
は
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

素
行
自
身
は
多
く
の
漢
籍
を
読
ん
で
自
己
の
思
想
を
確
立
し
た
の
で
あ
り
、
『
中
朝
事
實
』
の
中
で
も
古
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代
中
国
の
「
聖
人
」
の
書
に
つ
い
て
、
「
王
化
を
補
助
す
る
に
足
る
」
（
『
中
朝
事
實
』
「
神
教
章
」
）2

24

と
い
い
、
決
し
て
排
外
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
み
ず
か
ら
の
い
る
位
置
を
忘

れ
て
他
の
場
所
ば
か
り
見
る
こ
と
は
、
素
行
の
世
界
観
か
ら
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

素
行
の
日
本
主
義
は
、
そ
れ
ま
で
に
彼
が
培
っ
て
き
た
思
想
が
結
実
し
た
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。 
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お
わ
り
に 

  

本
論
文
の
冒
頭
に
お
い
て
、
先
行
研
究
は
素
行
の
思
想
に
つ
い
て
朱
子
と
の
対
比
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
を
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
本
論
文
で
は
素
行
の
批
判
は
朱
子
よ

り
も
周
濂
溪
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
周
濂
溪
批
判
か
ら
考
え
た
と
き
に
素
行
の
思
想
は
よ
り
明
確
に

な
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
先
行
研
究
を
振
返
り
、
そ

れ
と
と
も
に
本
論
文
の
考
察
が
研
究
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
く
。 

 

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
本
論
文
第
一
章
で
概
観
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
し
て
い
る
姿
勢
は
、

朱
子
学
と
い
う
一
つ
の
完
成
品
が
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
朱
子
学
は
際
立
っ

た
体
系
性
を
持
っ
た
思
想
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
実
際
に
朱
子
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
思
想

家
が
い
た
の
で
あ
り
、
当
然
そ
の
全
員
が
お
な
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
朱
子
が
そ
れ
ら
の

思
想
を
う
ま
く
集
大
成
し
た
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
思
想
家
の
個
性
が
完
全
に
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

素
行
が
見
て
い
た
の
は
、
朱
子
学
と
い
う
思
想
の
中
に
こ
の
個
性
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
朱

子
と
周
濂
溪
と
の
あ
い
だ
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
欲
」
や
「
靜
」
を
め
ぐ
る
論

で
素
行
が
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
素
行
は
朱
子
学
が
完
全
な
一
貫
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
は
見
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
、
素
行
と
朱
子
学
と
の
関
係
を
読

み
切
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
論
文
で
は
素
行
の
言
葉
に
即
し
て
宋
儒
に

対
す
る
評
価
の
違
い
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
素
行
の
宋
学
批
判
の
根
底
に
周
濂
溪
へ
の
批
判
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
周
濂
溪
批
判
を
詳
し
く
考
え
る
こ
と
で
、
「
公
」
や
日
本
主
義
な
ど
に
お
い

て
あ
ら
た
な
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
た
。 

 

先
行
研
究
は
な
ぜ
朱
子
学
を
一
面
的
に
捉
え
て
し
ま
う
の
か
。
そ
れ
は
、
先
行
研
究
が
思
想
史
的
な
観

点
か
ら
考
え
よ
う
と
し
す
ぎ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
丸
山
以
来
の
研
究
は
、
近
世
前
期
の
思
想
史
を
考
え
る

際
に
朱
子
学
を
軸
と
し
て
個
々
の
思
想
家
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
一
度
軸
と
し
て
定

立
さ
れ
た
あ
と
は
、
朱
子
学
自
体
へ
の
考
察
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
も
は
や
朱
子
学
は
近
世
思
想
史

を
理
解
す
る
う
え
で
の
前
提
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
朱
子
学
と
の
関
係
か
ら
個
々
の
思
想
家
を
考
察
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
朱
子
学
自
体
は
不
問
と
な
り
、
素
行
の
朱
子
学
へ
の
分
析
も

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
無
論
、
思
想
史
的
考
察
は
非
常
に
重
要
だ
が
、
思
想
史
の

流
れ
に
位
置
附
け
よ
う
と
す
る
際
に
、
個
々
の
思
想
家
の
中
で
そ
の
流
れ
に
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え

る
言
説
は
軽
視
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

そ
れ
で
は
、
先
行
研
究
が
描
こ
う
と
し
た
思
想
史
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
数
々
の
先
行

研
究
の
中
で
本
論
文
が
注
目
し
た
の
は
丸
山
眞
男
と
田
原
嗣
郎
の
対
立
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
で

は
あ
ま
り
言
及
は
し
な
か
っ
た
が
、
丸
山
が
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
の
は
近
代
的
主
体
の
確
立
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
も
は
や
周
知
の
事
実
に
属
す
る
。
封
建
的
な
朱
子
学
が
徐
々
に
解
体
し
、
徂
徠
が
登
場
す
る
に
至

っ
て
近
代
的
主
体
が
確
立
す
る
と
い
う
の
が
、
丸
山
の
描
い
た
近
世
前
半
の
思
想
史
の
見
取
り
図
で
あ
り
、

素
行
は
そ
の
過
程
の
中
に
位
置
附
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
丸
山
の
説
を
批
判
す
る
田
原
は
、
素
行

の
思
想
に
お
い
て
「
人
間
各
個
の
主
体
性
を
確
立
す
べ
き
方
向
は
見
失
わ
れ
て
い
る
」225

と
い
い
、
素
行
の
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思
想
の
中
に
主
体
性
の
確
立
へ
の
方
向
性
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
な
じ
く
丸
山
説
を
批
判
し
た

尾
藤
正
英
も
、
素
行
の
思
想
に
主
体
性
の
確
立
は
な
い
と
見
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
時
期
の
素
行
研
究
、
引
い
て
は
近
世
思
想
史
研
究
は
近
代
的
主
体
の
確
立
を
め
ぐ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
良
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
近
代
的
主
体
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
き
わ
め
て
簡
単
に
い
え
ば
、
状
況
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
意
思
で
も
の
を
考
え
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
丸
山
の
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
所
収

の
論
文
は
戦
時
下
に
お
い
て
書
か
れ
た
。
恐
ら
く
丸
山
は
、
戦
争
一
色
に
染
ま
っ
て
い
く
時
代
に
お
い
て
、

時
代
状
況
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
卓
爾
と
し
た
主
体
の
確
立
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
無

論
、
そ
の
よ
う
な
主
体
で
あ
る
た
め
に
は
、
既
成
の
秩
序
を
た
だ
受
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら

の
手
で
あ
た
ら
し
く
秩
序
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
『
日
本
政
治
思
想
史

研
究
』
の
第
二
論
文
の
中
心
課
題
が
朱
子
学
的
「
自
然
」
か
ら
徂
徠
的
「
作
為
」
へ
の
展
開
で
あ
る
こ
と

は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
「
聖
人
」
に
「
無
秩
序
か
ら
秩
序
を
つ
く
り
出
す
も
の
と
し
て
の

地
位
」226

を
与
え
た
徂
徠
の
思
想
に
は
、
ま
さ
に
「
作
為
」
を
お
こ
な
う
主
体
が
成
立
っ
て
い
る
と
、
丸
山

は
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
丸
山
の
論
で
は
徂
徠
に
至
る
過
程
に
位
置
す
る
素
行
の
思
想
に

世
界
自
体
に
自
然
に
秩
序
が
存
在
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
秩
序
を
作
り
出
す
主
体
の
確

立
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
田
原
は
そ
の
よ
う
な
丸
山
の
論
を
批
判
し
て
、
素
行
の
思
想
に
自
然
に
存
在
す
る
秩
序
が
想
定

さ
れ
て
い
る
と
し
、
秩
序
は
人
の
手
で
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
尾
藤

は
素
行
が
政
治
を
優
先
さ
せ
、
自
己
を
没
却
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
と
解
し
、
各
個
人
の
主
体
性
は

否
定
さ
れ
て
い
る
と
見
て
い
る
。
前
田
勉
も
、
尾
藤
に
近
い
考
え
方
を
と
り
、
素
行
が
幕
藩
体
制
の
中
で

個
々
人
の
主
体
性
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
と
見
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
も
、
結
果
的
に
丸
山
と
見

解
が
異
な
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
丸
山
が
提
起
し
た
問
題
を
受
止
め
て
、
主
体
性
の
確
立
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
彼
ら
以
降
の
素
行
研
究
で
は
、
主
体
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
無
論
、
近
代
的
主
体
と
は
現
代
か
ら
見
た
論
点
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
素
行
を
研
究
す
る
う
え

で
は
直
截
関
係
が
な
い
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
終
戦
か
ら
時
間
が
た
っ
て
、
主

体
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
、
そ
れ
ほ
ど
切
実
に
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
で
は
素
行
の
思
想
に
主
体
の
問
題
を
読
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
近
代
的
な
意
味
で
の
主
体
と
は
違
っ
た
も
の
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
以
下
の
引
用
は
、
素
行
が
「
聖
人
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

師
曰
く
、
聖
人
は
、
聰
明
睿
知
、
天
地
と
其
の
徳
材
を
同
じ
う
す
。
是
れ
氣
、
其
の
秀
を
得
て
、
其

の
理
、
中
和
を
得
、
過
不
及
の
論
ず
べ
き
な
り
。
壽
の
長
短
は
氣
を
稟
く
る
の
剛
柔
に
因
れ
り
、
富

貴
は
天
命
に
在
り
、
故
に
作
為
す
べ
か
ら
ず
、
氣
の
厚
長
を
論
ず
べ
か
ら
ず
。
堯
舜
及
び
夫
子
と
謂

ふ
が
若
き
、
堯
舜
は
其
の
氣
英
粹
、
其
の
理
溫
和
、
天
の
命
是
れ
全
し
。
夫
子
は
、
道
徳
高
厚
材
知

分
明
に
し
て
、
教
化
究
り
な
く
、
天
地
と
參
た
り
、
日
月
四
時
と
同
じ
。
堯
舜
の
盛
も
亦
夫
子
に
到
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り
て
著
明
す
。
天
命
至
ら
ず
し
て
栖
々
た
る
一
旅
人
と
為
る
、
是
れ
又
萬
世
の
師
た
る
の
命
な
り
。

（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
「
辨
或
問
理
氣
妙
合
而
人
物
生
説
」
）227 

 

孔
子
は
堯
・
舜
と
お
な
じ
く
「
聖
人
」
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
徳
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
孔
子
と
堯
・
舜

で
は
辿
っ
た
運
命
は
あ
ま
り
に
も
違
う
。
帝
と
し
て
人
々
の
頂
点
に
立
っ
た
堯
・
舜
に
対
し
、
孔
子
は
高

い
地
位
に
就
く
こ
と
も
な
く
、
大
き
な
富
を
得
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
多
く
の
時
間
を
旅
に
費
や
す
人
生

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
素
行
は
そ
れ
で
良
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
孔
子
が
帝
位
に
つ
か
な
か
っ
た

か
ら
こ
そ
、
書
物
の
編
纂
や
弟
子
の
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
堯
・
舜
の
事
績

も
後
世
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
、
孔
子
が
み
ず
か
ら
の
境
遇
に
不
満
を
抱
き
、
帝
位
に
つ
こ
う
と

し
て
い
れ
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
素
行
は
、
孔
子
に
あ
り
の
ま
ま
の
状
況
を
受
入
れ

る
姿
勢
を
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
素
行
は

別
の
箇
所
で
は
「
聖
人
」
に
つ
い
て
「
自
己
心
身
の
運
用
は
天
地
に
循
ふ
の
み
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學

十
一
、
「
辨
或
問
主
靜
説
」
）228

と
も
い
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
素
行
は
「
聖
人
」
に
主
体
を
立
て
な
い
生

き
方
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
う
考
え
る
と
こ
れ
ま
で
素
行
が
批
判
し
て
い
た
、
周
濂
溪
を
は
じ
め
と
す
る
宋
儒
の
思
想
と
は
、
「
聖

人
」
と
反
対
に
状
況
か
ら
独
立
し
た
主
体
を
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
「
主
靜
」
が
自
己
の
外
部
の
事
物
か
ら
影
響
を
受
け
な
い
部
分
を
想
定
し
、
そ
れ
が
本
来
の
自
己
だ

と
す
る
の
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
素
行
は
そ
の
「
主
靜
」
が
「
自
然
」
を
離
れ
、
世
界
を
恣
意

的
に
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
た
。
恣
意
的
な
認
識
に
陥
る
こ
と
は
、
状
況
か
ら
独
立
し
た

主
体
に
つ
い
て
ま
わ
る
陥
穽
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。229

こ
れ
に
対
し
、
素
行
は
世
界
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を

主
張
し
、
孤
立
的
と
し
か
見
え
な
い
事
態
を
一
体
性
の
中
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
状
況

か
ら
独
立
す
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
人
が
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
一
体
性
の
中
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
抜
出
よ
う
と
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
い
え
る
こ
と
は
、
素
行
は
中
世
か
ら
近
代
へ
と
向
か
っ
て
い
く
方
向
に
い
る
思
想
家
で
は
な
く
、
む
し

ろ
近
代
へ
と
向
か
っ
て
い
こ
う
と
す
る
時
代
に
逆
ら
い
、
そ
こ
に
警
鐘
を
鳴
ら
そ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

 

無
論
、
卓
爾
と
し
た
主
体
が
必
要
な
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
は
そ
う
簡
単
に
い
え
る
よ
う
な
問
題
で

は
な
い
し
、
そ
れ
は
こ
の
論
文
の
課
題
で
も
な
い
。
た
だ
、
素
行
の
思
想
を
理
解
す
る
う
え
で
は
、
近
代

的
主
体
を
理
想
と
す
る
考
え
方
は
捨
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
な
く
て
は
、
素
行
の
意

思
に
反
し
た
読
解
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
、
あ
ら
た
め
て
中
世
と
近
代
の

中
間
に
あ
る
近
世
を
生
き
た
思
想
家
と
し
て
、
素
行
を
読
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
本
論
文
で
明
ら
か
に
し
た
素
行
の
思
想
の
特
徴
が
、
近
世
思
想
史
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う

な
位
置
附
け
に
あ
る
の
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
節

に
お
い
て
思
想
史
的
観
点
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
こ
と
を
批
判
し
た
が
、
個
々
の
思
想
を
思
想
史
的
文
脈
か

ら
一
旦
離
し
て
検
討
し
た
う
え
で
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
思
想
史
の
中
に
ど
う
位
置
附
け
る
か
と
い
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う
論
点
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
近
世
の
日
本
に
は
素
行
以
外
に
も
仁
斎
や
徂
徠
な
ど
朱
子
学
を
批
判
す

る
儒
者
が
現
れ
た
が
、
彼
ら
の
思
想
に
お
い
て
も
周
濂
溪
へ
の
批
判
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
周
濂
溪
批
判
が
重
要
な
の
は
、
素
行
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
仁
斎
は
『
太
極

圖
説
』
の
「
無
極
而
太
極
」
を
「
無
極
」
→
「
太
極
」
の
段
階
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
論
が
あ
り
、2

30

素
行
の
解
釈
と
の
共
通
性
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
を
詳
し
く
考
え
て
み
る
と
、
他
の
朱
子
学
批
判
の

思
想
家
の
捉
え
方
も
、
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
本
論
文
で
そ
こ
ま
で
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
論
文
を
締
め
括
る
こ
と
と
す
る
。 
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○
注
釈 

は
じ
め
に 

1 

『
全
集
』
第
十
一
巻
、
六
頁 

2 

『
全
集
』
第
十
五
巻
、
九
四
頁 

3 

『
続
神
道
大
系 
論
説
編 

保
科
正
之
（
五
）
』
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
二
〇
〇
五
）
三
三
頁 

4 

素
行
の
赤
穂
配
流
に
つ
い
て
は
平
重
道
『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
）
第
一

章
第
一
節
「
寛
文
六
年
山
鹿
素
行
配
流
事
件
の
思
想
史
的
意
義
」
参
照
。
ち
な
み
に
配
流
先
が
赤
穂
に
な

っ
た
の
は
、
素
行
と
当
時
の
赤
穂
藩
主
浅
野
長
直
が
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

5 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
八
七
頁 

6 

同
右 

7 

た
と
え
ば
、
田
原
嗣
郎
は
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
基
本
的
構
成
」（
『
日
本
思
想
大
系
三
十
二 

山

鹿
素
行
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
の
中
で
素
行
の
配
流
を
「
『
聖
教
要
録
』
の
中
で
程
朱
の
学
を
批

判
し
た
た
め
に
、
赤
穂
に
配
流
さ
れ
た
事
件
」
（
四
五
三
頁
）
と
し
て
い
る
。 

8 

宇
野
茂
彦
『
叢
書
日
本
の
思
想
家
２ 

林
羅
山
・
（
附
）
林
鵞
峰
』
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
二
）
一
六

〇
～
一
六
三
頁
参
照
。 

9 
 

『
全
集
』
第
十
一
巻
、
一
五
頁 

1
0 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
八
九
頁 

1
1 

そ
れ
で
は
、
保
科
正
之
は
何
に
対
し
て
怒
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
が
、
少
な
く
と
そ
れ
は
正
之

の
問
題
で
あ
っ
て
素
行
自
身
の
思
想
と
一
旦
分
け
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

第
一
章 

1
2 

『
先
哲
叢
談
』
は
、
原
念
齋
が
江
戸
時
代
の
著
名
な
儒
者
の
言
行
や
事
績
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
こ

で
扱
わ
れ
て
い
る
儒
者
は
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～
一
六
一
九
）
・
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）

に
は
じ
ま
り
、
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
一
六
四
八
）
・
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
～
一
六
八
二
）
・
熊
沢

蕃
山
（
一
六
一
九
～
一
六
九
一
）
・
伊
藤
仁
斎
・
荻
生
徂
徠
な
ど
の
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
『
先
哲
叢
談
後
篇
』
の
方
は
、
東
條
琴
台
が
『
先
哲
叢
談
』
に
入
っ
て
い
な
い
儒
者
に
つ
い
て
ま

と
め
た
も
の
で
、
著
名
と
い
え
る
人
物
は
、
素
行
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。 

1
3 

『
先
哲
叢
談
後
篇
』
巻
之
二 

1
4 

『
日
本
古
學
派
之
哲
學
』
三
頁
「
要
す
る
に
、
素
行
と
仁
斎
と
徂
徠
と
、
此
三
人
は
古
學
派
の
代
表
者 

 
 

 

と
し
て
最
も
卓
絶
せ
る
も
の
な
り
」 

1
5 

も
と
は
、
明
治
四
十
一
年
に
『
日
本
及
日
本
人
』
と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
本
稿
で
は 

乃
木
神
社
社
務
所
編
『
乃
木
希
典
全
集
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
）
の
も
の
を
使
用
し
た
。
同
書
四
九

一
頁
。 

1
6 

『
日
本
古
學
派
之
哲
學
』
八
八
頁 

1
7 

『
山
鹿
素
行
先
生
』
二
〇
五
頁 

1
8 

『
素
行
・
宣
長
』
一
四
一
頁 

1
9 

『
日
本
古
學
派
之
哲
學
』
一
二
三
頁 

2
0 

『
全
集
』
の
編
者
廣
瀬
豊
は
『
全
集
』
第
十
二
巻
の
解
説
で
「
素
行
の
著
述
中
最
も
有
名
な
の
は
、
こ

の
中
朝
事
實
で
あ
る
」（
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
、
井
上
や
松
本
と
大
き
く
思
想
信
条
を
こ
と
に
す
る
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
谷
義
彦
「
山
鹿
素
行

の
歴
史
的
批
判
的
考
察
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
三
四
）
も
、
全
四
章
の
う
ち
、
半
分

に
当
た
る
二
章
を
武
士
道
と
日
本
中
朝
主
義
の
分
析
に
割
い
て
い
る
。 

2
1 

『
日
本
古
學
派
之
哲
學
』
一
二
〇
頁 

2
2 

同
右
一
二
二
頁 

 
2
3 

清
原
貞
雄
『
思
想
的
先
覺
者
と
し
て
の
山
鹿
素
行
』
（
藤
井
書
店
、
一
九
三
〇
）
一
五
五
頁 
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2
4 

松
本
前
掲
書
一
八
一
～
一
八
二
頁 

 
2
5 

村
岡
前
掲
書
五
四
頁 

2
6 

無
論
、
戦
前
の
す
べ
て
の
研
究
が
同
様
の
論
調
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
加
藤

仁
平
『
山
鹿
素
行
の
教
育
思
想
』
（
目
黒
書
店
、
一
九
三
四
）
で
は
、
『
聖
教
要
録
』
に
お
け
る
「
理
氣
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
純
粹
に
周
孔
そ
の
物
へ
復
歸
せ
ん
と
せ
る
素
行
子
に
宋
儒
風
の

理
氣
論
の
あ
る
を
幾
分
不
徹
底
の
憾
あ
り
と
考
へ
て
い
た
吾
人
は
、
後
年
の
述
作
と
の
比
較
研
究
に
よ
つ

て
、
今
や
斷
然
當
代
の
素
行
に
宋
儒
の
遺
風
因
襲
と
見
る
べ
き
理
氣
論
の
あ
つ
た
事
を
認
め
る
」
（
二
七

頁
） 

2
7 

『
日
本
倫
理
思
想
史
研
究
』
二
七
一
頁 

2
8 

『
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
教
運
動
の
系
譜
』
八
七
頁 

2
9 

「
素
行
の
本
質
を
追
求
す
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
、
兵
学
と
他
の
学
問
的
教

養
と
の
こ
の
統
一
で
あ
る
。
特
に
兵
学
と
儒
学
と
の
統
一
で
あ
る
。
（
中
略
）
蕃
山
は
彼
の
実
際
的
な
政

治
体
験
を
そ
の
儒
教
理
解
に
い
か
し
て
い
た
が
、
素
行
は
兵
学
的
教
養
を
そ
の
儒
教
理
解
に
い
か
し
た
の

で
あ
る
。
彼
ら
が
儒
教
理
解
に
い
か
し
た
も
の
は
政
治
的
体
験
と
兵
学
的
教
養
と
い
う
差
意
を
も
ち
つ
つ

も
畢
竟
武
士
的
体
験
で
あ
り
武
士
的
教
養
で
あ
っ
た
。
蕃
山
と
素
行
の
儒
学
が
豊
か
な
武
教
的
性
格
を
も

っ
て
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
」
（
七
九
頁
） 

3
0 

『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
二
五
頁 

3
1 

同
右
八
二
頁 

3
2 

同
右
一
〇
三
頁 

3
3 

同
右
一
〇
六
頁 

3
4 

同
右
四
六
頁 

3
5 

同
右
四
八
頁 

3
6 

た
だ
し
、
第
二
論
文
で
は
素
行
を
、
未
だ
自
然
か
ら
脱
し
切
れ
て
い
な
い
思
想
家
と
し
て
い
る
こ
と
に

は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

3
7

『
徳
川
思
想
史
研
究
』
二
九
～
三
〇
頁 

3
8 

同
右
三
一
頁 

3
9

『
全
集
』
第
十
巻
、
五
五
頁 

4
0

『
徳
川
思
想
史
研
究
』
五
七
頁 

4
1 

同
右
六
三
頁 

4
2 

同
右
六
四
頁 

4
3 

同
右
二
一
三
頁 

4
4

『
日
本
思
想
大
系
三
十
二 

山
鹿
素
行
』
五
一
〇
頁 

4
5

『
思
想
』
五
六
〇
号
、
三
四
頁
。
な
お
、
引
用
文
中
の
括
弧
は
原
文
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。 

4
6 

同
右
五
六
一
号
、
九
六
頁 

4
7

『
山
鹿
素
行
の
研
究
』
七
八
～
七
九
頁 

4
8 

同
右
八
〇
～
八
一
頁 

4
9

『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』
一
五
八
～
一
五
九
頁 

5
0

『
山
鹿
素
行 

「
聖
学
」
と
そ
の
展
開
』
一
四
〇
頁 

5
1

『
山
鹿
素
行
の
思
想
』
一
八
七
頁 

5
2 

同
右
一
九
〇
頁 

5
3 

丸
山
前
掲
書
四
九
頁 

5
4 

田
原
前
掲
書
八
九
頁 

5
5 

『
全
集
』
第
九
巻
、
四
九
八
頁 

5
6 

尾
藤
前
掲
文
八
三
頁 
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5
7 

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
四
七
頁 

5
8 

『
全
集
』
第
九
巻
、
二
七
一
頁 

5
9 

『
山
鹿
語
類
』
を
「
未
整
理
」
と
す
る
例
と
し
て
は
、
尾
藤
が
田
原
の
論
を
批
判
し
て
「
右
の
例
話
の

記
述
な
ど
に
は
、
朱
子
学
の
思
考
様
式
が
未
整
理
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
拘
泥
す

れ
ば
朱
子
学
と
素
行
の
思
想
と
の
対
立
点
が
見
失
わ
れ
る
結
果
に
陥
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
」
（
尾
藤
前
掲

文
三
七
〇
頁
）
と
い
っ
て
い
る
。 

 

第
二
章 

6
0 

『
全
集
』
第
九
巻
、
九
〇
～
九
一
頁 

6
1 

同
右
八
九
頁 

6
2 

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
五
四
～
三
五
五
頁 

6
3 

『
中
庸
章
句
』
首
章
「
首
明
道
之
本
原
、
出
於
天
而
不
可
易
、
其
實
體
備
於
己
而
不
可
離
」 

6
4 

『
全
集
』
第
十
巻
、
五
五
～
五
六
頁 

6
5 

『
原
道
』
「
堯
以
是
傳
之
舜
、
舜
以
是
傳
之
禹
、
禹
以
是
傳
之
湯
、
湯
以
是
傳
之
文
武
周
公
、
文
武
周

公
以
是
傳
之
孔
子
、
孔
子
以
是
傳
之
孟
軻
。
軻
之
死
、
不
得
其
傳
焉
」
。
ま
た
、
朱
子
の
道
統
の
論
は
、

『
中
庸
章
句
』
序
な
ど
に
あ
る
。 

6
6 

『
全
集
』
第
十
一
巻
、
一
四
～
一
五
頁 

6
7 

な
お
、
「
周
程
張
邵
」
と
い
う
ま
と
め
方
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻
第
一
百
五
な
ど
に
あ
る
。
（
「
到
得

周
程
張
邵
們
説
得
亦
不
差
」
）
素
行
は
朱
子
の
論
を
参
考
に
し
て
、
周
濂
溪
ら
四
者
を
一
つ
に
ま
と
め
て

捉
え
る
見
方
を
取
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

6
8 

『
全
集
』
第
九
巻
二
六
五
～
二
六
六
頁 

6
9 

同
右
二
六
七
頁 

7
0 

同
右
二
六
六
頁 

7
1 

『
全
集
』
第
十
巻
、
二
二
四
頁
。
朱
子
の
言
葉
は
『
張
子
全
書
』
内
の
『
正
蒙
』
誠
明
篇
の
注
に
あ
る
。

「
朱
子
曰
、
天
地
之
性
則
太
極
本
然
之
妙
、
萬
殊
之
一
本
也
。
氣
質
之
性
則
二
氣
交
運
而
生
、
一
本
而
萬

殊
也
」 

7
2 

『
中
庸
』
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
」 

7
3 

『
全
集
』
第
十
巻
、
二
二
二
頁 

7
4 

同
右
一
九
〇
頁 

7
5 

同
右
一
八
九
～
一
九
〇
頁 

7
6 

本
論
文
二
〇
頁
参
照 

7
7 

『
全
集
』
第
九
巻
、
二
七
二
～
二
七
三
頁 

7
8 

同
右
二
三
九
頁 

7
9 

こ
の
あ
た
り
の
儒
者
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
の
、
素
行
の
認
識
は
朱
子
の
考
え
を
引
継
い
で
い
る
も
の

と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
『
通
書
』
後
記
「
夫
子
姓
周
氏
、
名
敦
頤
、
字
茂
叔
。
自
少
即
以
學
行
有
聞
於

世
、
而
莫
或
知
其
師
傳
之
所
自
。
獨
以
河
南
兩
程
夫
子
嘗
受
學
焉
、
而
得
孔
孟
不
傳
之
正
統
、
則
其
淵
源

因
可
槩
見
」 

8
0 

『
全
集
』
第
九
巻
、
二
四
〇
頁 

8
1 

『
太
極
圖
説
』
「
聖
人
定
之
、
以
中
正
仁
義
、
而
主
靜
、
立
人
極
」 

8
2 

『
全
集
』
第
九
巻
、
五
七
～
五
八
頁 

8
3 

同
右
二
五
六
頁 

8
4 

こ
の
論
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
四
に
あ
る
。
「
問
、
先
生
謂
程
子
、
不
以
太
極
圖
授
門
人
、
蓋
以

未
有
能
受
之
者
」 

8
5 

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
八
七
頁 
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8
6 

素
行
は
、
「
宋
朝
に
初
め
て
四
書
を
表
出
し
六
經
を
註
解
し
、
孔
孟
を
崇
め
儒
教
を
貴
ぶ
こ
と
、
二
程

を
以
て
祖
と
為
す
、
聖
門
に
功
あ
る
尤
も
大
な
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
三
、
雜
子
、
儒
家
者
流
、
「
二

程
子
」
、
『
全
集
』
第
九
巻
、
二
五
六
頁
）
と
い
い
、
程
子
の
経
学
上
の
功
績
を
述
べ
て
い
る
。 

8
7 

『
全
集
』
第
九
巻
、
二
四
九
～
二
五
〇
頁 

8
8 

同
右
二
六
一
頁 

8
9 

素
行
は
「
邵
子
、
深
く
易
數
を
曉
る
、
程
朱
、
皆
此
れ
に
從
ひ
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
二
、
致
知
、

「
讀
易
」
、
『
全
集
』
第
九
巻
、
一
七
六
頁
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
後
続
の
宋
儒
へ
の
影

響
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。 

9
0 

『
全
集
』
第
十
一
巻
、
四
二
一
頁 

9
1 

村
岡
前
掲
書
、
五
四
頁 

9
2 

前
田
前
掲
書
、
一
五
〇
～
一
五
一
頁 

9
3 

こ
の
ほ
か
、
友
枝
龍
太
郎
も
「
山
鹿
素
行
―
朱
子
学
の
批
判
と
復
古
学
の
論
理
―
」
（
相
良
亨
、
松
本

三
之
助
、
源
了
圓
編
『
江
戸
の
思
想
家
た
ち
（
上
巻
）
』
研
究
社
、
一
九
七
九
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に

い
っ
て
い
る
。
「
素
行
の
朱
子
に
対
す
る
評
価
を
通
じ
て
察
知
さ
れ
る
こ
と
は
、
素
行
が
朱
子
を
全
面
的

に
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
朱
子
か
ら
然
る
べ
き
も
の
を
摂
取
し
、
自
説
の
中
に
入
れ
こ
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
二
〇
二
頁
）
し
か
し
、
友
枝
に
し
て
も
朱
子
と
の
比
較
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
他
の
研
究
者
と
大
き
な
違
い
は
な
い 

 

第
三
章 

9
4 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
一
九
頁
。
な
お
、
引
用
中
の
「
此
の
言
」
と
は
、『
易
』
繋
辭
傳
上
、
第
十
章
の

「
易
无
思
也
、
无
為
也
。
寂
然
不
動
、
感
而
遂
通
天
下
之
故
。
非
天
下
之
至
神
、
其
孰
能
與
於
此
」
を
指

す
。 

9
5 

『
太
極
圖
説
解
』「
此
、
言
聖
人
、
全
動
靜
徳
、
常
本
之
於
靜
也
」 

9
6 

た
と
え
ば
、
田
原
嗣
郎
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
基
本
的
構
成
」
で
は
次
の
よ
う
い
っ
て
い
る
。

「
こ
の
世
界
、
素
行
の
い
わ
ゆ
る
「
天
地
人
物
の
本
性
は
「
動
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
形
容
す
る
「
生
々
息

ま
ず
」
「
至
誠
無
息
」
な
ど
の
言
葉
は
素
行
の
著
作
の
到
る
処
に
み
ら
れ
る
」
（
四
六
一
頁
） 

9
7 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
二
〇
～
四
二
一
頁 

9
8 

『
全
集
』
第
十
四
巻
、
六
三
頁 

9
9

尾
藤
正
英
「
山
鹿
素
行
の
思
想
的
転
回
（
下
）」
九
四
頁
で
も
、
素
行
の
「
權
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て

い
る
。 

1
0
0 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
一
四
～
四
一
五
頁 

1
0
1 

同
右
四
一
六
頁 

1
0
2 

同
右
四
〇
五
～
四
〇
六
頁
。
な
お
、
『
易
』
の
言
葉
は
繋
辭
傳
上
第
一
章
「
日
月
運
行
、
一
寒
一
暑
」 

1
0
3 

『
太
極
圖
説
』
「
太
極
、
動
而
生
陽
、
動
、
極
而
靜
。
靜
而
生
陰
、
靜
、
極
而
復
動
」 

1
0
4 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
〇
四
頁 

1
0
5 

同
右
一
〇
～
一
一
頁 

1
0
6 

同
右
一
五
頁 

1
0
7 

同
右
一
三
頁 

1
0
8 

吾
妻
重
二
『
朱
子
學
の
新
研
究
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
）
参
照
。 

1
0
9 

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
八
一
～
三
八
二
頁 

1
1
0 

『
太
極
圖
説
解
』（『
朱
子
全
書
』
第
壹
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
よ

り
転
載 

1
1
1 

『
易
』
繋
辭
上
第
十
一
章
「
是
故
易
有
太
極
。
是
生
兩
儀
、
兩
儀
生
四
象
、
四
象
生
八
卦
。
八
卦
定
吉

凶
、
吉
凶
生
大
業
」 

1
1
2 

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
六
〇
頁
。
な
お
、
『
易
』
の
言
葉
は
前
注
参
照
。 
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1
1
3 

同
右
三
六
〇
頁
。 

1
1
4 

素
行
の
論
の
中
に
は
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
は
多
い
が
、

反
対
に
見
え
て
い
た
も
の
が
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
素
行
の
論

述
か
ら
考
え
る
と
、
今
ま
で
見
え
て
い
た
も
の
が
見
え
な
い
状
態
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
く

て
は
、
こ
の
世
界
に
見
え
て
い
る
も
の
が
ひ
た
す
ら
増
え
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、

本
論
で
は
「
不
可
視
化
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。 

1
1
5 

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
七
三
～
三
七
四
頁 

1
1
6 

同
右
三
六
〇
頁 

1
1
7 

同
右
三
四
九
～
三
五
〇
頁 

1
1
8 

同
右
三
八
六
頁
。
な
お
『
易
』
の
言
葉
は
、
繋
辭
傳
上
、
第
十
一
章
「
河
、
出
圖
、
洛
、
出
書
、
聖
人
、

則
之
」 

1
1
9 

客
観
的
に
見
れ
ば
、
『
太
極
圖
』
も
全
体
と
し
て
一
つ
の
図
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
素
行
は
そ
の

よ
う
な
見
方
は
取
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
、
素
行
が
周
濂
溪
の
思
想
を
段
階
性
重
視
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
だ
ろ
う
。 

1
2
0 

『
周
易
本
義
』（『
朱
子
全
書
』
第
拾
参
冊
）
よ
り
転
載 

1
2
1 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
〇
八
頁
。
周
濂
溪
の
言
葉
は
、
『
太
極
圖
説
』
「
惟
人
也
、
得
其
秀
而
最
靈
。

形
既
生
矣
、
神
發
知
。
五
性
感
動
而
善
惡
分
、
萬
事
出
」 

1
2
2 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
〇
二
頁 

1
2
3 

第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
素
行
は
朱
子
学
の
普
遍
的
な
性
格
を
持
っ
た
「
理
」
を
批
判
し
た
と
す
る
先

行
研
究
が
多
い
。
た
し
か
に
そ
れ
は
間
違
い
な
い
が
、
一
方
で
、
こ
こ
で
の
引
用
の
よ
う
に
「
氣
」
と
の

関
係
か
ら
「
理
」
を
論
ず
る
場
合
、
素
行
は
そ
れ
と
は
や
や
異
な
る
論
調
を
見
せ
る
。
た
と
え
ば
、
「
理

氣
、
尤
も
差
別
す
べ
か
ら
ず
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
十
一
、
大
原
、
「
論
理
氣
妙
合
而
人
物
生
説
」
全

集
第
十
巻
、
四
〇
三
頁
）
と
い
い
、
「
理
」
と
「
氣
」
を
分
け
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

素
行
が
い
い
た
い
の
は
「
理
」
と
「
氣
」
と
の
相
即
不
離
の
関
係
で
あ
っ
て
、
「
理
」
と
は
何
か
「
氣
」

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
無
論
、
素
行
の
朱
子
学
批
判
に
お
け
る
「
理
」
の
問
題
は
重
要
だ
が
、

周
濂
溪
批
判
の
う
え
で
は
直
截
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
論
文
で
は
詳
し
く
述
べ
な
か
っ
た
。 

1
2
4 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
〇
八
～
四
〇
九
頁
。
な
お
、
朱
子
の
言
葉
は
『
朱
子
語
類
』
巻
第
九
十
四
「
得

其
氣
之
精
英
者
為
人
、
得
其
査
滓
者
為
物
」
、
同
巻
第
十
四
「
只
一
箇
陰
陽
五
行
之
氣
、
袞
在
天
地
中
、

精
英
者
為
人
、
査
滓
者
為
物
。
精
英
之
中
又
精
英
者
、
為
聖
、
為
賢
、
精
英
之
中
査
滓
者
、
為
愚
為
、
不

肖
」
周
濂
溪
の
「
精
秀
の
字
」
は
注
１
２
０
参
照
。 

1
2
5 

本
論
文
二
五
頁
参
照 

1
2
6 

『
全
集
』
第
十
巻
、
二
〇
七
頁 

1
2
7 

同
右
三
六
一
頁 

1
2
8 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
一
九
五
頁 

 

第
四
章 

1
2
9 

『
孟
子
集
註
』
梁
惠
王
章
句
上
「
此
章
言
、
仁
義
根
於
人
心
之
固
有
、
天
理
之
公
也
、
利
心
生
於
物
我

之
相
形
、
人
欲
之
私
也
」 

1
3
0 

『
全
集
』
第
九
巻
六
七
頁 

1
3
1

素
行
の
「
公
」
に
注
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
の
尾
藤
正
英
「
山
鹿
素
行
の
思
想
的
転
回
（
上
）

（
下
）」、
三
宅
正
彦
「
幕
藩
制
国
家
の
確
立
と
公
私
概
念
の
対
立
」（『
体
系
日
本
史
叢
書
二
十
三 

思
想

史Ⅱ

』、
山
川
出
版
社
、
一
九
七
六
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

1
3
2 

丸
山
前
掲
書
、
田
原
嗣
郎
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
基
本
的
構
成
」
な
ど
。 

そ
の
中
で
、
上
安
祥
子
『
経
世
論
の
近
世
』
（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
五
）
は
、
数
少
な
い
例
外
に
当
る
。

し
か
し
、
人
々
が
善
を
好
む
こ
と
か
ら
、
人
欲
が
善
を
選
び
取
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
す
る
見
解
は
、
素
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行
の
「
欲
」
の
認
識
を
一
元
的
に
捉
え
す
ぎ
て
い
る
。
本
稿
後
述
の
理
由
か
ら
、
そ
の
解
釈
に
は
問
題
が

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

1
3
3 

『
全
集
』
第
十
巻
、
三
〇
二
頁
。
周
濂
溪
の
言
葉
は
「
養
心
亭
説
」
「
予
謂
養
心
不
止
於
寡
焉
而
存
耳
。

蓋
寡
焉
以
至
於
無
。
無
則
誠
立
、
明
通
」 

1
3
4 

『
全
集
』
第
九
巻
七
四
頁
。
な
お
、『
易
』
の
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
乾
卦
「
乾
、
元
亨
利
貞
」、「
九
五
、

飛
龍
在
天
。
利
見
大
人
」、
乾
卦
文
言
伝
「
元
者
善
之
長
也
。
亨
者
嘉
之
會
也
。
利
者
義
之
和
也
。
貞
者
事

之
幹
也
」 

1
3
5 

『
朱
子
語
類
』
巻
第
十
三
（
學
七
）「
若
義
利
、
若
善
惡
、
若
是
非
、
毋
使
混
淆
不
別
於
其
心
」 

1
3
6 

『
全
集
』
第
九
巻
、
七
五
頁 

1
3
7

素
行
の
「
格
物
致
知
」
に
つ
い
て
は
、
前
田
勉
「
山
鹿
素
行
―
治
人
の
学
の
認
識
論
」（
源
了
圓
篇
『
江

戸
の
儒
学
『
大
学
』
受
用
の
歴
史
』
思
文
閣
、
一
九
八
八
）
等
参
照
。 

1
3
8 

『
全
集
』
第
九
巻
、
二
〇
頁 

1
3
9 

「
愚
謂
へ
ら
く
、
格
は
至
な
り
、
程
朱
既
に
其
の
字
義
を
考
ふ
る
こ
と
皆
據
あ
り
。
今
、
之
れ
に
從
ふ
」

（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
一
、
致
知
、
「
辨
或
問
格
物
致
知
説
」
、
『
全
集
』
第
九
巻
、
三
七
頁
） 

1
4
0 

『
大
學
或
問
』「
莫
先
於
正
心
誠
意
、
然
欲
誠
意
、
必
先
致
知
、
而
欲
致
知
、
又
在
格
物
。
致
盡
也
。

格
至
也
。
凡
有
一
物
、
必
有
一
理
、
窮
而
至
之
、
所
謂
格
物
也
。
然
而
格
物
亦
非
一
端
、
如
或
讀
書
、
講

明
道
義
、
或
論
古
今
人
物
、
而
別
其
是
非
、
或
應
接
事
物
、
而
處
其
當
否
、
皆
窮
理
也
」 

1
4
1 

『
全
集
』
第
九
巻
、
三
三
頁 

1
4
2 

同
右
二
六
頁 

1
4
3 

『
全
集
』
第
十
巻
、
二
三
二
頁 

1
4
4 

『
全
集
』
第
九
巻
、
一
七
頁 

1
4
5 

同
右
八
三
頁 

1
4
6 

同
右
七
五
頁 

1
4
7 

朱
子
の
『
易
本
義
』
や
『
朱
子
語
類
』
と
も
に
「
利
者
義
之
和
也
」
の
解
釈
に
お
い
て
、「
好
惡
」
や

そ
れ
に
類
す
る
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。 

1
4
8 

『
朱
子
語
類
』
巻
第
五
十
一
で
は
、
朱
子
は
「
若
し
只
だ
義
を
以
て
宜
と
為
せ
ば
、
則
ち
義
外
に
在
る

の
意
有
り
。
程
子
の
言
ふ
『
物
に
處
す
る
は
義
為
り
』
の
如
き
を
須
て
ば
則
ち
是
れ
物
に
處
す
る
者
は
心

に
在
り
て
、
外
に
非
ざ
る
べ
き
な
り
」（「
若
只
以
義
為
宜
、
則
義
有
在
外
意
。
須
如
程
子
言
處
物
為
義
、

則
是
物
處
物
者
在
心
、
而
非
外
也
」）
と
い
っ
て
お
り
、
物
に
対
処
す
る
の
は
、
心
が
対
処
す
る
と
考
え
て

い
る
。「
利
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
五
一
頁
参
照
。 

1
4
9

素
行
の
考
え
方
は
、
告
子
の
「
義
外
」
に
近
い
よ
う
に
見
え
る
。『
山
鹿
語
類
』
に
は
、
素
行
の
論
が
告

子
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
い
う
「
或
ひ
と
」
の
質
問
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
素
行
は
、
人

は
本
来
仁
義
に
至
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
告
子
の
説
は
そ
の
点
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
し
て
批

判
し
、
自
分
の
考
え
は
告
子
と
は
違
う
と
し
て
い
る
。（『
山
鹿
語
類
』
聖
學
五
、
仁
仁
義
五
常
誠
忠
信
敬
、

「
辨
或
問
仁
義
之
説
」、『
全
集
』
第
九
巻
、
四
六
八
頁
） 

1
5
0 

『
全
集
』
第
九
巻
、
六
六
頁 

1
5
1 

同
右
二
四
四
頁
。
な
お
、
『
通
書
』
の
言
葉
は
聖
學
篇
「
一
為
要
。
一
者
無
欲
、
無
欲
静
虚
動
直
也
。

静
虚
明
也
、
明
通
、
動
直
公
也
、
公
溥
。
明
通
公
溥
庶
哉
」 

1
5
2 

「
濂
溪
言
、
『
寡
欲
以
至
於
無
、
蓋
恐
人
以
寡
欲
為
便
得
了
、
故
言
不
止
於
寡
欲
而
已
、
必
至
於
無
而

後
可
耳
。
然
無
底
工
夫
、
則
由
於
能
寡
欲
。
到
無
欲
、
非
聖
人
不
能
也
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
第
九
十
四
） 

1
5
3 

『
朱
子
語
類
』
巻
第
九
十
四
「
無
欲
之
與
敬
、
二
字
分
明
。
要
之
、
持
敬
頗
似
費
力
、
不
如
無
欲
撇
脱
。

人
只
為
有
欲
、
此
心
千
頭
萬
緒
。
此
章
之
言
、
甚
為
緊
切
、
學
者
不
可
不
知
」 

1
5
4 

『
全
集
』
第
九
巻
、
二
四
五
頁 

1
5
5 

戴
震
『
孟
子
字
義
疏
證
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
周
子
通
書
曰
、
『
「
聖
可
學
乎
」
曰
、
「
可
」

「
有
要
乎
」
曰
、
「
有
」
「
請
問
焉
」
曰
、
「
一
為
要
。
一
者
無
欲
、
無
欲
静
虚
動
直
也
。
静
虚
明
也
、



80 

 

                                        

                                        

                                        

                            

 

明
通
、
動
直
公
也
、
公
溥
。
明
通
公
溥
庶
哉
」
』
此
即
老
・
荘
・
釋
氏
之
説
。
朱
子
又
屢
言
、
『
人
欲
所

蔽
』
、
皆
以
為
無
欲
則
無
蔽
」
周
濂
溪
が
「
無
欲
」
を
い
う
の
は
老
荘
や
仏
教
の
説
と
お
な
じ
だ
と
し
、

朱
子
も
周
濂
溪
同
様
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。 

1
5
6 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
三
～
五
四
頁 

1
5
7 

同
右
六
八
頁 

1
5
8 

同
右
六
六
頁 

1
5
9 

『
朱
子
語
類
』
巻
第
四
「
人
物
之
性
、
有
所
謂
同
者
、
又
有
所
謂
異
者
。（
中
略
）
同
者
其
理
也
。
異

者
其
氣
也
」 

1
6
0 

『
朱
子
語
類
』
巻
第
十
三
「
然
人
之
氣
稟
有
偏
、
所
見
亦
往
往
不
同
。
如
氣
稟
剛
底
人
、
則
見
剛
處
多
、

處
事
必
失
之
太
剛
。
柔
底
人
、
則
見
柔
處
多
、
處
事
必
失
之
太
柔
。
須
先
就
氣
稟
偏
處
克
治
」 

1
6
1 

注
１
２
９
参
照 

1
6
2 

『
中
庸
章
句
』
首
章
「
蓋
欲
學
者
於
此
、
反
求
諸
身
、
而
自
得
之
、
以
去
夫
外
誘
之
私
、
而
充
其
本
然

之
善
」 

1
6
3 

『
全
集
』
第
九
巻
、
二
二
～
二
三
頁 

1
6
4 

な
お
、「
公
」
と
「
公
共
」
に
つ
い
て
は
、
次
節
参
照
。 

1
6
5 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
一
四
頁 

1
6
6 

『
全
集
』
第
九
巻
、
六
七
頁 

1
6
7 

『
程
氏
遺
書
』
巻
第
十
五
「
仁
之
道
、
要
之
只
消
道
公
一
字
。
公
只
是
仁
之
理
、
不
可
將
公
便
喚
做
仁
。

公
而
以
人
體
之
、
故
為
仁
。
只
為
公
、
則
物
我
兼
照
、
故
仁
、
所
以
能
恕
、
所
以
能
愛
、
恕
則
仁
之
施
、

愛
則
仁
之
用
也
」 

1
6
8 

『
全
集
』
第
九
巻
、
四
五
二
～
四
五
三
頁 

1
6
9 

同
右
八
二
頁 

1
7
0 

『
朱
子
語
類
』
巻
第
六
「
仁
是
天
理
。
公
是
天
理
」 

1
7
1 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
二
六
四
～
二
六
五
頁 

1
7
2 

溝
口
雄
三
『
中
国
の
公
と
私
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
五
）
参
照 

1
7
3 

『
全
集
』
第
五
巻
、
四
六
三
頁 

1
7
4 

『
全
集
』
第
七
巻
、
四
三
七
頁 

1
7
5 

『
全
集
』
第
九
巻
、
三
九
頁 

1
7
6 

同
右
三
九
頁 

1
7
7 

同
右
三
六
頁 

1
7
8 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
二
七
六
頁 

1
7
9

先
行
研
究
で
は
、
素
行
の
思
想
を
近
世
の
幕
藩
体
制
を
擁
護
す
る
も
の
だ
と
す
る
も
の
が
多
い
。
た
と 

え
ば
、
守
本
順
一
郎
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
歴
史
的
性
格
」（『
日
本
思
想
大
系
三
十
二 

山
鹿
素 

行
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
や
尾
藤
前
掲
論
文
な
ど
が
そ
れ
に
当
る
。
中
で
も
三
宅
正
彦
は
、
素
行 

の
「
公
」
が
「
天
下
国
家
」
の
こ
と
で
あ
り
、
幕
藩
制
国
家
へ
の
忠
誠
が
個
人
の
事
情
に
優
先
さ
れ
る
こ 

と
を
述
べ
て
い
る
（
三
宅
前
掲
論
文
）。
確
か
に
、
素
行
の
「
公
」
に
そ
う
解
釈
で
き
る
側
面
も
あ
る
。
し 

か
し
、
別
段
、
幕
藩
体
制
を
擁
護
し
よ
う
と
い
う
意
図
の
下
に
議
論
を
立
て
た
の
で
は
な
く
、
彼
の
人
間 

観
か
ら
「
公
」
を
論
じ
た
に
過
ぎ
な
い
。
結
果
的
に
体
制
を
擁
護
す
る
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
と
し
て
も
、 

そ
れ
は
素
行
の
思
想
上
の
態
度
と
は
別
問
題
と
い
え
よ
う
。
無
論
、
幕
藩
制
国
家
の
こ
と
は
無
視
し
得
る 

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
反
面
で
あ
ま
り
そ
の
こ
と
ば
か
り
に
拘
泥
す
る
と
、
素
行
の
「
公
」
の
全
体 

像
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

第
五
章 
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1
8
0 

阿
部
隆
一
「
山
鹿
素
行
の
青
年
時
代
に
於
け
る
和
学
の
修
養
」
（
『
帝
国
学
士
院
紀
事
』
第
四
巻
二
号
、

一
九
四
六
―
後
、『
阿
部
隆
一
遺
稿
集 

第
四
巻 

人
物
篇
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
に
所
収
―
）
参
照 

1
8
1 

『
全
集
』
二
八
三
頁 

1
8
2 

『
神
道
大
系
二
十 

日
本
書
紀
註
釋
（
中
）』
一
六
六
頁 

1
8
3 

同
右
四
八
～
四
九
頁 

1
8
4 

『
日
本
書
紀
纂
疏
』
と
吉
田
兼
倶
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
卓
『『
日
本
書
紀
』
受
容
史
研
究
』（
笠

間
書
院
、
二
〇
一
二
）
第
一
章
第
二
節
「
注
釈
史
か
ら
み
た
「
日
本
書
紀
抄
」
の
成
立
」
参
照
。 

1
8
5 

堀
勇
雄
『
人
物
叢
書 

山
鹿
素
行
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
）
三
二
〇
～
三
二
一
頁 

1
8
6 

前
田
前
掲
書
一
五
五
～
一
五
六
頁
参
照 

1
8
7 

『
山
鹿
語
類
』
で
は
、
各
国
の
気
象
条
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
唯
だ
中
華
の
み
四

時
の
氣
候
正
し
く
、
日
月
星
宿
、
其
の
稟
く
る
所
以
て
正
し
、
故
に
人
物
恆
に
秀
づ
。
朝
鮮
之
れ
に
次
ぎ
、

本
朝
之
れ
に
次
ぐ
。
其
の
餘
は
、
皆
四
時
宜
し
か
ら
ず
、
寒
暑
尤
も
大
に
し
て
、
人
物
の
生
成
悉
く
正
し

か
ら
ず
」
（
『
山
鹿
語
類
』
聖
學
八
、
天
地
、
「
辨
或
問
地
」
、
『
全
集
』
第
十
巻
、
八
五
頁
）
こ
こ
で

は
、
明
ら
か
に
「
中
華
」
と
日
本
が
別
の
国
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
日
本
は
そ
の
「
中
華
」
よ
り
気
候

条
件
が
劣
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。 

1
8
8 

形
式
は
眞
徳
秀
の
『
大
學
衍
義
』
に
倣
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

1
8
9 

『
全
集
』
第
十
三
巻
、
七
頁 

1
9
0 

本
章
で
は
、
素
行
が
日
本
の
こ
と
を
指
し
て
い
う
場
合
に
は
“「
中
國
」”、
通
常
の
大
陸
の
国
を
い
う

場
合
に
は
“
中
国
”
と
表
記
す
る
。 

1
9
1 

『
全
集
』
第
十
三
巻
、
一
八
～
一
九
頁 

1
9
2 

同
右
一
四
七
～
一
四
八
頁 

1
9
3

「
中
國
」
の
語
は
『
詩
経
』
大
雅
「
民
勞
」
の
詩
、「
中
華
」
は
『
蜀
志
』
諸
葛
亮
傳
の
注
に
そ
れ
ぞ
れ

見
え
る
。 

1
9
4 

中
国
の
中
華
思
想
に
つ
い
て
は
、
那
波
利
貞
『
岩
波
講
座 

東
洋
思
潮 

中
華
思
想
』、
小
倉
芳
彦
「
華

夷
思
想
の
形
成
」（『
中
国
古
代
政
治
思
想
研
究
』
青
木
書
店
、
一
九
七
〇
）
等
参
照
。 

1
9
5

第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
戦
前
の
素
行
研
究
に
お
い
て
日
本
主
義
は
中
心
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
戦
前
は
ほ
と
ん
ど
の
研
究
が
『
中
朝
事
實
』
を
扱
っ
て
い
る
。
戦
後
に
『
中
朝
事
實
』
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
中
山
前
掲
書
や
劉
前
掲
書
の
ほ
か
、
玉
懸
博
之
『
近
世
日
本
の
歴
史

思
想
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
ど
れ
も
「
水
土
」
を
主
題
的
に
扱
っ
て

は
い
な
い
。 

 

「
水
土
」
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、
前
田
勉
「
山
鹿
素
行
『
中
朝
事
実
』
に
お
け
る
華
夷
観
念
」

（
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
五
九
、
二
〇
一
〇
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
前
田
は
「
素
行
は
、
日
本
が
、

朝
鮮
は
も
と
よ
り
、
中
国
以
上
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
「
文
明
」
と
は
異
質
な
要
素
で
あ

る
「
水
土
」
を
も
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
（
五
三
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
後
述
の

よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、
「
水
土
」
重
視
は
素
行
の
世
界
観
か
ら
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
た
と
考
え
る
。 

1
9
6 

『
山
鹿
語
類
』
君
道
十
一
「
治
談
上
」（『
全
集
』
第
八
巻
三
六
六
頁
）。
な
お
、
引
用
さ
れ
て
い
る
の

は
『
春
秋
胡
氏
傳
』
の
隱
公
二
年
。 

1
9
7 

鎌
田
正
「
朱
子
と
春
秋
」（『
朱
子
学
大
系
』
第
一
巻
、
明
徳
出
版
、
一
九
七
四
）
参
照
。 

1
9
8 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
五
七
三
～
五
七
四
頁 

1
9
9 

「
さ
れ
ば
忌
部
廣
成
が
古
語
拾
遺
、
卜
部
兼
延
が
名
法
要
集
等
に
、
家
々
の
傳
來
相
承
を
云
へ
り
」（
『
謫

居
童
問
』
、
巻
四
、
『
全
集
』
第
十
二
巻
、
二
八
三
頁
） 

2
0
0 

『
春
秋
胡
氏
傳
』
巻
十
一
「
中
國
之
為
中
國
、
以
有
父
子
君
臣
之
大
倫
也
。
一
失
、
則
為
夷
狄
」 
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2
0
1 

同
右
巻
十
二
「
中
國
之
所
以
為
中
國
、
以
禮
儀
。
一
失
、
則
為
夷
狄
、
再
失
、
則
為
禽
獸
、
人
類
滅
」 

2
0
2 

同
右
巻
二
十
三
「
人
之
所
以
異
於
禽
獸
、
中
國
之
所
以
貴
於
夷
狄
、
以
其
有
父
子
之
親
君
臣
之
義
爾
」 

2
0
3 

こ
れ
は
仏
教
的
な
「
粟
散
辺
土
」
の
観
念
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
美
由
紀
『
神
道
思
想

史
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
）
参
照
。 

2
0
4 

『
神
道
大
系
二
十 

日
本
書
紀
註
釋
（
下
）』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
）
九
頁 

2
0
5 

別
の
箇
所
で
は
、「
此
國
ハ
三
界
建
立
ノ
源
ソ
」（
同
前
六
頁
）
と
も
い
っ
て
い
る
。 

2
0
6 

た
だ
し
、
こ
れ
は
素
行
以
前
の
思
想
と
の
比
較
か
ら
見
た
と
き
に
そ
う
い
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
熊
沢
蕃
山
の
よ
う
に
、
素
行
の
同
時
代
に
は
他
に
も
「
水
土
」
を
重
視
す
る
思
想
家
は
存
在

し
た
。
た
だ
し
、
素
行
が
蕃
山
の
書
を
読
ん
だ
と
い
う
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
蕃
山
か
ら
「
水
土
」

に
つ
い
て
学
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

2
0
7 

『
神
道
大
系
九
十
五 

卜
部
神
道
（
上
）』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
）
一
三
～
一
四
頁 

2
0
8 

『
神
書
聞
塵
』
で
は
、
「
天
地
ニ
先
テ
ア
ル
ヲ
神
ト
云
ソ
」
（
『
神
書
聞
塵
』
巻
上
、
『
神
道
大
系
二

十 

日
本
書
紀
註
釋
（
下
）
』
一
五
頁
）
と
も
い
っ
て
い
る
。 

2
0
9 

『
日
本
思
想
大
系
三
十
九 

近
世
神
道
論 

前
期
国
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
）
一
二
頁 

2
1
0 

『
朱
子
文
集
』
巻
三
十
「
中
國
所
恃
者
徳
、
夷
狄
所
恃
者
力
。
今
、
慮
國
事
者
、
大
抵
以
審
彼
己
、
較

強
弱
為
言
。
是
夷
狄
相
知
攻
之
策
、
而
未
嘗
及
中
國
治
夷
狄
之
道
。
蓋
以
力
言
之
、
則
彼
常
強
、
我
常
弱
。

是
無
時
而
可
勝
、
不
得
不
和
。
以
徳
言
之
、
則
振
三
綱
明
五
常
正
朝
廷
勵
風
俗
、
皆
我
之
所
可
勉
彼
之
所

不
能
者
。
是
乃
中
國
治
夷
狄
之
道
而
今
日
所
當
議
。
誠
能
自
勵
以
此
、
則
亦
何
以
講
和
為
哉
」 

2
1
1 

「
吾
が
日
本
は
種
子
を
生
じ
、
震
旦
は
枝
葉
に
現
は
し
、
天
竺
は
花
實
を
開
く
。
故
に
佛
教
は
萬
法
の

花
實
た
り
。
儒
教
は
萬
法
の
枝
葉
た
り
。
神
道
は
萬
法
の
根
本
た
り
。
彼
の
二
教
は
皆
是
神
道
の
分
化
也
。

枝
葉
・
花
實
を
以
て
其
の
根
源
を
顯
は
す
。
花
落
ち
て
根
に
歸
る
が
故
に
、
今
此
の
佛
法
東
漸
す
。
吾
が

國
の
、
三
國
の
根
本
た
る
こ
と
を
明
か
さ
ん
が
為
に
也
。
尓
り
し
よ
り
以
来
、
佛
法
此
に
流
す
。
」（『
唯
一

神
道
名
法
要
集
』『
日
本
思
想
大
系
十
九 

中
世
神
道
論
』
二
三
四
頁
） 

2
1
2 

『
全
集
』
第
十
三
巻
、
一
一
頁 

2
1
3 

『
日
本
古
典
文
学
大
系
六
十
七 

日
本
書
紀
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
）
七
六
頁 

2
1
4 

『
全
集
』
第
十
三
巻
、
一
五
頁 

2
1
5 

『
書
紀
』
神
代
上
参
照
。 

2
1
6 

『
全
集
』
第
十
巻
、
五
八
～
五
九
頁
。
邵
康
節
の
言
葉
は
、
『
觀
物
外
篇
』
下
之
中
「
曰
、
既
有
消
長
、

豈
無
始
終
。
天
地
雖
大
、
是
亦
形
器
、
乃
二
物
也
」 

2
1
7 

同
右
七
四
頁 

2
1
8 

同
右
五
六
頁 

2
1
9 

な
お
、
歴
史
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
素
行
は
「
天
地
に
古
今
な
し
、
人
に
古
今
あ
り
」
（
『
山
鹿
語
類
』

聖
學
八
、
天
地
、
「
辨
或
問
天
地
説
」
、
『
全
集
』
第
十
巻
、
七
六
頁
）
と
い
っ
て
い
る
。
歴
史
の
変
化

と
は
、
人
の
営
為
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
天
地
」
自
体
が
動
く
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

2
2
0 

『
全
集
』
第
十
巻
、
二
一
七
頁 

2
2
1 

『
全
集
』
第
十
二
巻
、
三
三
八
頁 

2
2
2 

『
全
集
』
第
十
三
巻
、
二
〇
八
～
二
〇
九
頁 

2
2
3 

同
右
二
一
二
頁 

2
2
4 

同
右
六
四
頁 

 

お
わ
り
に 

2
2
5 

田
原
前
掲
書
、
二
一
八
頁 

2
2
6 

丸
山
前
掲
書
、
二
一
三
頁 

2
2
7 

『
全
集
』
第
十
巻
、
四
一
〇
～
四
一
一
頁 

2
2
8 

同
右
四
二
七
頁 
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2
2
9 

素
行
は
、
本
論
文
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
当
時
の
思
想
界
の
状
況
を
痛
烈
に
批
判
し
、
処
罰
さ
れ

る
と
い
う
経
験
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
素
行
自
身
は
、
む
し
ろ
強
い
主
体
性
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
が
、
素
行
自
身
の
生
き
方
と
彼
の
思
想
と
は
一
旦
分
け
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

2
3
0 

土
田
健
次
郎
『
道
學
の
形
成
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
）
一
三
二
頁 

 

○
参
考
文
献 

 

※
参
考
文
献
は
原
則
と
し
て
私
が
実
際
に
参
照
し
た
版
を
挙
げ
る
が
、
順
序
は
初
出
時
の
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る
。 

 

広
瀬
豊
篇
『
山
鹿
素
行
全
集 

思
想
篇
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
） 

『
日
本
思
想
大
系
三
十
二 

山
鹿
素
行
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
） 

『
日
本
の
名
著
十
二 

山
鹿
素
行
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
） 

 

井
上
哲
次
郎
『
日
本
古
學
派
之
哲
學
』
（
冨
山
房
、
一
九
〇
二
） 

乃
木
神
社
社
務
所
編
『
乃
木
希
典
全
集
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
） 

素
行
会
『
山
鹿
素
行
先
生
と
乃
木
将
軍
』
（
帝
国
軍
人
後
援
会
、
一
九
一
三
） 

清
原
貞
雄
『
思
想
的
先
覺
者
と
し
て
の
山
鹿
素
行
』
（
藤
井
書
店
、
一
九
三
〇
） 

加
藤
仁
平
『
山
鹿
素
行
の
教
育
思
想
』
（
目
黒
書
店
、
一
九
三
四
） 

谷
義
彦
「
山
鹿
素
行
の
歴
史
的
批
判
的
考
察
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
三
四
） 

那
波
貞
利
『
岩
波
講
座 

東
洋
思
潮 

中
華
思
想
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
） 

中
山
久
四
郎
『
山
鹿
素
行
』
（
北
海
出
版
社
、
一
九
三
七
） 

松
本
純
郎
『
山
鹿
素
行
先
生
』
（
至
文
堂
、
一
九
三
七
） 

村
岡
典
嗣
『
大
教
育
家
文
庫 

素
行
・
宣
長
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
） 

阿
部
隆
一
「
山
鹿
素
行
の
青
年
時
代
に
於
け
る
和
学
の
修
養
」
（
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集 

第
四
巻 
人
物

篇
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
） 

和
辻
哲
郎
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
一
） 

丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究 

新
装
版
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
） 

堀
勇
雄
『
人
物
叢
書 

山
鹿
素
行
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
） 

『
相
良
亨
著
作
集 

２
日
本
の
儒
教
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
） 

田
原
嗣
郎
『
徳
川
思
想
史
研
究
』
（
未
来
社
、
一
九
六
七
） 

島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
六
七
） 

平
重
道
『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
） 

小
倉
芳
彦
『
中
国
古
代
政
治
思
想
研
究
』
（
青
木
書
店
、
一
九
七
〇
） 

鎌
田
正
「
朱
子
と
春
秋
」
（
『
朱
子
学
大
系
』
第
一
巻
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
） 

尾
藤
正
英
「
山
鹿
素
行
の
思
想
的
転
回
（
上
）
（
下
）
」
（
『
思
想
』
五
六
〇
・
五
六
一
号
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
） 

三
宅
正
彦
「
幕
藩
制
国
家
の
確
立
と
公
私
概
念
の
対
立
」
（
『
体
系
日
本
史
叢
書
二
十
三 

思
想
史Ⅱ

』
、
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山
川
出
版
社
、
一
九
七
六
） 

友
枝
龍
太
郎
「
山
鹿
素
行
―
朱
子
学
の
批
判
と
復
古
学
の
論
理
―
」
（
相
良
亨
、
松
本
三
之
助
、
源
了
圓

編
『
江
戸
の
思
想
家
た
ち
（
上
巻
）
』
研
究
社
、
一
九
七
九
） 

石
岡
久
夫
『
山
鹿
素
行
兵
法
学
の
史
的
研
究
』
（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
） 

黒
沢
幸
昭
「
不
得
已
ノ
ー
ト
―
山
鹿
素
行
と
冨
士
谷
御
杖
の
場
合
」
（
佐
藤
正
英
、
野
崎
守
英
編
『
日
本

倫
理
思
想
史
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
三
） 

安
蘇
谷
正
彦
『
神
道
思
想
の
形
成
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
） 

中
山
広
司
『
山
鹿
素
行
の
研
究
』
（
神
道
史
学
会
、
一
九
八
八
） 

前
田
勉
「
山
鹿
素
行
―
治
人
の
学
の
認
識
論
」
（
源
了
圓
編
『
江
戸
の
儒
学
『
大
学
』
受
容
の
歴
史
』
、

思
文
閣
、
一
九
八
八
） 

山
下
龍
二
『
朱
子
学
と
反
朱
子
学
―
日
本
に
お
け
る
朱
子
学
批
判
―
』
（
研
文
社
、
一
九
九
一
） 

宇
野
茂
彦
『
叢
書
日
本
の
思
想
家
２ 

林
羅
山
・
（
附
）
林
鵞
峰
』
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
二
） 

溝
口
雄
三
『
中
国
の
公
と
私
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
五
） 

前
田
勉
『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
） 

劉
長
輝
『
山
鹿
素
行 

「
聖
学
」
と
そ
の
展
開
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
） 

土
田
健
次
郎
『
道
學
の
形
成
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
） 

吾
妻
重
二
『
朱
子
學
の
新
研
究
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
） 

上
安
祥
子
『
経
世
論
の
近
世
』
（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
五
） 

立
花
均
『
山
鹿
素
行
の
思
想
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
） 

玉
懸
博
之
『
近
世
日
本
の
歴
史
思
想
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
） 

唐
利
国
「
論
日
本
近
世
前
期
山
鹿
流
兵
学
的
確
立
―
以
山
鹿
素
行
的
朱
子
学
批
判
為
中
心
」
（
『
歴
史
教

学
』
、
二
〇
〇
九
） 

前
田
勉
「
山
鹿
素
行
『
中
朝
事
実
』
に
お
け
る
華
夷
観
念
」
（
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
五
九
』
、
二

〇
一
〇
） 

阿
里
木
・
托
和
提
「
朱
子
学
本
体
論
思
想
的
批
判
与
重
建
―
日
本
古
学
者
山
鹿
素
行
思
想
為
中
心
」
（
『
哲

学
百
家
』
、
二
〇
一
一
） 

張
捷
「
簡
析
山
鹿
素
行
対
朱
子
心
性
論
的
批
判
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
、
二
〇
一
二
） 

渡
邉
卓
『『
日
本
書
紀
』
受
容
史
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
） 

髙
橋
美
由
紀
『
神
道
思
想
史
研
究
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
三
） 


